








































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。６
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プロローグ




　最近はネアが起こしにくる関係で、早起きが習慣になっている。一般的にはいいことなんだろうけど、やはり少し眠い。

「ヨシヤー」

　今朝も、ネアにゆっさゆっさと揺すぶられて、俺は目を覚ました。

「んー、今起きる」

　目をこすりつつ上体を起こす。

　が、今日はネアの様子がいつもと少し違っていた。

　いつもは散歩に行きたくてニコニコしてるのに、なんだか今日は不安そうな、今にも泣き出しそうな顔をしていた。心なしか、ネコ耳も尻尾しつぽも、なんだか元気がない。

「どうした？」

「アンニャが泣にやいてたの」

　あー。

　昨日は、杏あん奈なの両親がおそらく始祖であり、そしてこの世界ですでに亡くなっているという、重大な事実が判明したのだ。

　少しは感情を吐はき出して楽になったとは思うが、それだけで割り切れるものでもないだろう。

「ヨシヤ、お父さんとお母さんって何にやに？」

「うーん、自分を生んで育ててくれた人のこと、だけど……」

　しかし、ひとりぼっちでダンジョンサバイバルをやってたネアに、こう言ってわかるとは思えない。

「なんて説明したらいいのかな。ネアにとっては、杏あん奈なとか俺とか、一緒に住んでる仲間が一番近いのかなあ」

「ヨシヤがお父さんで、アンニャがお母さん？」

　よく言われるけど、認めるのもそれはそれで違うような。

「ちょっと違うけど、たぶん、ネアの感覚ではそれが一番近いかもな」

「……アンニャは、アンニャにとってのアンニャやヨシヤにもう会えにゃいの？」

　なんかすごくこんがらがる言い回しだな。

「そういうことになるな」

「アンニャ、かわいそう……」

　大きな目に涙をいっぱい溜ためて、ネアは泣き出しそうな顔で言った。

「大丈夫だよ。杏奈は強いし、ネアもいるし」

　笑って、ネアの頭を優しく撫なでた。

　ネアは俺のパジャマの裾すそをギュッと摑つかんで、

「ネアは、アンニャとずっと一緒にいる！　だから、ヨシヤもずっと一緒にいてね？」

　そう言って俺を見上げた。

　言葉に詰まる。

　真まっ直すぐに俺を見る純粋無む垢くな瞳ひとみから、正直、逃げたいと思った。

　いずれ、俺たちは俺たちの世界に帰る。そのつもりでいる。

　──言えるかよ、そんなこと……。

　案外、光こう一いち郎ろうよりも黒幕よりも手て強ごわいラスボスは、ここにいるのかもしれない。





　　　　＊






「今日は、お散歩は中止！」

　ネアがそう言い出したので、俺は耳を疑った。

　毎朝、ご機嫌でお散歩に連れて行って、と起こしにくるネアである。いざ出かけても、街の色んなものに駆け寄っては「かっこいーにゃ」を連呼する様は、それはそれは楽しそうなのだが……。

「どういう風の吹き回しだ？」

「あのね、アンニャの目覚まし時計？　を止めてきたの」

「は？　なんで……」

　言いかけて、なんとなく気付く。

「杏あん奈なのため、か。ゆっくり寝かせてあげたかったんだな」

「みゃう。だから、お散歩はやめて、アンニャの代わりにご飯を作るの！」

　なるほど。

「でも、俺だけじゃちゃんとした朝食を作るのは難しいなあ……」

「じゃあ、みんにゃにも手伝ってもらう？」

「そうだな。……でも、シェリスたちって料理できるんだっけ……？」

　ずっと杏奈が美お味いしいご飯を作ってくれていたから、シェリスやティーナが料理をしているところをあんまり見た記憶がない。

　あったとしても、杏奈の手伝いとかがせいぜいなんだよなあ。

　……まあ、ダリルは不器用だけど実家が料理屋だし、シェリスもティーナもラーメン作りを一緒にやったりしてるし、まるっきりド素人しろうとで経験がない俺とネアだけでやるよりはマシだろう。

「じゃあ、みんなを起こしに行こうか」

「みゃう！」





　　　　＊






　学院祭まっただ中のレンガ造りの街、それを取り囲む壁、そして、その壁の向こう側にそびえ立つ塔。

　学生たちは街の発展のため、己の将来のため、そして『塔にたどり着いた者は願いを叶かなえてもらえる』という言い伝えを信じて、冒険の日々を送っている。

　少なくとも、昨日までは俺もそう信じていた。それを信じるしか、日本に帰る方法がないと聞いていたから。

　ここは剣と魔法と冒険の世界。エルフもドワーフもドラゴンもネコ耳も、なんでもありの異世界、ゲームガルド。

　その世界の常識が、今、変わろうとしている。





第一章▼　ゲームガルドの真実




　杏あん奈ながいない厨ちゆう房ぼうというのは、なんだか落ち着かなくて、妙な感じだった。

　それは、俺だけじゃなくシェリスやティーナ、ダリルにとっても同じだったようで、どうにもそわそわしたような空気が漂ただよっていた。

「それで、何を作りますの？」

「アンニャが元気になる料理がいい！」

　元気よくネアが言った。

「ということは、アンナ殿の大好物、ということに」

「ですわね」

「そういえば、アンナさんの好物ってなんでしょう……？」

　ダリルが首を傾かしげ、俺たちも揃そろって「うーん」と考え込こんだ。

　そういえば、何が好きという話は聞いた記憶がない。

「あれだけなんでも美お味いしく作れちゃう人の好物って、想像できませんわね」

「確かにな」

　言い方を変えれば、嫌いなモノも自分好みに調理できてしまって、好き嫌いなど存在しなかったりするのかもしれない。

「そもそも、料理の達人であるアンナ殿を料理で元気づけようというのが無む謀ぼうなのかも」

「確かに、そうかもちれませんわね……」

「そんにゃことないもん！　一生懸命作れば、アンニャは喜んでくれるもん！」

「そうだな。要は気持ちだ。あいつほど美う味まく作るのは無理でも、力を合わせて作ってみようぜ」

「……ですわね」

「確かに」

「頑張りましょう……！」

　全員がうなずいて、パーティ一丸（杏奈除く）となっての朝食の準備が始まった。

「閃ひらめきまちたわ！」

　シェリスがぽんと手を打った。

「以前、ヨシュア様たちの世界のソウルフードはミソシルだって、アンナ様は仰おつしやってまちたわよね！」

「え？　そんなこと、ありましたっけ……？」

「確か墳ふん墓ぼのときだから、ダリルはまだパーティに加わっていなかった」

「あー、有あり瀬せさんに味み噌そ汁しるを持っていく、ってアレな。結果、必要なかったけど……」

「だったら、ミソシルを作ればいいんですわ！」

「以前、アンナ殿が作ってくれたトンジルは美お味いしかった」

「いやいや、朝から豚汁は少しヘビーじゃないか？」

「トンジルには豚の生姜しようが焼きがよく合う」

「いやいや、豚かぶってるし！　しかも、朝から生姜焼きはどう考えても重いって！」

「そうですよ、ティーナさん！　あたしも、ミソシルで豚を使うなら、メインのお料理はチキンとかの方がいいと思います……」

「そういえば、お弁当のときに作ってくださった唐揚げは美味ちかったですわね！」

「朝から揚げ物かよ!?　余計重くなった!?」

　いや、確かに生姜焼きも鶏とりの唐揚げも美う味まいけどさあ！

「っていうか、お前ら、生姜焼きとか唐揚げとかの作り方、知ってるのか？」

　途端に、賑にぎやかだった厨ちゆう房ぼう内がシーンとなった。

「せめて、作り方を知ってるメニューにするべきじゃないか？」

　本音を言えば、かなり不安になってきたので、極力シンプルで安全なメニューがいいとさえ思い始めている。味み噌そ汁しるを作るなら、あとはもうおにぎりとかでいいんじゃないだろうか。おにぎりならみんなで作れる気がするぞ。

　だが。

「レシピを知ってるお料理っていうと……ラーメンでしょうか……？」

「麵めんの作り方なら知ってますわ！」

「スープや具のレシピは、あたしもお母さんと一緒に何度も教わってますから、ちゃんと知ってます……！」

「らーめん？　らーめんってどんにゃの？」

「あ、ネアちゃんはまだ食べたことないんでちたわね」

「とても美味しい」

「そうです……！　とっても美味しいんです……！　それはもう、ゲームガルド中が夢中になるほどに……！」

　仲間たちの言葉に、ネアが目をキラキラさせた。

「おー！　らーめん、食べてみたい！」

「では、みんなで味噌ラーメンを作りましょう！　ですわ！」

　さすがに止やめとけと言える雰ふん囲い気きではなくなってしまった。




　シェリスがその腕力を活いかして麵の生地をこね上げた。

　それは素晴らしい手て際ぎわだった。

　味噌は杏あん奈なが作っておいたものが冷蔵庫にある。

　だが、順調だったのはそこまでだった。ってか、麵めんだけだな。

「スープは、豚の骨を中心に色んなものを煮に込こんで作るんです……。タマネギとか、生姜しようがとか……。あと、干した魚も入れます……。確か、ラーメン用に下した茹ゆでとか血抜きをした骨が冷蔵庫に……」

　ダリルに言われるままに、ティーナが水を張った寸ずん胴どうに材料をドカドカ放ほうり込んでいく。手て際ぎわはいいけど、分量とかそれでいいのか……？

「あとは数時間煮込むんですけど……」

「魔法で短縮すればいい」

　は？　今、ティーナはしれっと何を言った？

「ちょ、待……」

「水よ」

　って、もう魔法唱えてるし！

　巻き込まれるか、と身構えたけれど、特にダメージを受けたり宙に浮いたりといった被害はなかった。

　が、おそるおそる寸胴を覗のぞき込むと、スープの量は一〇分の一以下にまで減り、豚の骨すら煮崩れていた。っていうか、とんこつスープをさらに煮詰めたようなドロドロの液体と化していた。

　……飲めるのか、これ……？

　しかも、ティーナの魔法である。もしかしたら、ご近所の台所でも同じような現象が起こって大迷惑になっているかもしれない。

　……あとで、謝って回った方がいいかもしれない。

　俺が寸胴の前で戦せん々せん恐きよう々きようとしている横では、

「麵は寝かせる工程に入りまちたから、わたくち、具を用意しますわ！」

　そう言って、シェリスが包丁を手に、ネギをまな板の上に置いた。

　まあ、シェリスはトゲトゲ鉄球使いとはいえ戦士だし、武器のコレクションをしていたりするくらいだし、刃物の扱いくらいは問題ないはずだよな……。

　とか思ったのもつかの間、

　ダン！　ダン！

　と、ネギを刻むのとはほど遠い音が厨ちゆう房ぼう内に鳴り響いた。

　見れば、ネギに当たらなかった包丁が、着々とまな板の全長を短くしている真っ最中だった。

「あーもう！　どうちてネギに包丁が当たりませんの!?」

　それはこっちが訊ききたい。なんで手で押さえたまな板の上のネギに包丁が一回も当たらないんだよ。

「とりあえず、シェリス、ストップ！　誰かに交代を……」

　そう言いかけて、ダリルと目が合った。

「あ、あたしは無理ですよう……」

　うん、ドラゴンだからね。しょっちゅうお皿を割るくらいには不器用だからね。

「ネアがお手伝いする！」

　そう宣言して、ネアはいつも杏あん奈なの料理を見学するときに使っている踏み台を持ってきた。そしてシェリスを押しのけるように、踏み台を使ってまな板の前に立った。

「ネア、大丈夫か？　刃物は使い方を間違えると怪け我がをするぞ？」

　不安になって俺はそう声をかけたが、

「大丈夫！　アンニャがやってるの、いつも見てるもん！」

　見てるだけでできるようになるなら、苦労はないんだけどな……。

　だが、シェリスから包丁を受け取ったネアは、危なっかしい手つきながら、きちんとネギを刻んで見せた。切ったネギの幅が一センチくらいあるのはご愛あい敬きようだが、そもそもきちんと切ることができているだけで、ここまでの流れからしたら立派なものだ。

「お、ちゃんと押さえる手はグーにしてるんだな」

「みゃう！　アンニャが、こうやると指を切ったりしないからって教えてくれた！」

「偉い偉い。じゃあ、気をつけて切ってな。ダリル、見てやっててくれるか？　危なそうだったらストップをかけてくれ」

「あ、はい……」

　とりあえず、こわごわとティーナが魔法をかけたスープをなめてみる。

　うげ、ドロドロで、こりゃスープっていうより出来損ないのゼリーのようだ。

　旨うま味みはあるような気がするが、生臭さが先に立つ。決して美う味まいとは言い難い。

　うーん。

　どうにかならないものかと、少量のティーナのスープを五倍くらいの水に溶き、それを温めて、そこに味み噌そを溶いてみた。

　味見。

　お？　少し生臭さは感じるが、これならなんとかなるかも……？　もっとティーナのスープの量を減らせば、結構いけるかもしれない。

　少なくとも、一条の光明は見えた──と思ったら。

「ヨシュア様、麵めんを伸ばし終わりまちたから、あとは切るだけですわ」

「じゃあ、それもネアが切るー！」

　満面の笑みで、ネアが包丁を振り上げた。

「ちょ、待──」

　遅かった。

　シェリスによって唯一まともに進行していた麵めんが、ネアの包丁によって四角形や三角形にその形を変えてしまった。

「マジか……」

「色んな形で楽しいから、アンニャも元気になる！」

「そ……そうですわね……」

「その気持ちだけはちゃんと伝わると思う」

「ええと……最初に、ちゃんとネアちゃんにラーメンがどんな料理なのか教えてあげるべきでしたね……」

　まったくだ。

「でも、さすがに麵を一から作り直すのはちょっと無理だよな」

「時間も材料も足りませんわ」

「ま、食えないわけじゃないし、今回はネアのセンスを尊そん重ちようしよう」

「みゃう！」

　元気よく返事をしたけど、お前、絶対俺たちの話の意味、わかってないだろ。

「じゃあ、麵を茹ゆでるお湯を沸かちますわね」

「頼む。ダリル、スープの生臭さを消すにはどうしたらいいか知ってるか？」

「ええと、お母さんはそういうときは、ニンニクか生姜しようがを使ってみるといいって……」

「でも、朝から強烈すぎるニンニクはまずい」

　そう言うティーナは、気にせず朝からニンニク料理もガンガン食べそうだけどな。

「じゃ、少し寸ずん胴どうのスープの量を減らして、生姜を入れてみようか」

「わかった。それは私が」

「ティーナ、頼む」

　やれやれ、ようやく完成が見えてきた。

　つくづく、毎日美お味いしいご飯を作ってくれる杏あん奈なには頭が下がる。

　あと、アレだ。俺でも簡単に作れるインスタントラーメンってすっげえ偉大だな。




　やがて、麵も茹で上がった頃、杏奈が厨ちゆう房ぼうに駆け込こんできた。

「あーもう、なんで目覚ましが……って、え？」

　そして、驚いた顔で固まってしまった。俺たちがいたことに驚いたのか、厨房の惨状に驚いたのかはわからないけれども。

「いったいなんなの……？」

　怪け訝げんな顔で首を傾かしげた杏奈に、ネアは、

「はい、アンニャ！」

　おっそろしく無邪気な笑顔で、ラーメンと呼んでいいものかどうか考え込んでしまいそうな料理が入った丼どんぶりを差し出した。

　杏あん奈なは丼を受け取りながら、「どういうこと？」という顔で俺を見た。

「いや、実は、両親のこととかで杏奈もショックを受けてるだろうし、今日くらいゆっくり寝かせてあげたいってネアが言い出してさ」

「そうだったの……」

　杏奈は丼を置いて、「ありがとう」とネアの頭を撫なでた。

　ネアは気持ちよさそうににへーっと笑って、

「アンニャ！　食べて！　らーめん？　食べて！」

　と杏奈に迫せまった。

「そ、そうね……」

　怖々と、杏奈が丼を手にして、分厚い輪切りのネギが浮かんだスープの中から、箸はしで三角形の麵めんをつまみ上げた。

「斬ざん新しんな麵ね……」

「それ、ネアが切ったの！　あと、ネギも！」

「あ、そうなの……。なるほど、それで……」

　なんとなく何がどうなってこの麵になったのか、想像はできたらしい。口元に苦笑いを浮かべつつも、杏奈は麵だかなんだかよくわからないモノを口に運んだ。












「……生姜しようがは悪くない判断ね。スープを煮に込こむときは、アクを丁寧に取らないと臭においがきつくなっちゃうのよ。変に凝って豚骨なんか使わないで、豚肉でも使って作った方が難しくなかったのに。そうすれば具にもなるし」

「一口で見抜くか」

　グルメマンガの主人公か、お前は。

「そりゃあわかるわよ。でも、初めてでこれだけできれば充分じゃないかしら。だって、ちゃんと食べられる代しろ物ものができあがっているもの」

　どんだけ期待されてなかったんだ、俺たちの料理。ハードル低すぎだろ。

　いや、まあ、実際食えるものになったのが奇跡だとも思えるけれど。

「ありがとう、ネアちゃん。美お味いしいわ」

「みゃう！」

　杏あん奈なの言葉が、気を遣ってのものとは思えなかった。

　もしかしたら、ネアの気持ちが、杏奈にだけは特別美味しいと感じさせたのかもしれない。そういうことにしておこう。





　　　　＊






　その後、杏奈がパパッと朝食用にサンドイッチを作ってくれた。

「時間がないから、簡単にできるものしか作れないわよ」

　そんなことを言いながらだったが、その流れるような手て際ぎわに、俺たちはあらためて感服するしかなかった。

　そんなわけで、朝食タイム。

　山盛りのサンドイッチとお茶が用意された食卓に全員が着いたことを確認して、俺は、

「食べながらでいいから、聞いてくれ。今から、こいつを読み上げたいと思う。杏奈の両親のこともあるから、少し間を置きたいところではあるんだが、世界の存亡に関かかわることだし、そうも言っていられない」

　そう言って、昨日手に入れたシステム手帳を示した。

「始祖様の手記……ですわね」

　緊張した顔で、シェリスが呟つぶやいた。

「私のことなら、気を遣わなくていいわ。むしろ、そんなことで時間を無駄にして手遅れになったら、それこそ両親に申し訳ないもの」

「すまない。そう言ってもらえると助かる」

「では、食べながら」

　早速、ティーナが大量に積み上がったサンドイッチに手を伸ばす。

「あ、ティーニャ、ずるい！」

　負けじと、ネアもサンドイッチを摑つかんだ。

「あの、こんなにたくさんあるんですから、そんなに慌あわてなくても……」

　ダリルが小さな羽をパタパタさせながら、おろおろしつつ言った。

「緊張感がないわね」

　杏あん奈なが呆あきれ気ぎ味みにため息をついた。

「あの、アンナ様、わたくちまで一緒にされるのは心外ですわ……」

「あ、あたしも同感です……」

「……おーい、読んでいいか？」

　一応そう訊きいてはみたが、俺は返事を待たずに手帳を開いた。

　そして、音読を始める。

『この手帳までたどり着いたということは、君は救世主か、あるいは私の研究室にいた誰かなのだろう。

　私の研究室にいた誰かならば知っていることだが──、この世界では何が起こるかわからない。この手記をゆっくり全部読むだけの余裕が君にあるとも限らない。だから、先に言っておく。

　あの塔に近づきすぎてはいけない。

　あの塔はこの世界のリセットボタンなのだ。あの男は、条件が揃そろえば確実にリセットボタンを押すだろう。だから、必要以上にあの塔に近づいてはいけない。』

「ここまでは、昨日読んだわね」

「ですわね」

　杏奈の言葉に、シェリスがうなずいた。

「リセットボタンが世界をなかったことにする困った仕組みだということも聞いた」

「ああ」

「このサンドイッチ？　があれば、世界もきっと大丈夫！」

　にこにこしながらそう言ったネアの言葉に、全員が苦笑しながら首を傾かしげた。

「そのくらい美お味いしい、って意味か？」

「みゃう！」

「それなら理解できる」

　ティーナはそう言いながらも、食べる手を止めない。さすがだ。

『君は、三み田た君だろうか？　それとも、星ほし住ずみ君だろうか？　もし研究室の誰かであるならば、こんなことになってしまって本当に申し訳ないと思っている。せめて、この時の牢ろう獄ごくの中でも幸せを見つけて生きてほしい。

　もし研究室の誰かが救世主たる条件を満たしているのであれば、話は早い。困難かもしれないが、なんとしてもあの副社長を止めてほしい。』

「救世主の条件ってなんでしょう……？」

「さあ……？　でも、ヨシュア様はその条件を満たちているってことですわよね」

「昨日の謎なぞかけの通路はヨシュア殿が救世主である、という仮定でクリアできたのだから、それはほぼ間違いない」

「……どうして『ほぼ』なんですの？」

「誰も保証してくれないから」

　確かに、ティーナの意見は正しい。実はまったく別の解答だったのだが、偶然俺たちが出したやり方でも通路を通れてしまった、という可能性はゼロではない。

「でも、そこは疑っても仕方ないでしょう？」

「アンナ様の言う通りですわ！」

「じゃあ、ヨシュア殿の特徴を考えれば、救世主の条件は見えてくるかも」

「ヨシヤはねー、よく転ぶの！　あと、色んにゃものにぶつかる！」

「確かに、ヨシュアさんといえば、運の悪さですよね……」

　自覚はあるけど、何もこの流れで一致団結してうなずかなくてもいいじゃないか……。

「イヤな条件だな、救世主は運が悪いこと前提とか」

「まったくですわ！　ヨシュア様はパパッとクエストを解いちゃうくらい頭が良いんですから、きっと条件はそれですわ！」

　うん、シェリス、ありがたいんだけど、それも持ち上げられすぎで居心地が悪いよ。

「まあ、結論を急ぐことはないんじゃないかしら。もしかしたら、読み進めていたら、そのことも書いてあるかもしれないわ」

「だな」

　再び、手帳の朗読を始める。

『君が研究室の誰かではなく、ここにたどり着けたのであれば、色々疑問に思っていることもあるだろう。まずは、こうなってしまった経緯をかいつまんで記しておこう。

　この世界──ゲームガルドは、私と妻が作った世界だ。』

「「「「ええっ!?」」」」

　俺とネア以外が声を揃そろえて驚いた。俺も、驚かなかったわけではない。単に、読み上げていたから驚きの声が上がらなかった、というだけの話だ。現に、読み上げる声がうわずってしまった。

「世界を……？　お父さんとお母さんが……？」

「じゃ、じゃあ、このゲームガルドはアンナ様のお父様とお母様がお作りになったんですの……？」

「つまり、始祖は創造主でもあった、ということ？」

「もうあたしには何がなんだか……」

「このタマゴのヤツ、好きー！」

　どんな話をしていても、ネアの自由度は揺るがないな。

「でも、世界を作るなんて、そんなこと、可能なのかしら？」

　杏あん奈なが不思議そうに呟つぶやいた。ましてや、それを作ったのが自分の両親という話なのだから、心中は複雑だろう。

「やっぱり、ヨシュア様たちの世界にとっても、世界を作るなんて普通はできませんのね」

「そりゃそうだ」

「でも、私の両親はゲーム会社に勤めていたはずなのに……」

　杏奈が首を傾かしげた。

　確かに、以前その話は聞いた覚えがある。その点は謎なぞではあるが……、

「とにかく、先を読んでみるべき」

　ティーナの言葉に、タマゴサンドに夢中なネア以外全員がうなずいた。

『私たちは、位相の異なる次元に情報を投写することで世界を構成することができる、という理論を完成させた。しかし、当たり前だが、学会はもちろん、どこもまともに取り合ってはくれなかった。そんな中、唯一きちんと話を聞いてくれて、研究のための支援をしてくれたのがキューブガルダ社だった。

　特に社長の古ふる掛かけ光みつ彦ひこ氏は「この研究は、完成すれば人類が抱えているいくつもの問題を解決してくれる夢の技術になるだろう。だからこそ、この技術が最初に形になるとしたら、子どもたちを笑顔にするゲームがいいと思う」と、そう言ってくれた。その思想に我々も共感し、彼との出会いに感謝したものだった。』

「ちょっと待って。義よし弥や君、今、古掛って──」

　杏奈が言った。

「ああ。キューブガルダは光こう一いち郎ろうの親父おやじが社長をやっているゲームメーカーで、光彦ってのは確か光一郎のお祖じ父いさんだったはずだ。ちなみに、俺の好きなドルクエシリーズを手がけている会社な」

「じゃあ……」

「杏奈の両親が失踪したのが七年前、その当時は光一郎の祖父さんが社長で、親父さんが副社長だった、ってことだろうな。確か、光一郎の祖父さんが死んだのはドルクエ５が発売された三年前だったはずだし」

「だとすると、最初に出てきた副社長っていうのは、古掛君のお父さん──？」

「その可能性が極めて高いな」

「よくわかりませんけど、ヨシュア様がご存じの背景や事情が、その手記の内容と合致している、ってことですの？」

「そういうことだな。俺が知ってる知識なんか、聞きかじりもいいところだが」

　しかも、主な情報ソースは光こう一いち郎ろうだ。まさか学校で馬鹿話をしていた頃から、この事態のために噓うそをついていたということはないと思うが、信用ならない気がするのも確かだ。

「……まあ、結論は、最後まで読んでからにしようぜ」

「そうね」

『やがて私たちの研究は実を結び、バーチャルリアリティを超えたリアリティ・ゲームとして、家でゲーム機の電源を入れてスタートボタンを押せば、このゲームガルドに転移して冒険ができるというシステムも完成が見えてきた。

　街の人などのＮＰＣには従業員を配置して、半テーマパークのように運営する箱庭の世界で、ユーザーには極力安全に、しかしリアルな冒険を楽しんでもらう。そんな画期的なゲームができあがるはずだった。』

　自主的に、俺は朗読を中断して一息ついた。

「ようやくゲーム会社勤務ってのが結びついたな」

「ええ……。そう考えると、クエストに漢字の問題が出題された理由もわかるわね」

「だな。そもそも想定されてたユーザーが日本人のゲーマーなんだから」

「もしかしたら、ダンジョン内の監視も、テーマパークの安全対策だったのかもしれないわね」

「ああ、確かに。逆に、街では監視されてないのはプライバシー保護のためか」

「そうね。テーマパークのような構想なら、ここで何泊かするような遊び方も想定されていたはずだもの」

「あの……」

　とダリルが手を挙げた。

「ぷらいばしーってなんですか……？」

「あー、この世界、個人よりパーティを優先させるところがあるからなあ」

「プライバシーというのは、他人の干渉を許さない、個人の生活上の権利のことよ。誰かに見られる、というのも干渉に該がい当とうするの」

「俺たちの世界では、誰かのプライバシーを侵害することはやっちゃダメなこととして規則ができてるんだよ」

　説明されても、シェリスもティーナもダリルもピンと来ていないようだった。まあ、無理もないか。

　なお、ネアは最初から理解する気がない模様。

「しかし、もはやゲームって規模じゃないな」

　いかに安全に気を遣うとは言え、冒険には痛いことも辛つらいこともたくさんある。

「果たして、ゲーム好きがこのリアリティゲームに興味を示すかな……？」

　俺の場合は、目が見えない妹の真ま理り亜あが楽しめないゲームは除外して考えるから少し特殊だとは思うが。

「でも、ほら、オモチャの銃を持って撃ち合う遊びをする人たちもいるんでしょう？」

　少し考えて、杏あん奈なが言いたいのはいわゆるサバイバルゲームのことなのだと気がついた。

「ああ、なるほど。少しターゲット層が違う気はするけど」

「でも、そうまでして冒険をちてみたいと願うヨシュア様たちの世界の人たちは、少し不思議ですわね」

「確かに。安全に街を発展させられて、平和に暮らせるなら、それはそれでいいことだと思う」

「ですよね……」

「世界の仕組みが全然違うからな。それに、杏奈の両親たちが思い描いていた冒険ゲームは、今のゲームガルドとはかなりかけ離れていると思う」

「そうでしょうね。それに、モンスターもいなくて冒険が必要ない世界だからって、必ずしも平和なだけではないのよ？」

「さすが異世界、よくわからない」

「ですわね……」

　きっと、何もかもが上う手まくいって、誰もが幸せに暮らせる楽園なんて存在しないんだろうな。俺たちの学歴主体の国でも、冒険が主体のゲームガルドでも、経済的な格差や幸不幸の差は確実に存在しているのだ。

「アンニャー、お茶にハチミツ入れてー」

「はいはい、ちょっと待ってね」

　杏奈がネアのために甘いお茶を作ってあげるのを待って、俺は朗読を再開した。

『しかし、この世界で習得した魔法やスキルが日本でも使用できてしまう、ということが判明して、事態は一変した。

　この事象に一番興味を示したのは、副社長の古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろ氏だった。』

　このあとに書いてあったことを要約すると、古掛光比呂──光こう一いち郎ろうの親父おやじは、魔法やスキルを日本に持ち出すことに固こ執しつしたのだという。

　そのことに危機感を抱いた杏奈の両親だったが、先手を打たれて、時間の流れ方について実験しているときに日本とのリンクを断たれ、ゲームガルドに幽ゆう閉へいされてしまったのだそうだ。

『その後、この世界に取り残された私たちに、日本でどのようなことが起きたのかはわからない。だが、我々をこの世界に幽閉するような強硬手段に出た以上、ろくなことになっていないのだろう。』

　そこまで一気に読んで、俺は手帳から顔を上げた。

「おそらく、この件が始祖降臨の瞬間だな」

「ですわね」

「このミツヒロとかいうヤツは酷ひどすぎる」

「同感です……！」

「つまり、私たちが倒さなくてはいけない黒幕は、この古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろという人なのね」

　杏あん奈なは静かな口調で言ったが、黒いオーラが出始めている。

　杏奈の両親の仇かたき。

　有あり瀬せさんを陥おとしいれた黒幕。

　そして、世界を滅ぼそうとする災さい厄やく。

　杏奈ほどでなくても、俺にだって恨みに思う気持ちはある。

　そういう気持ちは、下手をすれば焦りや力みを生みかねない。注意しなければ。

　だが、倒すべき敵の素す性じようが明確になったのは大きい。何をすればいいのかがわかれば、そこへ向かって歩き出すことができる。作戦だって立てられる。

「とにかく、先を読むぞ」

『彼は幾度となく我々にコンタクトを取ってきた。この世界を都合のいいように変えたがったのだ。しかし、この世界の重要な設定を変更するには、私と妻しか知らない「管理者キー」とも言うべき三二桁けたの英数字からなるコードが必要だ。彼を警戒した私たちは、念のためにこのコードの入力を三度間違えると永久にアクセスが不可能になるようにして、すべてのメモを破棄し、確認用にコードをたった一つ、ある場所に隠しておいた。

　その「管理者キー」を教えろ、と彼は何度も取引を提案してきた。管理者コードを教えれば日本とのリンクを戻し、私たちを解放する、と。

　日本に帰りたいのは山々だったが、取引に応じるわけにはいかなかった。もはや、彼がこの世界を私利私欲のために使おうとしていることは明らかだったからだ。』

　──そうか。

　ここまで読んで、気付いた。

「わかったぞ……。杏奈は誘拐されたんだ」

　呟つぶやいた俺の言葉に、全員が首を傾かしげた。

　……ネアも一緒に首を傾げてたけど、お前、ホントに意味わかって首傾げたのか？

「俺がこの世界に喚よばれたのは、間違いなくクエストを解かせるためだ。リセットボタンである塔に到達するのが黒幕の目的である以上、一〇〇年の停滞を打破できそうな人間を投入したかった。俺のゲーム好きは光こう一いち郎ろうも知っていたんだから、選ばれたとしても不思議はない。でも、杏奈はどうしてだろう？」

「それは、ヨシュア様が魔法もスキルも使えないからじゃありませんの？」

「確かに、そう考えたくなるよな。でも、俺たちの世界にいるうちは、俺がそんな特殊な体質だってわかるはずがないんだよ。俺たちの世界には魔法もスキルもないし、そんなの、判断のしようがないはずなんだ」

「確かに」

　ティーナがハムとチーズのサンドイッチを食べながらうなずいた。

「じゃあ、杏あん奈なをこの世界に送り込こんだ黒幕の目的は何か、ってことになる。杏奈がスキルと魔法に天才的な才能を持ってるってことも、こっちに来てみなきゃわかんないわけだしな」

「それはわかりますけど……でも、それがどうして誘拐につながりますの？」

「黒幕の目的から考えてみると、それが一番しっくりくるんだ。俺が塔への到達のためなら、杏奈はリセットのために必要なもう一つの要素を手中に収めるため、と考えた方が筋が通るだろ？　何しろ、管理者キーで世界を好きなようにできなくした張本人の娘なんだから。おそらく、黒幕は杏奈の家族に、遺品を全部渡せとか、そんな交渉をしているはずだ。杏奈を人質にしてね」

「……卑劣ですわ！」

「アンナ殿の親のことも含めて、クズすぎる」

「まったくです……！　その上、世界まで滅ぼそうなんて、許せません……！」

「みゃう！」

　ネアまでが強くうなずいた。ここまでの話をわかっているわけではないだろうけど、ネアはネアで、杏奈から両親を奪った敵に対して怒りを燃やしているようだった。

「でも、もしヨシュアさんの推理が正しいとしたら、もう黒幕は管理者キーを手に入れてしまっているかも……」

　一転、不安げにダリルが言った。

「いや、たぶん大丈夫だと思う」

「そうね」

　俺の意図を酌くんだのだろう、杏奈がうなずいて、腰からロケットペンダントを外してテーブルの上でそれを開けた。

　中から出てきたのは、紙で丁寧に包まれた、小さなプラスチック片。

「これは、両親の形見よ」

「あ！　そういえば、ネアちゃんが誘拐されたとき、アンナ様のロケットを渡せって要求されまちたわよね！」

「ああ。それはつまり、まだ黒幕が管理者キーを手に入れていない証拠だ。もしかしたら、杏奈が持っているこれの中に隠されているかもしれない、と思ったんだろう。このメモリーカードは、俺たちの世界の記録媒体だ。三二桁けたの数字の羅ら列れつくらい、余裕で記録しておける」

「じゃあ、これを壊してしまえば、リセットはできなくなる」

「あ、確かに、そうですね……！」

「いやいや、待て。まず、確証がない。こっちの世界じゃ中身の確認もできないからな。それに、形見なんだぞ？　大事なものだ」

　確かに、と全員がため息をついた。

「まあ、いざとなったら黒幕をおびき出す餌えさにも使えるかもしれないし、そう結論を急ぐべきじゃない。壊すことならいつでもできるんだから」

「少なくとも、最後まで読んでから考えましょう？」

　言いながら、杏あん奈なはメモリーカードを紙に包んで、ロケットの中に仕し舞まった。

「同感だ。それに、実はもう一つ、大きな情報が出てきた。リセット以外でも、ヤツらは肝心な設定の変更は行えない」

「確かに、そう書いてありまちたわね」

「ここまで出てきたテーマパークの話なんかを総合すると、案外、敵さんの介入には色々制限があるのかもしれないな」

「でも、墳ふん墓ぼではアリーゼ・カナートの幽霊に介入を仕掛けてきた。もし誰にでも介入できるのなら、脅きよう威いと言わざるを得ない」

「いや、それは大丈夫だろう。人間相手にそんな無む茶ちやを可能にする機能、杏奈の両親がつけるはずはない。おそらく、あれは対モンスターの安全対策だ。きっちり監視して、万が一、お客さんが危険にさらされたとき、救助が行くまでの時間を介入で稼ぐ。そういうシステムだと考えれば、辻つじ褄つまは合う」

「なるほど……。案外、今、敵にできることって、テーマパークの従業員に与えられてる程度の権限なのかもしれないわね。安全のために監視するとか、アトラクションを緊急停止させる、みたいな」

「実際、テーマパークみたいなものを作ろうとしてたわけだしな」

「でも、そのてーまぱーくっていうのはあたしたちにはよくわかりませんけど、昨日は学院の地下をダンジョン化してましたよ……？」

「今になって考えれば、あれも怪しさ満点だ。案外、半分くらいはブラフなんじゃないのか？　好き勝手にダンジョン化できるなら、とっくに街中ダンジョン扱いにして盤ばん石じやくの監視網を敷いているはずだ」

「私も同感だわ。きっと、未分類だったあの場所を分類しただけなんじゃないかしら。下手をすれば、世界が自動的に分類しただけなのかもしれないわよ」

「ずる賢いヤツらですわね」

「まったくな」

　しかし、悪くない手だとは思う。俺が光こう一いち郎ろうの立場でも、そうするかもしれない。何しろ、言うだけならタダなのだ。何も損はない。

「なんだか、戦えそうな気がちてきましたわね！」

「相手がなんでもありの万能じゃないとわかっただけで、少し気は楽になった」

「それでも、強敵には違いないですよう……」

　まったくだ。

「じゃあ、続きな」

『君がこの世界に来たとき、どんな世界になっているのか、正直私には想像がつかない。おそらく、この世界ではとても長い時間が流れてしまっていることだろう。そして、世界の発展のためにはクエストクリアが必ひつ須すである以上、何よりもクエストのクリアが優先されるような世界になっているかもしれない。

　しかし、クエストを解きすぎてはいけない。

　繰り返しになるが、あの塔に近づきすぎてはいけない。

　あの塔は、この世界のリセットボタンなのだ。

　彼は、この世界を一度リセットして、自分の自由になる世界を作ろうとするだろう。もちろん、リセットには管理者キーが必要だ。だが、管理者キーも、塔への到達も、どちらか一方でも彼の手に渡ってはいけないと私は思っている。

　君やこの世界の住人がクエストを解くことをしなくなれば、彼は動かざるを得なくなるだろう。利益を独ひとり占じめしたい彼は、この件で多くの人間を動かしたがらないはずだ。手て駒ごまはそう多くないと私は見ている。

　この世界に彼を引きずり出すことができれば、勝機はある。

　ただし、その際には彼は間違いなく『創世の聖竜』を持ち出すだろう。彼を打倒するには、これの対策が必須になる。

　創世の聖竜は、万が一の際のユーザー救出用に用意した、強力無比な守護神だ。基本、運営側が救助に使用する前提で、ユーザーと戦うことは想定されていない。

　あれとまともに闘うことを考えてはいけない。なんとか上う手まく立ち回って、創世の聖竜を避ける形で彼を打倒する策を立ててほしい。』

「うう……、なんとかなりそうって思わせておいて、また絶望的な情報が出てきちゃうとか、酷ひどいです……」

　ダリルが泣きそうな顔をした。

　創世の聖竜、か。果たして、どんな化け物なのだろうか。

「でも、確かに、こっちの世界に出てきてもらわないことには始まらないわね」

「だな。そういう意味では、この提案は効果的だと思う」

「まさか、みんなで文句を言っていたクエストクリア禁止令が世界のためには正しいなんて思わなかった」

「ですわね」

　さらに、続きを読む。

『無む茶ちやなお願いであることはわかっている。しかし、君が救世主ならば、魔法もスキルも使えないがゆえに、多くの人に助けられてこの世界で生きてきたはずだ。

　その過程で結ばれた絆きずなは、何ものにも替えがたい武器になる、と私は信じている。自覚はしにくいかもしれないが、救世主はとても強力な職業クラスだ。

　そして、君には何か著しい欠点があるはず。そういう人間が救世主になるよう、我々はあらかじめ設定しておいたのだから。この世界には、能力の補正機構がある。なるべくすべてのプレイヤーが同じ条件で楽しめるように組み上げたシステムだ。

　大きなマイナスの能力値を持つ者は、別の能力がマイナス分だけ上乗せされる。この仕組みは、君にも適用されているはずだ。君の救世主としての能力は、補正によって劇的に引き上げられているだろう。

　こちらが設定したすべての条件を満たしており、かつ、ここまでたどり着いた君なら、きっと成し遂げられると信じている。

　救世主は、そのためのクラスなのだから。

　勝手ばかり言ってすまないが、この世界を、よろしく頼む。』

「これで、ヨシュア様が間違いなく救世主であることがハッキリしまちたわね」

　魔法もスキルも使えないのが救世主、って明言されちゃったしな。

「まさか、本当に運の悪さまで必要な条件だったとは」

「違うだろ。たまたま俺は運が悪かったけど、何か一個弱点があればいいってだけだろ」

「でも、不思議な話ね。弱点を持っている方が、強くなるなんて」

「本当ですわね」

「まったく同感」

「そう言うシェリスとティーナも、補正機構の恩おん恵けいを受けてると思うんだが」

　あの怪力や超魔力は、扱いにくいところはあるにしても、俺たちのパーティの中核を担っているのだから。

「でも、救世主って、どう強力なんでしょう……？」

　俺は「さあな」と肩をすくめた。

「できればその説明や、その強力さを活いかすための戦術なんかも指南してほしかったところだが」

　しかし、そのあとのページで、

『最後に。

　もし、無事に日本に帰れたのなら、残してきてしまった二人の娘に伝えてもらえないだろうか。

　一緒にいられなくてすまない、でも、お父さんとお母さんはお前たちを死ぬ間際まで変わらず愛していた、と。

　今の時間設定なら、ここで千年や二千年が経たってしまっても、娘たちはまだ生きているはずだから。

　お願いばかりで申し訳ないが、これを読んでいる君が、日本に帰れることを心から祈っている。──柚ゆ比び坂さか奈な津つ雄お、瑠る美み』

　と結ばれている。

　その後に続くのは、昨日も読んだ、歴代の救世主たちの書き込こみだ。

　この手記から黒幕にバレて対策を取られることを恐れたのだろうか。

　それとも、そのくらい自分でなんとか知ることができないようなら、勝ち目などないということだろうか。

「ま、わからないことはこれから考えるさ。とにかく──」

　俺は、残り少なくなったサンドイッチの山からツナマヨネーズを挟はさんだものを一つひょいと取って急いで食べ、

「リセットのことだけでも、ゲームガルドの全員にきちんと伝えないとな」

　と言って手帳を閉じた。

　ゲームガルドの評議会や、かなり上層部にまで、黒幕の手は及およんでいる。少なくとも、俺はそう思っている。だとすれば、この情報は握りつぶされる前に、証拠が俺たちの手にあるうちに、公開してしまうべきだ。

「でも、どうやって？」

　ティーナが首を傾かしげた。

「あ、コルネさんにお願いして、テレビで呼びかければいいんじゃありませんの？」

「うーん、それも手ではあるけど、まだテレビは全家庭に行き渡ってるわけじゃないしなあ。むしろ、文章で伝わる新聞の方がいいかも」

「こんなに大きな話なら、どこの新聞社もすぐに号外を出してくれるんじゃないでしょうか……？」

「それがよさそうね。義よし弥や君、手帳を貸してくれる？　それほどの文章量でもないし、今、パパッとゲームガルドの言葉に翻ほん訳やくしてしまうわ。その間に、みんなは義弥君の──救世主の名前を出して、全部の新聞社に連絡を取って」

「了解ですわ」

「わかった」

「ええと……はい……！」

　シェリスとティーナとダリルが、即、席を立って行動を開始した。

「ネアは？　ネアもお手伝いする！」

「じゃあ、ネアは朝ご飯で使ったお皿やみんなのティーカップを厨ちゆう房ぼうに運んでくれ」

「みゃう！」

　ネアも、俺の指示に従って、朝食の後片付けをし始めた。

「ねえ、義よし弥や君は、リセットボタンや他にわかりにくそうな言葉の注釈を書いてくれないかしら。あ、私たちの世界とゲームガルドの時間の流れが違うことも別に説明した方がいいかもしれないわね」

「ああ、わかった。とにかく、紙とペンを持ってくる。……けど、大丈夫か？」

　俺たちは『言こと霊だまの首飾り』を身に着けていれば、手帳を書き写すだけで翻ほん訳やくの作業になる。けれど、それはつまり、両親の死に真っ正面から向き合うということでもある。

「ええ。いつまでもメソメソしてはいられないし、今は何かをやっている方が楽だわ」

「……」

　さすがに、そう簡単には吹っ切れないよな……。

「無理はするなよ」

　そう言いながら、手帳を杏あん奈なに手渡した。

「わかってるわよ。しんどいときは、仲間に甘えろって言うんでしょ？」

　杏奈が笑ってみせる。

　まったく、杏奈の鉄壁の仮面には感服するばかりだよ。
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「あら、おはよう」

　学院の廊下で出会った委員長たちに、杏奈が声をかけた。

　委員長たち三人が振り返る。

「イルザ戦では絶不調だったようで心配したが、もう大丈夫そうだな」

「ええ。少なくとも、あのとき抱えていた問題は、ね」

　意味深に、杏奈が微笑ほほえむ。

「うん？　すると、何か別の問題でも？」

　委員長が首を傾かしげた。

「ちょっと、姐ねえさん」

　その委員長を、レーナが肘ひじでつついた。

「これ、来るときもらったじゃん」

　レーナが示したのは、冒険者日報という名の新聞の、号外だった。他の新聞社も、すでにあちこちで号外を配っているらしい。まったく、なんという仕事の速さだろう。

「それがどうかしたか？　確かに、救世主殿らしい大発見だが」

　レーナとサリナが、やれやれ、とため息をついた。

「号外、ちゃんと読んでいないのです？」

「うむ、あとで読もうと思って、受け取ったときにはざっとしか」

「ほら、姐ねえさん、ここにある始祖様の名前」

「ナツオ・ユビサカ、ルミ・ユビサカ……。ん？　ユビサカ？」

　委員長が杏あん奈なを見やった。

「手記の内容のあと、最後にバッチリ書いてあるのです」

　サリナが示した号外には、

『なお、救世主パーティ（仮）のメンバーによると、手帳の持ち主であり始祖と目されるお二人は、ラーメンの仕掛け人である同パーティのアンナ・ユビサカ嬢の実の両親である、との情報もあり、今後その情報の真しん偽ぎも含めて、しっかり取材していく所存である。』

　とも書かれていた。

　連絡を入れた誰かがそんなことまで喋しやべったらしい。

「つまり、アンナさんのご両親が亡くなっている、ということが判明したということでもあるのです」

「なるほど……。それは、なんというか、ご愁しゆう傷しよう様だった」

「いいえ、気にしないで。それより、問題なのはリセットボタンの方よ」

「ふむ。世界滅亡の危機、か。にわかには信じがたい話だが……」

　委員長が腕を組んで、難しい顔をする。

　と、そこへ、

「ああ、ここにいたのか」

　と、レッドドラゴンの教頭先生が俺たちを見つけて歩み寄ってきた。

「悪いが、一緒に来てくれないか。昨日発見された始祖様の手記のことで話を聞きたいとお偉方が来ているのだ」

「わかりました」

　昨日、救助されたあとにざっくりと報告をした時点で、そういう展開になることは予測していた。

「じゃあ、そういうわけだから」

「うむ、またあとでな」

　委員長たちと別れて、俺たちは教頭先生と一緒に、学院長室へと向かったのだった。
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　学院長室には、学院長の他に、いかにも気難しそうな年配のドワーフと、対照的に好こう々こう爺や然とした人間の男性、そして身なりにまったく無む頓とん着ちやくで髪もボサボサのエルフの青年が待っていた。

「誰？」

　と首を傾かしげたネアが、年配のドワーフにじろりと睨にらまれて、杏あん奈なの後ろに隠れた。

「お呼び立てして申し訳ありませんね、ヨシュアさん。こちら、評議会や研究機関を代表していらっしゃった皆さんです」

　学院長が、室内にいた人々をそう紹介した。

「あ、どうも」

　そう言って頭を下げるなり、年配のドワーフに、

「朝一番で困ったことをしてくれたな」

　と睨まれた。

「なんのことです？」

　目を逸そらしつつ、すっとぼける。

「これのことに決まっておるだろうが！」

　年配のドワーフは、何枚もの号外を広げた応接用のテーブルをダン！　と叩たたいた。

　ネアが杏奈の脚にしがみついて、ビクッと身体からだを震ふるわせた。

「大声を出さないでください。小さい女の子もいるんですから」

　杏奈はネアの肩を抱いて抗議した。

「何を……！」

　年配のドワーフは声を荒らげかけたが、人間の好こう々こう爺やに「まあまあ」となだめられて言葉を吞のみ込こんだ。

「でも、別に禁止された覚えはありませんよ。冒険中に手に入れたものは冒険者に所有権があるんですよね？　情報だってそうでしょ？　それを売ろうがタダでばらまこうが、それは俺たちの自由じゃないんですか？」

「あっはっは！　それはその通りだ！」

　エルフの青年が、面白そうに笑った。

「しかしだな……！」

　なおも不満そうなドワーフの肩を叩いて、好々爺が制する。

「始祖が残した手記ともなれば、歴史的にも学術的にも貴重な資料じゃよ。それを独占せず、しかもワシらには読めない異世界の言葉で書かれている内容までこうして訳してくれたのじゃから、多少のことは目をつぶらねばなりますまいて」

「それはそうだが、卿けいは甘すぎる。こんな情報をいきなり知らされれば、パニックにだってなりかねんわい」

「ボクとしては、そんなことはどうでもいいな」

　エルフの青年が言う。

「それより、本物を見せてほしいんだけど。原文も見てみたい」

「すみませんが、それは今はお断りします。昨日の時点で、手記を奪おうとする敵が襲撃してきたりしたので、気軽に誰かに渡すことはできません。でも、原文を見たいなら、あとで全ページを写真に撮るなりして差し上げますので」

「それは残念」

　あっさりと、エルフの青年は引き下がった。

「じゃあ、あとでその手記をボクら研究機関が調べるためにはどうしたらいいのか、安全対策を話し合わなきゃね。あと、原文の写真は是ぜ非ひともよろしく」

「そんなことはいい。それよりも、さっさと本題に入るぞ」

　不機嫌そうに、ドワーフが言う。

「でも、内容は号外で先に知ることができたじゃないですか。本題ってそれでしょ？」

　エルフ青年の言葉に、ますますドワーフの眉み間けんの皺しわが深くなる。

「アンニャ、内にやい容ようって何にやに？」

「昨日見つけた手帳に何が書いてあるのかってことよ」

「何にやにが書いてあるの？」

「ええと……あるとき、私の両親が仲間たちとこの世界を作りました。

　しかし、そのためのお金を出していた人の一人が裏切り、私の両親たちや逆らう人を時間の流れが違うこの世界に閉じ込こめて世界を牛ぎゆう耳じってしまいました。言うことを聞かない人たちは、次々この世界に閉じ込められてしまいます。それが、歴代の救世主たちです。

　裏切り者は、この世界を自分の都合のいい世界に作り替えるために滅ぼそうとするかもしれません。

　この世界に閉じ込められた私の両親や救世主たちは、裏切り者に対抗するために、長い時間をかけて冒険者を育てる学院を作り、魔法やスキルを磨みがいて、裏切り者を打ち倒せる真なる救世主が来るのを待ちました。その真なる救世主が義よし弥や君なのです」

　昔話風に、杏あん奈ながネアに手記の中身を説明しているのを尻目に、

「まず、問題は手記の真しん偽ぎ、そして内容の信しん憑ぴよう性せいじゃな」

　ドワーフがそう言って、好こう々こう爺やも学院長も大きくうなずいた。

「ですよね」

　俺は手記が本物であると確信しているが、そこが論点になることについては認めないわけにはいかなかった。

「今後、研究や検証は必要だと思います。でも、この手記の記述が本当である可能性が否定されない限り、この世界は滅びの危機にさらされている、ってことになります。だとしたら、それに対してどう対応するのか、ってことを決めなきゃいけません」

「言われるまでもないわい」

　ドワーフがふん、と鼻息を荒くして答えた。

「とにかく、俺たちが考えるべきことは、創造主を謀たばかってこの世界に干渉する権限を手に入れた裏切り者に、リセットボタンを押す二つの条件を渡さないことです。まず、たった今、この瞬間から、クエストクリア禁止令を復活させるべきです」

　俺の言葉に、ドワーフはもちろん、好こう々こう爺やまでもが渋しぶい顔をした。

「それに対しては、君らが散々不平を言っていたのではないかね？」

「はい。でも、結果としてクエストクリアの禁止は正しい判断でした。なので、謝罪します。俺が間違ってました。申し訳ありません」

　そう言って、俺は深々と頭を下げた。

「しかし、それで学生たちは納得するのかのう？」

　俺が頭を上げるのを待って、好々爺が言う。

「あのときとは状況が違います。世界が滅んで自分が死ぬかもしれない状況では功こう績せきも何もないでしょう。もし渋る学生がいるようなら、俺が説得します」

「でも、その手記が本物である証拠がない以上、クエストクリアを禁止するには根拠が弱い、って反論は出てくるんじゃないかな？」

　エルフの青年が言った。

「でしょうね。なので、それは納得いくまで調べてください。ニセモノだと判明したなら、世界は滅びません。それがハッキリした時点で禁止令を解けばいい。でも、本物である可能性がわずかでも残っているのなら、慎しん重ちよう策を取るべきです。世界が滅ぶときは、この世界の住人全員が死ぬときなんですから」

「だが、すぐ禁止というのは、いささか難しいのではないかのう」

「うむ、各方面からの突き上げは、間違いなくある」

　ドワーフと好々爺は渋い顔をした。

　が、俺は首を横に振った。

「そんなことを言ってる場合ですか。俺たちには、あと何回クエストを解いたら塔に到達するのかを知る手段がありません。もしかしたら、あと一回で到達するかもしれない。一気に塔まで壁が移動するかもしれない。そうではないと誰も保証できないでしょう？　だから、今からやるしかないんです」

　強く、そう言った。

　渋い顔の二人が黙り込こむ。

　そんな中で、学院長が手を挙げた。

「ヨシュアさん、塔以外のもう一つ、管理者キーというのはどうなのですか？　それの所在については、わかっているのですか？」

　さて、どう答えたものか。

　少し考えて、

「ある程度ですが、見当は付いています。でも、確証はありませんし、確かめる術すべもありません」

　俺は正直にそう言った。

「それについては、世界の存亡に関かかわることですし、別にきちんと話し合う場を設けるべきだと思います。学院のセキュリティを疑うわけではありませんけど、黒幕が喉のどから手が出るほど欲しがっている情報でしょうし」

「確かに、それはあとで協議するとしても、だ。クエストクリアを禁止するにしても、ずっとというわけにもいかん。クエストを解かずして街の発展はない」

　渋しぶい顔のまま、ドワーフが言った。

「俺もそう思います」

「では、救世主殿はどうせよというのだ」

「災さい厄やくの根幹を──この手記に出てくるミツヒロ・フルカケという男を倒します」

　ドワーフと好こう々こう爺やが、顔を見合わせた。

「できるのかね？」

「できなければ、世界が滅びます。やるしかないんです」

「それはそうかもしれんが……」

　再度、ドワーフと好々爺が顔を見合わせた。

「はいはい、とにかく、ボクらはなるべく早く手記の真しん贋がんを調べますよ。評議会のセンセイ方は、それが終わるまでクエストクリア禁止令をまた出してください。調べ終わる前に世界がなくなっちゃうなんて、ボクはまっぴらゴメンですからね。救世主様も、言ったからにはキッチリ世界を救ってね。協力はするからさ」

　エルフの青年はそう言ってドアへと向かった。

「じゃあ、ボクは手記を調べるための準備を始めますんで。心配なら、救世主様たちも立ち会ってください。日程とかは言ってくれれば最優先で調整しますから」

　手をヒラヒラさせながら、エルフ青年は学院長室から出て行った。

「彼の言う通りですね」

　学院長もうなずいて、

「では、この場はこれにて解散といたしましょう」

　そう締めくくった。
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　年配のドワーフと、人間の好こう々こう爺やの退室を見届けて、

「ふー」

　と一息。あんなお偉いさんの前で話をするとか、緊張するったらない。

「ネアも、ちゃんと大人しくしててくれてありがとうな」

　杏あん奈なに頭を撫なでてもらって上機嫌のネアにそう声をかけると、シェリスとティーナとダリルが苦笑いをしていた。

「あれ？　大人しくしてなかったのか……？」

「ええと、騒さわがしくはちてなかったですけど……わたくちの髪の毛を引っ張ったり」

「私のマントにくるまったりもしていた」

「あたしも、尻尾しつぽにじゃれつかれて声が出そうになりました……」

　あー。まあ、ネアにはやっぱ退屈だったか。その程度で抑えてくれたと思うべきなのかどうか。

「ごめんなさいね。何度も注意したんだけれど」

「いえいえ、アンナ様のせいでは」

「退屈なのもわかるから、しょうがない」

「ですね……」

「みゃう？」

　当のネアは、不思議そうに首を傾かしげている。

「なんかすまん」

　俺も、苦笑いで三人に頭を下げた。

　と、そんな様子に微笑ほほえみながら、

「皆さん、お疲れ様でした」

　学院長がそう言って俺たちを労ねぎらってくれた。

「学院長こそ」

　俺と杏奈は、いや、シェリスたちも、学院長に頭を下げた。ワンテンポ遅れて、俺たちの行動を見たネアも、俺たちに倣ってぎこちなく頭を下げる。

「あ、そうだ。学院長、これを。大まかな報告は昨日救助されたあとにしましたけど、崩ほう落らくのあとにあったことをまとめておきました」

　俺は、そう言って『冒険の書』を差し出した。俺は日記のように使っている『冒険の書』だが、こいつは報告書の役割も兼ねている。パーティのリーダーが日々の活動を記録し、定期的に提出して、そのパーティの活動を学院や評議会がチェックするのだ。

「はい。では、お預かりします。いつも通り、明日の始業前にはお返ししますね」

　たいてい、提出した『冒険の書』は翌朝には返ってくる。他のパーティの提出頻ひん度どや受け取りの方法はよく知らないが、それら全部に目を通しているのだとしたら、そりゃ学院長は忙しいわけだよな。

　まあ、俺たちは異世界から来ていたり、クエストを解いたりしてる手前、他のパーティよりは提出頻ひん度どが高いのかもしれないけどな。

　ともかく、クエストクリアの記載の確認はもちろん、街で請うけ負おったプチクエストの結果も、依頼人からクリア証明のサインとかを書いてもらって、それで功こう績せきを集計したりしているのだとか。武ぶ闘とう典てん礼れいのエントリーの決め手になるランキングとかも、そうして各パーティの活動から功績を割り出して集計されるというわけだ。

『冒険の書』を通して、学院長や評議会の偉い人たちは冒険者の活動を隅すみ々ずみまで把は握あくしているのだ。

「それはそうと、わたくしが思っていた以上に、衝撃的な内容でした。世界がなかったことになるとか、始祖がアンナさんのご両親だったとか」

　テーブルに並べられたままの号外を見やって、学院長が言った。

「わかります」

　俺たちも、同じかそれ以上の衝撃を昨日受けている。

　そして、学院長は深くため息をついた。

「今後どうするかはさておき、わたくしはお二人に謝らなければなりませんね」

「はい？」

　俺と杏あん奈なは、学院長の言葉に首を傾かしげる。

「わたくしはあなたたちに、帰るためにはあの塔にたどり着くことだ、と言いました。知らなかったとはいえ、あなたたちを騙だますような形になってしまい、しかも、帰る手段も現状ではわからないと言わざるを得ません」

「ああ、そういう……。でも、別にそれは学院長が悪いわけじゃありませんから」

　やんわりと、杏奈が微笑ほほえんで答えた。

「そうですよ。それに、たぶん、その辺の色んな問題は、『敵』をとっちめればほとんどは解決すると思いますし。きっと、帰る方法だって聞き出せますよ」

「でも」

「そんなことより、今は世界の危機を回避するのが先決です。死んだら帰るどころじゃないし、何より俺はまだ死にたくないです。仲間たちが死ぬのも死ぬほどイヤですし」

　学院長はくすりと笑って、

「そうですね。ヨシュアさんの言う通りです」

　そう言って深くうなずいた。

　と、そんな話をしていると、ドアがノックされた。

　返事も待たずにドアが開いて、委員長を先頭に、見知った学生たちが雁がん首くびを揃そろえていた。まるでネアのことで屋敷に踏み込こんできたときみたいだが、あのときほど強引でもなければ威圧感も感じない。

「お話は終わりましたでしょうか？」

　委員長の問いに、学院長は「ええ」とうなずいた。

「では、救世主殿。みんなも、行こう」

「行こうって、どこへ？」

「何を言っているのだ」

　呆あきれ顔がおで、委員長は肩をすくめた。

「まだ学院祭は終わっていない。今日からは初の試み、学生主導で色々やろうと決めた期間に入るんだぞ？」

「言い出したあんたたちにまず見てもらいたいってクラスがいっぱいあるのよ。あ、あたしは別にどうでもいいけど」

　つんとそっぽを向くレーナの脇で、サリナは、

「難しい議論は大人に任せて、とにかく、私たちは今を楽しんでおくべきだと思うのです」

　力強く断言した。

「それ、わたくちも同感ですわ！　危機が迫せまってるからって、暗くなってもいいことなんかありませんものね！」

「確かに。むしろ、来たるべき決戦に備えて、しっかり楽しんで英気を養うべき」

「うむ、ティーナ、いいことを言った！」

「……どうして、委員長さんも皆さんもそんなにお気楽なんですか……？　世界が終わっちゃうかもしれないのに……」

　……たくましいというか、図太いというか。今朝配られた号外をちゃんと読んだのだろうか。

　まあ、約一名はいつものようにネガティブドラゴン少女だが。

　呆れ顔の俺に対し、迎えに来た連中は不敵な笑顔で視線をこちらに向けていた。

　……。

　いや、たぶん、読んだからこそ、なんだろうな。さすが、普段から命を張って冒険している連中は肝の据わり方が違う。

「ＯＫ、わかった。さ、みんな、行こうぜ。最強決定戦も延期になって再開がいつになるかわからない状態だし、後半戦は出し物で盛り上がるしかないからな」

　少なくとも、みんなが希望をなくしてダリルみたいに陰いん鬱うつになるよりは、ずっといいもんな。





第二章▼　学院祭・後半




　俺と杏あん奈な（とネア）の救世主組は、特に出し物を何も企画していない。人数が少ないし、武ぶ闘とう典てん礼れいだの始祖の言葉探しだので忙しかったからだ。

　だが、シェリスの戦士組やティーナの魔法使い組はみんなノリノリで出し物の準備をしていたし、ダリルのドラゴン科でも航空ショーをやるのだと息巻いている。

　そんなわけで、三人は「準備があるから」と部屋を出るなり足早に行ってしまって、誘いに来た委員長たちも、

「じゃあ、あとで我々の出し物を見にきてくれ」

　と言い残して行ってしまう。

　要するに、委員長たちは一緒に出し物をやるシェリスやティーナ、ダリルを連れ出しに来た、というのが正確なところなのだった。

　つまり、俺と杏奈にはついでに声をかけただけで、スタッフの一員であるシェリスとティーナとダリルを迎えに来た、ということだったのだろう。

「なんだか慌あわただしいわね」

「まあ、学園祭とか文化祭ってああいう雰ふん囲い気きだよな。なんか無駄に忙しいっていうか」

「それはそうね」

　くすり、と杏奈が小さく笑う。

　と、入れ替わりで、今度は小さな冒険者たちが一〇人くらいでワイワイやって来て、

「ネアちゃん、一緒に高等部のお兄さんやお姉さんたちの出し物を見に行こう！」

　と口々に誘った。

　初等部の子たちか。いやはや、元気がよくて大変よろしい。

　この何日間かですっかり仲良くなったようで、ネアもパッと顔を明るくしたが、直後、迷うように杏奈を見上げた。

　あー、杏奈が泣いてたとか言ってたし、自分がついてなきゃ、とか使命感を持っちゃってるのかなあ。朝ご飯だけでは満足していなかったか。

「よかったわね。さ、お友達と一緒に遊んでらっしゃい」

　杏奈はそう言うが、ネアはまだ迷っているようだ。

　俺は膝ひざをついてネアの目に自分の目線を合わせて、

「大丈夫、俺が一緒にいるから、ネアは行ってきていいぞ」

　と頭を撫なでた。

　そして、ネアを迎えに来た子たちに、

「みんな、今日はいくらお小遣いをもらってきた？」

　と訊きいた。

　元気な口からは色々な答えがあったが、平均すると銀貨一枚──日本の感覚だと、千円札一枚くらいか。

　俺はウエストポーチから銀貨を一枚と、ポーチ内でアイテムを整理するのに──例えば、錠じよう剤ざいの気付け薬を小分けにしたり、冒険中に手に入れた小さなアイテムの保管用──に使っていた布の小袋を一枚取り出し、財布代わりに袋の中に銀貨を入れて、ネアの小さな手に握らせた。

「これ、お小遣いな。好きに使っていいから、これでみんなと遊んでこい。俺たちが買い物してるのは何回も見てるし、お金の使い方はわかるよな？」

「みゃう」

　ネアがうなずく。

「よし。あ、でも、考えなしに使ってなくなっちゃってももうあげないぞ。ちゃんと考えて使えよ？」

　そう言って、俺はネアの背中を初等部の子どもたちに向かってトンと叩たたいて押しやった。

「みんな、ネアをよろしくな。ネア、お昼に、いつもの学食で待ち合わせだぞ」

　それでもネアは何度か迷うように振り返ったが、一番仲がよさそうな女の子の友達に手を引かれ、初等部の子たちと行ってしまった。

「もしかして、また私に気を遣っているのかしら」

「ネアも鋭するどいところがあるからな。やっぱ、お前がまだ完全に吹っ切れてないことを感じ取ってるんだろ」

「私はもう大丈夫よ」

　確かに昨日よりはずいぶんマシだが、俺の目にもそうは見えないけどな。

「俺はそういうことにしておこうって思ってるが、ネアはそうは思えないんだろ」

「もう、子どもが気なんか遣わなくていいのに。あと、あんたのその言い方もちょっとムカつくわ」

　とか言いつつ、ちょっと嬉うれしそうなのな。

「そりゃ申し訳ないな。でも、子どもだって気を遣うってことは、お前が一番知ってるんじゃないのか？」

　養父母に気を遣って、優等生を演じてきたのは誰だったか。

「まあ、だからああやって送り出したわけさ。あいつに今必要なのは、友達と馴な染じんだり、お金の使い方とかを練習することだしな」

「……まるでパパみたいね」

「お前が言うな」

　ま、とにかく、こうして、俺たちは二人で学院祭を回ることになったのだった。
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　まず、やって来たのは、普通科──つまり、人間の戦士組の『アニマルレストラン』だった。シェリスのクラスの出し物だ。

「いらっちゃいませ、ですわ！」

　教室の前で、ネコ耳カチューシャを頭につけたシェリスが元気に出迎えてくれた。うん、この世界の人が作ったにしては、カチューシャの出来は今ひとつだが、無骨な戦士たちが手作りしたんだと思うとそれはそれで味がある。

「やあ、救世主殿、来てくれたか」

　そう言って出てきた委員長は、シェリス同様にウサギ耳のカチューシャをつけている。なんていうか、その、ビキニアーマーにそれって、バニーガールよりアレな気がする。露出度は明らかにビキニアーマーの方が上だし。

「あれ、聖騎士の委員長も戦士組にいるのか」

「それはそうだ。高等部に聖騎士組はないからな。同じ戦士でも大別するとパワー型、テクニカル型、ディフェンス型の三種類スキル系統があって、その中でもディフェンス型スキルを中心に習得した者の進路の一つが防御特化の聖騎士なのさ」

　なるほど、基礎クラスから習得したスキルによってクラスチェンジ先が変わるというわけか。実にＲＰＧ的だ。

　ちなみに、最強決定戦のときにイルザはパワー型、シェリスは意外にもテクニカル型であることが判明している。

　あのときは意外に感じたが、シェリスがテクニカル型ってのは案外理に適かなってる気はする。そもそも、これ以上強化する必要ないもんな、パワーに関して言えば。

「まあ、ヨシュア様！　わたくしを追いかけてこんなところまで来てくださるなんて、感無量でございますわ……！」

　委員長を押しのけるようにして、クマのような丸い耳をつけたイルザが廊下に出てきた。

　あー、うん、戦士組だもんな、そりゃイルザもいるよな。

「別にイルザを追いかけて来たわけじゃないけどな」

「またそんな意地悪を仰おつしやるんでございますのね」

　そう言いながら、イルザは俺の腕を摑つかんで、教室の中へと引っ張り入れた。パワー型戦士の膂りよ力りよくに抗あらがえるはずもなく、俺はあっさりと教室の中へ。

「一名様ご案内！　でございますわ！」

　そしてそのまま、強引に席に座らされてしまった。

「ちょっと、私もいるんですけど。一名様ってどういうことよ」

　若干苛いらついた顔をしつつ、杏あん奈なも教室に入ってきて、俺と向かい合うように座った。

　案内された……というか、連れ込こまれた教室内は、動物一色だった。あちこちに鹿しかや猪いのししの剝はく製せいが飾られ、壁には見るからに本物の熊くまや虎とらの毛皮が掛けられている。

　……これ、アニマルなんとかというより、猟師の家じゃね？

　確かにアニマルというワードは共通しているが、女の子たちがつけてる作り物のケモノ耳とのギャップが大きすぎるというか、なんだこのちぐはぐ感。

「どうだ、見事に統一されたテーマ性だろう？」

　自信満々に委員長はそう言うのだが、うーん、なんて答えればいいんだ。杏奈も答えに窮して困った笑顔になってるぞ。

「ええと、……ワイルド感はよく出てるよな」

「そ、そうね。すごくワイルドだわ」

　窮した末の答えだったわけだが、どういうわけか委員長を始め、ケモノ耳をつけたウエイトレスの女子学生たちはこぞって嬉うれしそうな顔をしたりガッツポーズをしたり。

　お前ら、それでいいのか。

「料理もコンセプトに沿っているのだぞ」

　そう言う委員長に手渡されたメニューには、

『山鳥の丸焼き……銅貨一枚












　干し肉の盛り合わせ……銅貨二枚

　猪いのししの野草焼き……銅貨二枚

　鹿しかと木の実の炒いためもの……銅貨二枚』

　などなど、やはりワイルド気味な料理名が並んでいた。

「どの料理も、先輩たちから教わり受け継いだ伝統の冒険者料理だ。夜営のときなどにサッと作れて、材料や調味料の現地調達も容易なものが多い」

「もちろん、どの素材もわたくしたちが手ずから狩ったり採ったりしてきたものばかりでございますわ！」

　おいおい、コンセプトがアニマルから猟師になって、今度は冒険者に移行したぞ。

「ずいぶん安いと思ったら、原価がかかっていないからなのね」

　メニューを見ながら、杏あん奈なが苦笑した。確かに、どの料理も一〇〇円程度の価値の銅貨何枚かなのだから、ネアにあげたお小遣いでも腹一杯食べられそうだ。

「それが最大のコンセプトだからな」

　委員長は自信満々にそう言うが……いや、もう何も言うまい。

「でも、これから本格的に冒険に出る初等部の子たちや、もう引退した大人にとっては、この料理はとてもいいかもしれないわね」

　杏奈の言葉に、なるほど、と俺もうなずいた。初等部の子たちはこれからの冒険に思いを馳はせながら、そして大人たちは懐かしき日を思い返しながら、この料理を囲んでお喋しやべりに花を咲かせることだろう。

　ってか実際、そういう客が何組もテーブルに着いている。

「ところで、ご注文はどうなさいますの？　まあ、アンナ様のお料理ほど美お味いちくないかもしれませんけど……」

「そんなこと、気にしなくていいのに」

　杏奈はそう言って微笑ほほえんだが、どうやら気にしているのは言ったシェリスではないらしい。毛皮なんかで仕切られた教室の奥の方からは、

「やだよ、お前作れよ！」

「俺だってごめんだ！　相手はあのラーメンを流は行やらせた料理の達人なんだぞ!?」

「シェリスちゃんの話だと、他の料理も超美味しいっていうものね。夜営のときも、しっかりデザートまで作っちゃうって」

「マジか!?」

「……そんな人が納得する料理なんか作れるわけないわよ……」

「料理人を呼べ！　とか怒鳴られたらどうしよう……」

　そんなヒソヒソ話と呼ぶには大きすぎる声が聞こえてきた。

「お前、超気難しい美食家みたいに思われてるぞ」

「もう、シェリスさん、普段いったいどんなふうに私たちのことを話しているの？」

「わ、わたくちは別に……」

　そんなやりとりに委員長は大笑いしながら、

「まあ、ほとんどの学生にとって、救世主殿たちは雲の上の有名人だからな。色々な逸いつ話わばかりが先行してしまうのも無理はないさ」

「わ、わたくち、誤解を解いてきますわね！」

　シェリスはそう言って、注文も聞かずに奥へと走って行ってしまった。

「アンナ様はそんな怖い人じゃありませんわよっ」

「え、マジ？」

「でも、料理が上う手まい人って味に厳しかったりするんじゃねえの？」

「ヨシュア様もアンナ様も、優ちくて心が広い人たちですわよ！　そんなことで怒ったりしませんわ！」

「そりゃあ、シェリスちゃんは同じパーティだから」

「だよなー」

「そんなこと、関係ありませんわよ！」

「じゃあ、もうこの際だから、シェリスちゃんが作ってよ」

「えっ」

　もう、全部丸聞こえだ。

　っていうか、シェリスにやらせるのはやめとけ。まな板というまな板を細切れにされちまうぞ。

　なんだか笑いがこみ上げてくる。杏あん奈なも笑いを嚙かみ殺ころしていた。

「それにしても、なんだか見違えたわね」

「え？」

「だって、最初は私たちを囲む輪に入ってくることさえできずに、ティーナさんと二人でぽつんとうつむいていたじゃない」

「ああ、まあ、そうだな」

　まあ、それも別にいじめられていたとか、虐しいたげられていたってわけでもないそうだけどな。でも、一定の距離を置かれていたのは事実らしいからなあ。

　あのときのシェリスやティーナの寂しそうな顔を思い返せば、輪の中心にいて、わいわい楽しそうにやっているってのは確かに感慨深いものがある。

「なあ。もう面倒くさいから、お前も一緒に作ってくれば？」

「さすがにそれはどうかしら」

「そりゃまあ、いきなり店の人間に自分に作らせろなんて言ったら無礼だろうけど、こういう場ではいいんじゃないか？　このまま待ってても、料理は出てこないっぽいし」

「それはそうだけど……」

「案外、みんなでワイワイ料理を作るってのも、楽しいかもしれないぜ。なあ、委員長」

「うむ、そうだな。アンナ殿が腕を振るうとなれば、他のお客さんも喜ぶだろう」

　委員長の言葉を合図に、他のテーブルから歓声と拍手が上がった。

　なんか、一気に退ひくに退けなくなってしまったな。

「じゃあ、俺もなんか手伝うよ」

「あら、義よし弥や君は料理なんてできるの？」

「できないけど、皿を運ぶくらいできるだろ」

「そういう人はたいてい邪魔なだけなのよ？」

　冗談めかした言い方で笑いながら、杏あん奈なは椅い子すから腰を上げて毛皮の仕切りへと足を向ける。

「こういうイベントは、何より参加することに意義があるんだよ」

　俺も、立ち上がってその背中を追いかけた。

　まあ、結果として、杏奈がいつもの同じ材料と同じ料理法でも作る人によって雲うん泥でいの差が出ることを証明し、なんか一緒に作るというよりレクチャーになっていたわけだが、感心したり感嘆したりしていた戦士組の人たちも楽しそうだったからよかったんじゃないだろうか。

　そして俺は杏奈の言う通り、いるだけ邪魔な人だった。

　そんなお荷物の俺の袖そでを、シェリスがちょいちょいと引っ張った。

「あの、ヨシュア様」

「ん？」

「わたくちたち、ノリノリでこんな出し物にしちゃいまちたけど、これでよかったんですの……？」

「え？　別にいいんじゃないか？」

「でも、ヨシュア様もアンナ様も、教室に入ったら変な顔してまちたし」

　それでも、シェリスは不安そうな顔で俺を見上げていた。

　もしかしたら、シェリスはシェリスなりに、ずっと故郷に帰れずにいる俺たちに、せめて文化祭の気分だけでも味わわせてくれようとしていたのかもしれない。

「シェリスはさ、楽しかっただろ？　どういう飾り付けにしようとか、どんなメニューがいいとか、役割どうしようかとか、みんなで一個ずつ決めていくの」

「あ、はい。とっても！」

　不安そうだった顔が、パッと笑顔に変わる。

「その笑顔が出るほど楽しかったなら、それで正解だと思うぜ。俺たちの世界の文化祭と比べてどうかなんて、どうだっていいさ。みんなで一緒に目一杯楽しむ、それが一番大事なんだから」

「あ……はい！」

「正直、俺たちの世界の文化祭よりずっと立派だ。俺たちの世界の学生でここまで作り込こめるヤツなんかいないよ。少なくとも、内装は」

　料理に関しては、杏あん奈なが俺たちの世界の人間である以上、どっちが上とか言いづらいけど。ってか、例外だよなあ、杏奈の料理スペックは。

　現に今、お客さんや委員長、イルザも含めた戦士組の面々まで、夢中で杏奈の料理を頰ほお張ばっている。

「あの、……ええと、その」

　シェリスはもじもじしながら、小さな声で、

「……ありがとうございます」

　と言った。

「え、何が？」

「だって、ヨシュア様にパーティに誘って頂かなかったら、ひとりぼっちのままで、こんなふうに楽しい学院祭にはならなかったと思いますもの」

「そりゃお互い様だ。こっちだって、シェリスたちが仲間になってくれなかったら色々困っただろうし」

「委員長たちと組んだら、困ることはなかったはずですわ」

「それを言うなら、シェリスとティーナだって、いずれ今のコンビネーションを思いついていたさ。二人で無理にでも冒険に出ようとしてたんだろ？　だとしたら、必要に迫せまられることになっただろうしな」

「そうでしょうか……？」

「仮定の話をしたってしょうがないだろ。でも、たぶん、何回やり直したって俺はシェリスたちを選ぶと思うぜ」

「ヨシュア様……」

　シェリスがうるっとしたその瞬間。

「そのセリフを独ひとり占じめする権利はシェリスにはないはず」

　と言いながら、メイド服姿のティーナがバサッと仕切りの毛皮をめくった。

「ティーナ!?　ど、どうちてここに……」

「ヨシュア殿とアンナ殿がいつまで経たっても来ないから迎えに来た」

「ちょ、ティーナ！　ヨシュア様は、今はわたくちたちの出し物を楽ちんでいらっしゃいますのよ!?」

「長い。ヨシュア殿の独占はよくない」

「ヨシュア様たちのご意志はどうなりますの!?」

「もちろん、ヨシュア殿とアンナ殿にも、私たちのメイド喫きつ茶さに来てもらえれば、満足してもらえる自信はある」

「いえ、ですから、そういうことではなくて……！」

「とにかく、ヨシュア殿、こっちこっち」

　ティーナは俺の腕を摑つかんでぐいぐいと引っ張った。というか、メイド衣装に包まれた胸を俺の腕にぐいぐいと押しつけた。

「ちょ、お前なあ」

　いや、抗議しつつも、どっちかっていうと気持ちよかったりはするんですけど。

「まあいいじゃない。ティーナさんたちのクラスにも行ってみましょう？」

　料理をし終えて満足したのか、杏あん奈なが言った。言いながら、さりげなくティーナの手を俺の腕から引ひき剝はがしてくれたのは助かったというかもったいなかったというか。が、なぜだろう、一瞬だけど杏奈に黒い方のオーラを感じた気がしたのは。

　というわけで、アニマル（？）レストランと化した教室を出る。

「ところで、なんでシェリスとリムルまで一緒に？」

　廊下を少し行ったところで、ティーナが後ろからついてきている二人に訊きいた。

「お目付役ですわ！　だって、放ほうっておいたら、ティーナが何をちでかすかわかりませんもの！」

「ははは、まあ、アンナ殿がいる以上、そんな大それた真ま似ねはできないと思うがな。私は敵情視察だ。魔法使い組の出し物がどんなふうに仕上がっているのか気になるからな」

　ちなみに、イルザも一緒に来たがったが、いつものようにメイド隊の皆さんに、

「準備では毛皮を破いたり食材をひっくり返したり、クラスメイトの皆さまに御迷惑をおかけしたのですから、せめて開催中は真面目まじめに働いてくださいませ」

　と襟首を摑まれて教室内に連行されて行った。メイド隊の皆さんは、クラスの出し物については手伝ったりはしていないようだったが、というかお客として来ていたようだったが、それでも忙しそうで、なんていうかご苦労様である。

　やがて、ティーナたち魔法使い組の教室が見えてきた。ドアの前には小さな黒板が設置され、おしゃれな感じにお薦めメニューなどが可愛かわいらしい字で書いてあった。

　そして、『メイドカフェ〝ミラージュ〟』と看板が掛けてあった。

　ティーナは自信満々に胸を張って、

「自信をなくさないように」

　とビッグマウスをかましながら、魔法使い組の教室のドアを開けた。

　同時に、俺は目を疑った。

　ドアの向こうにあるはずの教室は、落ち着いた雰ふん囲い気きのティールームへと見事に変へん貌ぼうを遂げていた。

　いや、この世界の傾向として建築物は装飾が多めなので、学院も全体的に豪ごう奢しやではあるのだが、椅い子すやテーブルからして、一目見てもう一段か二段は高級とわかるような品に変わっていた。

　なんていうか、かつての救世主の話を聞きに行ったマリアベルの屋敷のティールームをそのまま持ってきたような……。

「ちょ、どうやったらここまで教室を変えられるのだ!?」

「これ、もう一回教室を壊して、基礎から作り直ちたんじゃありませんの……？」

　うん、俺もそう思った。だって、床や天井、壁の材質からして変えてしまったようにしか見えないから。

　そんな本格的なティールームで、学生たちはみんなメイドや執事の格好をして「お茶のお代わりをお持ちしました」とか言いながら恭うやうやしく客に傅かしずいていた。

　実に静かで、浮ついていない、居心地のよさそうな高級喫きつ茶さ店。これでコーヒーが美お味いしかったら、通いたいくらいだ。コーヒーを傍かたわらに読書をしたり日記を書いたりなんて雰ふん囲い気きがあっていいじゃないか。俺はあんまり本とか読まないけど。

「さあ、どうぞ」

　ティーナに促うながされて、もはや教室とは思えない教室に足を踏み入れる。

　あれ？












　なんだろう。なんだか微妙な違和感が……。

　見れば、杏あん奈なやシェリス、委員長も変な顔をして首を傾かしげている。

　──あ。

　その違和感の正体に気がついたのは、メイドさんに椅い子すを引いてもらって、席に着こうとしたその瞬間だった。

　ふと触れたテーブルの触り心地が、明らかに見た目と違う。どう見ても超高級そうな傷一つないテーブルが、触れた感触はいつも授業で使っている机のそれなのだ。いや、この学院の椅子や机は、それでも俺たちが日本で使っていた学校の机よりずっと良いものではあるのだが。

「幻覚魔法か……！」

　おそらく、机や椅子、壁や床に幻影を重ねるように魔法をかけて、見た目を完全に変えてしまっているのだ。

「さすがヨシュア殿。正解」

「なるほど、それで店名が蜃気楼ミラージユなのね」

　納得顔で、杏奈がうなずいた。

「すると、これはティーナが魔法で……？」

　心底驚いたような顔で、委員長が教室内を見回した。

　が、ティーナは首を横に振った。

「ちょっと違う。確かに、私が中心になって儀式を組み立てたけど、細部の調整や維持はクラスのみんなにたくさんサポートしてもらってる」

「それでも、室内全部を覆おおう幻覚を一日維持するなんて、簡単なことではないだろう」

　委員長の称賛に、ティーナが「えっへん」とふんぞり返る。

「ティーナの幻覚魔法はデメリットなしで超強力だからな」

　よくよく見れば、メイドや執事の格好をした店員たちが、あちこちで客に内装のからくりを説明している。客は客で、この違和感を面白がっているようだった。

「でも、それだってヨシュア殿のおかげで気付くことができた。もし、ヨシュア殿がいなかったら、きっと私はまだ功こう績せきにこだわって攻撃魔法ばっかりのダメ魔法使いだったと思う。こんな魔法の使い方は、考えもしなかったはず」

　そんなことはないと思うけどなあ。

「身の回りをちょっとよく見るだけで、色々なところに魔法は使われている。武器や防具はもちろん、料理にも、洗濯にも、掃除にだって、現代では魔法が使われてる。攻撃魔法なんか魔法のほんの一部に過ぎないのに、あの頃の私は、そんなことさえ見えなくなっていた。それに気付かせてくれたヨシュア殿には感謝してもしきれない。だから──」

　ティーナはちょっとうつむいて、かしこまったように言葉を切った。

　なんだかそんな態度がしおらしく見えて、いつもと違うティーナの雰ふん囲い気きに、一瞬ドキッとしてしまっ……

「だから、ヨシュア殿、結婚して」

　前言撤回。いつものティーナだった。

「もー！　またティーナはそんなこと言って！」

「つーか、なんなんだ。シェリスといいティーナといい、あらたまって、おかげとかなんとか言い出して」

「シェリスがそんな話をしてたみたいだから、負けちゃいけないと思って」

　なんの勝ち負けだよ。

　やれやれ、と思いつつ、何かお茶でも頼もうか、と思った矢先、

「あら、こちらにいらしたのね」

　そう言いながら、銀色のドラゴンの首がにゅっと入り口のドアから覗のぞき込こんできた。

「あんたは確か……」

「ええ。先日お会いしたマリアベル・スタードエルよ」

「ああ、やっぱり。悪いな、俺たちの世界にドラゴンはいないから、ちょっと顔を見分けるのが苦手なんだ」

「気にすることはなくてよ。それより、ちょっと来てくださらない？」

「へ？　どこに？」

「わたくしたちドラゴン科は、これから合同で航空ショーをやるのよ」

「ああ、知ってる。もうそんな時間か」

「ええ。それで、ダリルさんなのだけれど」

「ダリルがどうかちたんですの？」

「ダリルさんは、もう何度か飛んでいるのでしょう？」

「ああ。二回ほど」

　ネアを発見したダンジョンで俺を助けるために一度、そして、誘拐されたネアを助けるために一度。ただし、それ以外は練習と称して屋根から飛び立っては墜つい落らくする日々だ。

　マリアベルはうなずいて、

「そういうことでしたら、と、わたくしは航空ショーのメンバーに推しましたの」

「なるほど」

　以前話を聞いたときも、ドラゴン科の中でもリーダー的存在のマリアベルはドラゴンとしての成長が遅れているダリルを気にかけている、と言っていた。

「でも、結局、練習では一度も飛べなくて、自信をなくしてしまったみたいなのよ」

　もともと、自信とか全然持てない質たちだしなあ、ダリルは。

「それで、飛べたときは毎回、救世主様に飛ぶよう指示をしてもらってる、ってダリルさんが言っていたものですから」

「ふむ……」

　なるほど。確かに、一回目はマグマから吹き上げてくる熱風を翼で受け止めて飛ぶよう指示したし、二回目は作戦の必要上、飛んでくれ、ダリルならできる、と発はつ破ぱをかけた。

「ですから、今回も貴方あなたに声をかけてもらえれば、ダリルさんも自信を取り戻してくれるのではないかと思って」

「そりゃ構わないけど、練習では一度も飛べてないんだろ？　仮に今回飛べたとしても、それで編隊飛行なんてできるのか？」

「編隊飛行のショーの演技構成に関しては、ダリルさんは誰よりも熟知していてよ？　勉強熱心だもの。細かいところは、わたくしたちがサポートしますわ」

　俺はうなずいて、立ち上がった。

「わかった。そういうことなら、協力する。けど、あんまり期待されても困るぜ？　結局、飛ぶのはダリルなんだから」

「もちろん。感謝いたしますわ」

　マリアベルは教室に入ってきて、俺に一礼した。ドラゴンでも優雅に見えるのだから、名家に生まれ育った気品というヤツはすごいもんだ。

「私も行くわ。どうせなら、ドラゴン科の航空ショーも見たいもの」

　杏あん奈なも立ち上がる。

「ええと……わたくちも行きたいですけど、さすがにこれ以上は……」

「そうだな。ただでさえ無む理り矢や理り抜け出してきたのだし、もう戻らなければ」

「私も、魔法の維持をしなければならない以上、ショーを最後まで見られるほど長くは離れられない」

　三人は残念そうな顔をする。文化祭ってそういうもんだよなあ。まあ、委員長はともかく、シェリスとティーナはせっかくクラスのみんなと仲良くやれるようになったのだから、今はパーティの仲間よりそっちを優先するべきだろう。どうせ帰れば一緒なんだし。

　そんなわけで、俺と杏奈はマリアベルに案内されて、ダリルのところへと向かったのだった。





　　　　＊






　航空ショーに出演するドラゴンたちの楽屋には、ドラゴン科の教室が使われていた。俺たちが普段勉強している普通科の教室より、あらゆるものが少し大きめに作られているのは、体格差ゆえか。

　そんな教室の隅で、ダリルは壁の方を向いて膝ひざを抱えていた。もう、周囲の空気さえも変えるほどの重苦しさを、丸まった背中が発している。

「おーい、ダリルー、大丈夫かー？」

　振り返ったダリルは、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「ヨシュアさん……。あたし、無理ですよう……」

「そんな顔すんなって。大丈夫、ダリルならできる。これまでだって、ここぞってときは飛べただろ？」

「でも、練習では一回も……」

「ダリルさんは、屋根から何度も落ちたけれど、ネアちゃんを助けるときにはちゃんと飛べたじゃない。大丈夫よ」

　杏あん奈なの言葉に、ダリルはブンブンと首を横に振った。

「あのときとは違いますよう……」

「違わないよ」

　俺はキッパリとそう言って、ダリルの肩を優しく叩たたいた。

「マリアベルはダリルを信頼してるし、期待もしてる。もちろん、他のドラゴン科の仲間たちもそうだと思う。だから、大役をダリルに任せたんだろ？　仲間のためって意味では、一緒だよ」

「でも……でも……」

「ダリルさん、別に失敗したっていいじゃない。たかがショーよ、失敗して誰かが死ぬわけじゃないんだもの。挑戦もせずにくよくよしてるより、思い切ってチャレンジして失敗する方がよほどかっこいいわよ」

「飛べなかったらカッコよくないですよう……」

「大丈夫」

　俺は、ダリルの腕を摑つかんで引っ張り、強引にダリルを立ち上がらせた。

「ダリルならできる。きっと、ネアも学院のどこかから見てるぜ。ネアにカッコいいところを見せてやらなきゃ」

「ネアちゃんも……」

　ダリルが目を伏せた。

　ネアのため。そう言って、ダリルは二回目の飛行に成功した。

　背中の小さな赤い翼をネアが「かっこいーにゃ！」と言ってくれたから、と。

　少し考え込こんだダリルの目には、すでに前向きな力が宿っていた。

　うん、もう大丈夫だ、きっと。

「さあ、飛んでこい、ダリル。ネアのお気に入りのその翼が、マジでカッコいいんだって見せつけてこい」

「わ……わかりました……！　失敗しちゃうかもしれませんけど、あたし、やるだけやってみます……！」

　ダリルはそう言って、教室から駆け出していった。

　そして、ダリルと入れ替わるように、マリアベルが教室に入ってきた。

「やっぱり、貴方あなたにお願いして正解だったわ」

「俺たちも仲間のカッコいいところは見たいからな」

「ええ、是ぜ非ひ見ていってくださいな。さ、もう間もなくだから、前庭へどうぞ」

　なんでも、校庭が先日の崩ほう落らくで未いまだに復旧していないので、本来は校庭に客を入れるはずが、やむなく前庭に変更になったのだという。

　俺と杏あん奈なはマリアベルにうなずいて、前庭へと向かった。

　校舎から出ると、外はすでに航空ショー目当ての見物客でごった返していた。その見物客の合間を縫うように、エルフ科の弓使い組の連中が飲み物や串くし焼やきにした肉や野菜を売り歩いていた。きっと、レーナも前庭のどこかで売り子をしているのだろう。

　校門の前あたりで動物を自在に操って芸を見せているのは、猛獣使い組だろうか。あ、サリナもいる。サリナがひょいと宙に放ほうった大根を、三羽のクビハネウサギが居合抜きよろしく一瞬でみじん切りにしてしまった。怖っ！　クビハネウサギ、超怖え！

「すごい活気ね」

「芸にせよ露店にせよ、この世界の学生がやる出し物はレベルが高いからなあ」

　と、そんな会話を交わした瞬間、頭上でぽん！　と音がして、派手な赤の煙が散った。俺たちも含めて、観客の視線が一斉に空を向く。

「花火か？」

「いいえ、魔法のようね」

　杏奈が指さした方には、杖つえを手にしたとんがり耳の女の子、エルフ科の魔法使いの姿があった。どうやら今の花火は彼女が放った魔法であるらしい。

『皆さま、お待たせいたしました！』

　その魔法使いの声は、どうやら魔法で強化されているらしく、マイクを使ったかのように前庭に響き渡った。

『これより、ドラゴン科一同による航空ショーを行います！　なお、私たちエルフ科魔法使い組も、演出やその他サポートなど、裏方として協力しております！　では！』

　魔法使いの女の子が杖をかざし、「光よ！」と唱えた。

　同時に、校舎を覆おおうようにオーロラのような光のカーテンが現れた。

『早速、ショーをお楽しみください！』

　光のカーテンを突き破って、ダリルが校庭の上空に舞い上がった。

　いつものチャイナ風ビキニアーマーではなく、ヒラヒラしたドレスのような衣装を身に纏まとっている。

　お団子頭も衣装に合わせて煌きらびやかな髪飾りでグレードアップされていて、まるでドラゴンのお姫様のようだった。

　続いて、色とりどりのドラゴンたちがどんどん飛んでいって、先頭を切ったダリルを中心にぐるぐると円を描くように舞う。

「すごいわね。空中でこれだけ一糸乱れず精密な動きをするなんて。まるでシンクロナイズドスイミングを見ている気分だわ」

　あー、なるほど。確かに、その気持ちはわかる。俺はむしろ、大人数アイドルの歌の振り付けみたいだと思ったけど。

　その後も、ドラゴンたちは、ヒラヒラした衣装をなびかせながら舞うダリルを中心に、規則的に動き回る。

　どうやら、ダリルは一人だけ人間の姿を維持しているため、主役的な立場を任されているらしい。なるほど、マリアベルも俺に頭を下げに来たりするわけだ、こりゃダリルがいるといないでは見み栄ばえが全然違う。

　やがて、ドラゴンたちが自身の色と同じ光を放ち始めた。まるで燃え尽きない流れ星が空を飛び回っているようにも見えた。

「おー、すげえな。光ってる」

「これ、魔法の光だわ。エルフ科の魔法使い組はこういうところで協力しているのね」












　なるほどなあ。

　その後も、ドラゴンたちと光の乱舞は俺たち観客の目を釘くぎ付づけにし続けた。

　きっと、このショーでヒロインを演じたダリルのことを、もう落ちこぼれドラゴンなんて言うヤツはいないことだろう。

　っていうか、言わせるもんか。
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　お昼。

　今日以降、学院祭の間は学食も一般開放される。唯一の教育機関である学院に通ったことがない人はこの世界にはいないわけで、懐かしい味を求めて、いつにもまして学食は混雑していた。

　まあ、学食で昼食を取るかどうかはさておき、いつもと同じ方がみんな迷わないだろうと思って集合場所に決めたのだが。

「ネアちゃん、遅いですね……」

　不安そうに、ダリルが呟つぶやいた。

　シェリスもティーナも、人混みの中からネアの姿を捜し出そうとキョロキョロしている。俺は、二〇秒おきに「私、探しに行ってくるわ」と言い出す杏あん奈なを「もう少し待てって」となだめることに忙しかった。

　まだ集合の時間から一〇分経たっただけ、心配ではあるが、焦るような時間でもない。何より、たくさんの友達も一緒なのだから。

　と、杏奈が突然駆け出し、隠れてこちらを窺うかがっていた女の子に近づいて肩を叩たたいた。

「貴女あなた、ネアちゃんのお友達よね？」

　あ、そういえば、あの子、ネアと手をつないでた子か。よく見つけたなあ。

「ネアちゃんは一緒じゃなかったの？」

　杏奈が膝ひざをついて、女の子に目線の高さを合わせて訊きく。

「その……」

　女の子は、困ったようにうつむいて、黙り込こんでしまった。

「お願い、教えて」

　しかし、女の子は杏奈と目を合わせようとしない。

　心配からか、だんだん杏奈の目に余裕がなくなってくるのが手に取るようにわかった。

「杏奈、そう必死になるなって」

　苦笑しつつ、杏奈の肩を叩く。

　と、女の子は突然パッと顔を綻ほころばせて、

「ネアちゃーん！」

　校門の方に手を振った。

　女の子の視線の先を見やれば、何かを抱えてネアがこちらに向かって走ってくる姿が見えた。

「ネアちゃん！」

　杏あん奈なが電光石火でネアに駆け寄り、抱きしめる。大おお袈げ裟さだなあ、と思うと同時に、ホッと胸を撫なで下おろしている自分がいた。やっぱり、小ちっちゃい女の子だし、行方がわからないとなれば不安になるよな。

「なんだ、君もここでネアを待ってたのか」

　女の子は素直にごめんなさい、と頭を下げた。

「アンニャ、これ」

　杏奈の抱ほう擁ようから解放されたネアは、抱えていた物を差し出した。

「え？」

「アンニャのために買ったの。だから、元気出して」

「お前……それ、小遣いで買ったのか!?」

「みゃう」

　ネアがうなずいた。

「マジか……」

　友達がみんなお祭りを満喫して楽しんでる中、自分は我慢して杏奈にプレゼントする物を買うだなんて……。

　見れば、仲間たちも、

「ネアちゃんったら……」

「最初のお買い物でそれって……うう、自分が薄汚く見えてくる」

「ネアちゃん……なんて良い子でしょう……」

　と、目元を熱くしていた。

　杏奈に至っては、さっきまでとは別の意味でもう泣き出しそうだ。

「ありがとう、ネアちゃん……」

「みゃう！」

　しかし、手渡された箱を開けてみて、杏奈の表情が固まった。杏奈の手元を覗のぞき込こんで、俺も「これは……」と思ってしまった。

　ネアが杏奈に贈ったのは、包丁だった。料理をする杏奈に贈るものとしては、たぶんベストに近い選択だ。

　ただ──、

「ネアちゃん、この包丁、どうしたの？」

　杏あん奈なが少し険しい顔で訊きいた。

　そう、この包丁が果たして銀貨一枚で買えるだろうか。

　俺たちだって、この世界に来て以来、武器を手にして冒険に出たりしているのだ。目利きとまではいかないが、それでも、刃物に関して、安物とそうでない物の区別くらいはつくようになったつもりだ。

　そんな俺の目から見て、この包丁は決して適当な品ではなかった。

　むしろ、職人が丁寧に作った業わざ物もののように見える。ドワーフ科の学生が自作して売っていたりもするのかもしれないが、果たしてこんな逸いつ品ぴんを銀貨一枚で売るだろうか？

　疑いたくはないが、まさか……。

　杏奈も、きっと俺と同じことを思ったのだろう。

　そんな空気の中、ネアは無邪気に笑って、

「買ったの。これ、作ってくれた髭ひげの人のお店で」

　ちょっと前に新調したスリングショットを見せながら、そう言った。

「え、お前、ドワーフの地下工房街まで行ったのか!?　一人で!?」

「みゃう」

　ネアがうなずく。いやいや、ここからだと、結構距離あるぞ……？

「ええと、ですね」

　ネアの友達が言うには、ネアは早々に「アンニャのお父さんとお母さん？　が死んじゃって泣にやいてたから、元気にしてあげたい」とみんなに相談したのだそうだ。そしてあれやこれやと話し合った結果、「料理が得意なら包丁か何かをプレゼントするのがいいのではないか」という結論に達した、と。

　そしてネアは「刃物にゃら髭の人のがいい！」と、単身ドワーフの地下工房街に包丁を探しに向かったのだという。

「よく迷わず行けたなあ」

「道を聞いたら、みんにゃ親切に教えてくれた！」

　こいつ、思った以上にたくましいな。こりゃあ、ネアが好き勝手に行動し始めたら行き先を見つけるだけで一苦労だぞ……。

「義よし弥や君。今、問題にすべきところはそこじゃないわ」

「あー、ま、そうだな」

　なぜ銀貨一枚しか持っていなかったはずのネアが、それ以上の価値のある物を持っているのか。もしかしたら、知らずにやってはいけないことをやっているかもしれない。悪気はなかったとしても、それは許されることではない。

「でも、そういうことなら、案外あのドワーフのご主人が甘やかして大負けに負けてくれたんじゃねえかな。ネアのこと、ずいぶん気に入ってたみたいだし」

「言われてみれば、その可能性が高い気がちますわね」

「私もそう思う」

「ええと、じゃあ、あの武器屋さんに行って確かめてみませんか……？」

「そうね。私も義よし弥や君の推測通りだと思うけれど、確かめる必要はあるわね」

「だな」

　お礼を言う必要もあるし、場合によっては、差額を支払うべきだろう。まさか、ネアが噓うそをついているとは思えないが、そこはハッキリさせておかないと寝覚めが悪い。

「じゃあ、今から行ってみようか。ついでに、地下工房街の地上にあるレストラン街で昼飯でも食ってこようぜ」

「賛成！」

　真っ先に同意してくれたティーナが一番賛同した部分は、たぶん昼飯のことだったに違いない。




「ああ、それなら、うちとしては一切損はしておりませんぞ」

　ネアに向かって相そう好ごうを崩しながら、ドワーフの店主は言った。

「でも」

　店頭にある同じ包丁には、金貨三枚の値札がついている。ネアが持っていたお金の三〇倍の値段だ。

「ほれ、今朝配られた号外、あれのことがうちのお得意さんたちの間でも話題になっておりましてな」

「ああ、始祖の手記の」

「そう、それそれ。それを読んだ後なもんだから、ネアちゃんから始祖様のご息女がご両親の死に落ち込こんでいると聞いて、みんな心を痛めましてな。しかもこんな小さな子が、銀貨を握りしめて、これで何かをプレゼントしたいなんて言いだしたもんじゃから、そのときお店にいたお客さんたちがみんな感動してたくさんカンパしてくれたんじゃよ」

「そういうことでしたか」

　で、カンパしてくれたお金とネアのお小遣いを合わせて、それで買える一番いい包丁を選んだ、と。

「じゃから、安心して受け取ってくれて結構ですぞ。みんな、ネアちゃんの心意気に惚ほれて喜んで協力したんじゃし」

「つまり、損はしてないけどカンパはした、と？」

　少しイタズラっぽくそう訊きくと、店主は照れ臭そうに目を逸そらした。

「ん？　んん、まあ……少しは……。しかし、ワシは難しいことはわからんが、よかったのかね？」

　露骨に話題を逸そらそうと、店主が言い出した。

「何がです？」

「いや、あの手記じゃよ。歴代の救世主たちは、ひた隠しにしてきたんじゃろう？」

「ああ、そのことですか。まあ、隠せればよかったんでしょうけど、昨日手に入れた時点で、もう敵方にはあれの存在を知られてしまいましたから、だったら奪われたりする前に公表した方がいいと思ったんです」

　あの手帳が失われてしまえば、リセットボタンのことを言い出したところで、誰も信じてくれないかもしれない。何しろ、これまでの常識を全部覆くつがえした上に、対抗策は街の発展をストップさせることになるのだから。

　もしかしたら、光こう一いち郎ろうたちが早々に奪いに来たのも、俺たちに何かを知られたくないというより、リセットという危機の根拠となる証拠を抹消したかったのかもしれない。それで住人に一丸となられるのは、敵にしてみれば面倒だろうしな。

「なんだか、こっちのやってることは全部敵に筒つつ抜ぬけですよね……。昨日のダンジョンなんかずっと発見されてなかったはずなのに、もう敵がやってくるんですから……」

「悔しいことにな。そんなわけで、実は選択の余地もなかったんですよね」

「始祖や歴代の救世主が一番隠したかったのは真なる救世主のことよ。きっと、事前にそれに対策が取られるのを防ぎたかったのね。でも、もうその真なる救世主が降臨しているわけだから」

　杏あん奈ながちらりと俺を見ながら言った。

「俺には真なる救世主の何がすごいのか、さっぱりわからないけどな」

　今のところ、単にスキルも魔法も使えないだけの、運が悪い凡人なんだから。

　俺にできるのはせいぜい頭を使う程度だが、それすら筒抜けというのではなあ。

　……まったく、不利すぎてイヤになる。

「なんとかなるのかね？」

　俺の心を見透かすように、店主が訊きいた。

「今後ずっとクエストを解かない、というわけにもいかんじゃろう。だとしたら、何かもっと根本的な解決法が必要になると思うんじゃが」

　まったくもって、その通り。

「倒すしかないでしょうね。世界を滅ぼそうとしてる男を」

「……できるのかね？」

「俺たちだけでは難しいかも。でも、ゲームガルド全体が力を結集すれば、あるいは」

「やれやれ。しんどい戦いになりそうじゃな」

　その店主の言葉は、他人事などではなく、自分自身が赴おもむく戦いのことを語る老兵のものだった。

　さすが、元冒険者。頼もしいな。
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　その日の夕方、委員長がレーナとサリナを連れて屋敷にやって来た。

「お、どうしたんだ、三人揃そろって」

　玄関のドアを開けて出迎えた俺に、委員長は手にした小ぶりなバスケットを示した。

「いつか話した、ネア殿への謝罪のお菓子を持ってきたのだ」

　ああ、ネアがモンスターかどうかで揉もめたとき怖がらせてしまったお詫わびをしたい、なんて話をしてたっけな。

「ま、せっかく来てくれたんだし、入ってくれ」

　委員長たち三人と三羽のクビハネウサギを招き入れつつ、

「おーい！　委員長たちが遊びに来たぞー！」

　と屋敷中に聞こえるよう、大声で言った。

　シェリスやティーナ、ダリルがそれぞれ自室から姿を現した。

「でもなあ、今、ネアは杏あん奈なにべったりなんだ」

　俺は苦笑しながら、今日の包丁の騒さわぎのことをかいつまんで話した。

「そんなことがあったのか」

「あーもう、イイコすぎて、ますますあたしたちが悪人みたいになっちゃうじゃない」

　レーナが面白くなさそうに言う。

「そんな純真な子をモンスター扱いしたのだから、それは言われても仕方ないのです」

「言わないでよ、凹へこんでるんだから！」

　うっかりや失言も多いレーナだが、俺が思っている以上に繊せん細さいだったりするのかもしれない。

「で、杏奈はルンルンでその包丁を使って夕食の準備をしてるし、ネアはルンルンな杏奈の側そばで、これまたルンルンでお手伝いしてて」

「ははは、アンナ殿はその贈り物がよほど嬉うれしかったのだな」

「そりゃそうでしょ。でも、なんかすっかりママやってるのね」

「仲が良いのはいいことだと思うのです」

　そんな話をしながら委員長たちをリビングに通して、厨ちゆう房ぼうに顔を出し、

「おーい、委員長たちが来たぞ。ネアに謝りたいってお菓子を持ってきたみたいだ」

　と現状を杏奈とネアに報告した。

　が。

「謝る？　ネアに？　何にやにを？」

　当のネアが、もうそんなことは綺き麗れいさっぱり忘れていた。

「まあ、それがネアちゃんのいいところよ」

「それは同意するけどな」

「今、一区切りつくから、お茶を淹いれるわ」

　鍋なべの中身の味を見つつ、塩やコショウを少し足して、杏あん奈なが言った。

「さてと、あとは魔法で煮に込こみ時間を短縮すればＯＫね」

「魔法！　かっこいーにゃ！」

　鍋に興きよう味み津しん々しんのネアの頭を撫なでて、杏奈は早速ティーカップの用意をし始めた。

「でも、お菓子を食べるには時間も半端だし、もうすぐできるから、夕飯を食べていってもらったらいいんじゃないかしら。頂いたお菓子は食後のデザートにさせてもらって」

「あー、そうだな。今お菓子食べちゃうと夕飯が入らなくなっちまいそうだしな。そういえば、墳ふん墓ぼのとき、祝杯を上げようって約束もしてたし」

　ティーナ以外は。っていうか、主にネアが。

「じゃあ、先に行って委員長たちにそう言っておく」

　そう言って厨ちゆう房ぼうから出た。

　そしてほどなく、お茶の道具を持って杏奈とネアがやってきて、リビングに全員が揃そろうこととなった。

「本当にすまなかった」

　そう言って、委員長はネアにバスケットを差し出した。

「？」

　首を傾かしげながら、ネアはバスケットを受け取る。不思議そうな顔をしていたネアだったが、くんくんと鼻を鳴らし、パッと笑顔になった。

「いい匂におい！」

「本当はどこか名店を探そうと思っていたのだが、エルフ科の猛獣使い組の出し物で売っていた桃入りのパウンドケーキがえらく美お味いしかったので買ってきたのだ」

　へー、すると、学生が作ったお菓子なのか。

「アンニャ！　食べていい？」

「もうすぐ晩ご飯だから、今は我慢。食後のデザートにね」

「みゃう！」

　というわけで、夕食タイム。

　本日のメニューは、ビーフシチューだった。杏奈のシチューは全体的に具がごろごろしていて食べ応ごたえがある。今回のビーフシチューも、お肉もジャガイモもニンジンも一口では食べきれないほど大きくて、それが深いブラウンのデミグラスソースの中で存在感を放っていた。これはもう、完全に肉料理だ。煮込みステーキのデミグラスソースがけ、とか言った方がしっくりくるかもしれない。

　それにフランスパンのようなバゲットと、自家製ピクルスの盛り合わせ、そしてアボカドとトマトのサラダ。

　それらが並んだ食堂のテーブルを見て、委員長たちが驚きよう愕がくとも歓声ともつかない声を上げた。

「さすが、異世界料理ラーメンの伝道者、アンナ殿。見るからにプロ顔負けの料理だ」

「た……確かに、盛りつけは高級なお店みたいね……。問題は味だけど！」

「アンニャのご飯は美お味いしいよ？」

　ネアの純真な瞳ひとみに見つめられて、レーナは「うっ」とうめいて目を逸そらした。

「そ、そうでしょうね……。わかってるわよ……」

「まあ、この匂においだけで美味しくないわけがないと思うのです」

「ウサギさんたちはレタスでいいかしら？」

「あ、お気遣いありがとうございます、なのです。でも、この子たち、水分の多いレタスはあんまり好まないので、できれば大根の葉っぱか何かの方がいいのです」

「あら、そんなのでいいの？」

「この子たちには、そっちの方がご馳ち走そうなのです」

　大根の葉っぱは人間にとっても美味しい食材だけどな。

　クビハネウサギたちがシャクシャクと大根の葉っぱを囓かじる中、俺たちも食卓に着く。いただきます、と手を合わせて、食事を始めた──のだが、レーナが目の前に置かれたスプーンとフォークを見て首を傾かしげた。

「あれ？　ナイフはないの？　この肉の大きさだと、要ると思うんだけど」

「レーナ、レーナ。これを見てほしいのです」

　サリナが、スプーンの縁を肉に押し当てた。すると、たいして力も込こめていないように見えるのに、それだけで肉が二つに割れた。

「「え!?」」

　委員長とレーナが驚きの声を上げる。

「ちょ、これ、ものすごく高級な肉なんじゃないのか!?」

　委員長の質問に、杏あん奈なは首を横に振った。

「まさか。委員長さんもティーナさんの食欲は知っているでしょう？　高級肉でティーナさんが満足する量を作っていたら、すぐに破産してしまうわよ」

「でも、安い肉がこんなに柔らかいわけないじゃない」

　自分でもスプーンで肉を切ってみながら、レーナが言う。

「いいえ、一番安いくらいの肉よ。ただ、葡ぶ萄どう酒しゆと酢とタマネギ、それにキウイとヨーグルトに漬けて一晩冷蔵庫で寝かせておくの。葡萄酒は肉の臭みを消してくれるし、酸性の食品はお肉の繊維をほぐしてくれるわ」

「そんな裏技が……。よし、今度試してみよう」

「へえ、委員長も料理とかやるのか」

「救世主殿、貴方あなたは私をなんだと思っているんだ。そりゃあアンナ殿の足下にも及およばないが、料理くらいは嗜たしなむさ」

　なるほど。……と言いたいところだが、レーナとサリナが渋しぶい顔をしているのはなぜだろうか。

　ともかく、ビーフシチューの肉を一口。嚙かむ必要さえなくほろほろと口の中でほぐれていく肉は、その組織の奥の奥まで味を吸っている。嚙むという行為が肉を砕くためではなく、染みこんだ味を引き出すために繰り返される。美う味まい。

「これ好きー！」

　ネアが満面の笑みでお決まりのセリフを口にした。この言葉、毎日聞いてる気がする。

「このサラダもすっごく美お味いちいですわよ」

「ピクルスもよく漬かってる。このパンをシチューに浸したのと交互に食べると、もう止まらない」

　ティーナの場合、何を食べても止まらないんじゃないか。

　まあ、総合すると、全部美味しい、ということだ。

　そんな美味しい食事に舌した鼓つづみを打つことしばし。

「ところで、救世主殿」

　食事の手を止めて、委員長が真面目まじめな顔で言った。

「ん？」

「実のところ、どうなのだろうか」

「何が？」

「決まっているだろう」

「始祖の手記のことか？」

「ああ。世界は本当に滅びるのだろうか」

「放ほうっておけば滅びると思うぜ」

　俺は即答した。

「まあ、なかなか信じてくれとは言いにくいんだけどな。やっぱり、普通はそんなバカなって思うだろ？」

「それはそうよ」

　とレーナ。だよな、いきなり言われても。

「しかし、レーナみたいに疑ってかかる人ばかりではないと思うのです。実際、救世主様が言うからには本当かも、と考えている人も多いと思うのです」

　確かに、例えば武器屋の親父おやじさんも、前提として俺の言葉を信じているような口ぶりではあった。

「何が起きるのかわからないのが冒険だからな。常に『そういうこともありうるのかもしれない』と疑ってかかる本能のようなモノが、冒険者にはあるのだ」

　ふむ。だとすると、俺が思っている以上に、手記の内容を信じてくれている人も多いのかもしれない。それが事実なら、ありがたいことだ。

「俺は冒険の中で何度も連中の影や思おも惑わくを感じたし、手記の内容は全部真実だと確信してる。この手記の文字からも書き手が訴えたかった気持ちみたいなモノを読み取ることもできてる気がする。でも、それって結局は感覚でさ、理論的に全部説明するのって難しいんだよな。その証拠の信しん憑ぴよう性せいは？　って言われると、どうやって証明すればいいのかもわからないし」

「その理屈でいうなら、ティーナたちも救世主殿ほど理解はしていない、ということになるのでは？」

「それは、その通りだと思いますわ」

「うん」

　シェリスとティーナがうなずいた。少し遅れて、ダリルは、

「え？　え？　ええと、あたしはちょっとわかりません……」

　と消え入りそうな声で言った。

　ネアはビーフシチューでベタベタになった口元を杏あん奈なに拭ふいてもらっていた。

「わたくちたちの場合は、ヨシュア様やアンナ様を通して信じている感じですわね。ヨシュア様がそう言うからにはそうなんだろう、って」

「まあ、リムルたちよりは、一緒に冒険してる分、信じられる立場にはいると思う」

「ヨシュアさんを信じてれば間違いない、みたいなところはありますよね……。あたしなんか、それで今日だって飛べたんですから……！」

「ダリル、飛んだの!?」

　大人しくビーフシチューを食べていたネアが、いきなり話題に食いついた。

「えへへ……」

　嬉うれしそうに、でも照れ臭そうに、ダリルがはにかんだ。

「ああ、飛んでたな。カッコよかったぞ。ちょうどネアが包丁を買いに行ってる頃だ」

「見たかったにゃあ……」

　ネアがしょんぼりと肩を落とす。

「あ、あの、ショーは明日もありますから……」

「明日一緒に見ましょうね？」

　杏奈にそう言われて、ネアは「みゃう！」と笑って、またビーフシチューのジャガイモと格闘し始めた。

「話を戻すが、世界の危機だとしても、私はクエストクリア禁止はどうかと思う、というのが率そつ直ちよくなところだ。功こう績せきがどうこうという話は置いておくとしても、それはこの世界の発展を放棄するということに他ならない」

「その点に関しては、俺も同感だ」

　委員長の言葉に、俺は素直にうなずいた。

「だが、一時的には、そうせざるを得ないだろ」

「ああ。だから、単に対症療法としてその場しのぎのクエストクリア禁止には反対、と言うべきだろうな」

　ああ、出たよ、委員長のギラギラした目。強いヤツと戦いたいストリートファイター的思考。世界の危機って言葉の重大さ、ホントにわかってんのかね。

「やる気満々かよ」

「禍か根こんは根から断つべきだ。違うか？」

「同感だが、根本の動機がちょっとズレてるとは思う」

「最終的な結果は同じだろう」

　果たしてそれにうなずいていいものかどうか。

「要するに、私は、フクシャチョーとかいう裏切り者をおびき出すという、始祖様の手記にもあった目的のためなら、賛成をすると言っているのだ」

「わかってる」

　もはや、他に解釈のしようがない。

「だが、あの手記の内容からして、一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではあるまい」

「ああ」

　創世の聖竜だっけ？　そんなもんが敵方にあるって聞いただけで絶望的な気分になる。

「でも、勝たなきゃこの世界に未来はない」

　肩をすくめながら、俺は言った。

「そう、その通り！　ならば、こちらも覚悟を決めて総力戦で行くしかない。なのに、まだまだことの重大さを理解できていない者も多い」

「まどろっこしいな。何が言いたいんだ」

「手記によれば、救世主殿はその戦いのためにこの世界に招かれたのだろう？　だが、一方で、手記は救世主殿が築いてきた絆きずなこそが大切だとも言っていた。つまり、始祖様も全員一丸となってことに当たれ、と言っているのだ。救世主殿を中心にして、な」

「だから、この上俺に何を期待してるんだ？」

「自然に団結するのを待っていたのでは手遅れになりかねない。そうは思わないか？」

「そりゃそうかもしれないが」

「救世主殿。団結を呼びかけるべきだ。ゲームガルドの民が一丸となってこの世界を滅亡から救おう、と。救世主殿自身が呼びかけるのが一番効果的だろう」

　言わんとすることはわからなくもないが……。

「前夜祭のときみたいにテレビにでも出て、諸君！　とかやれっていうのか」

「ものわかりがいいじゃないか」

　楽しそうに、委員長は笑った。

「勘弁してくれよ……」

　ため息しか出ない。

「でも」

　俺の顔を見ながら、シェリスが言う。

「わたくちたちみたいに、ヨシュア様が言うなら、っていう人も多いと思いますわ」

「いやいや、そりゃ俺を買かい被かぶりすぎだろ」

「逆だと思う。ヨシュア殿は、自分を過小評価しすぎている」

「ティーナまで……」

　なんか救世主って肩書きがどんどん重くなっていくな。

「私は、常に最悪の事態を想定するべきだと思う。間違いである確率が九割だったとしても、残りの一割に対して万全の備えをするべきだ。だが、この前は一晩でクエストクリア禁止が決まったというのに、今回は夜まで待ってもその通つう達たつがない。前例があり、かつ、今回の方がそうしないリスクは大きいのに、だ」

「……確かにな」

「ええと、慎しん重ちように協議を重ねているんだと思いますけど……」

「まあ、そうなのだろうな。だが、これで救世主殿の説が証明された、と見ることもできるだろう」

「ヨシュア様の説？」

「評議会に決定を強制することができる存在がいるのではないか、と温泉の件で言っていただろう？」

「まあな。あのときは、その何者かに評議会がクエストクリア禁止を強制された。だが、今回はその強制がない。だから、議論が長引いているんじゃないか、と委員長は言いたいわけだ」

　その通り、と言わんばかりの顔で、委員長がうなずいた。

「でも、そのときの救世主様の推測は、クエストクリアを阻止する裏救世主がいるかもしれない、という話だったのです。なのに、裏切り者の思おも惑わくがクエストをクリアしてほしいんだとしたら、矛盾が生じてしまうのです」

「そうなんだよな」

　食事中行儀が悪い、と思いながらも、俺はテーブルに肘ひじをついて考え込こんでしまった。

　まだ、俺たちの知らない情報があるということだろうか。あるいは、評議会に圧力をかけたのは、黒幕とはまったく別の存在だったり……？

　くそ、判断材料がまだ足りないっていうのか。

　光こう一いち郎ろう、お前は何を考えている……？

「義よし弥や君、たぶんそれは、今は考えても仕方がないことよ」

「かもな」

　ため息。結局、いつだって情報が足りないのだ。

「ともかく、私は迅速に動くべきだと思う。それこそ、明日にでも」

「まあ、委員長の言いたいことはわかった。だが、俺はまだ早いと思う」

　考えを巡らせながら、俺は言った。

「まず、偉い人たちの顔をまた潰つぶすことになる。これは避けた方がいい。偉い人たちだってゲームガルドの一員だし、たくさんの人をまとめるなら偉い人たちの力も借りた方が早い。それにもう一つ、今から団結を呼びかけたって、具体的に何をすればいいのかわからない。何をするでもなく団結だけ呼びかけても、ダレてくるだけだ」

　まだ創世の聖竜がどんな化け物なのかもよくわかっていないのだ。せめてその辺の情報が集まって、何か対策に必要な作業があるならさっさと団結して力を貸してもらうべきなのだろうけど……。

「確かに、委員長の言うような団結の呼びかけは、いずれ必要になるかもしれない。でも、まだ早い。やるなら、評議会が結論を出してからだ」

「確かに、権力者に刃向かうような真ま似ねをしてヘソを曲げられるとめんどくさい。今朝の号外だってよく思われてはいなかったっぽいし、最悪、権力を使って邪魔してくるかもしれない」

「ちょっと、ティーナ！　わたくちのお父様はそんなことちませんわよ！」

　ああ、そういえば、シェリスのお父さんは評議会のメンバーなんだっけ。

「別に、シェリスのお父さんのことを指して言ったわけじゃない」

「ティーナの言い方は、何か含みがあるんですわ！」

「ちょっとー、その話、さすがに脱線しすぎじゃない？　まだ続けるの？」

　レーナが二人に白い目を向ける。

「まあ、すぐにでも、っていうのは確かに姐ねえさんの焦りすぎかもね。でも、冒険者仲間には早い内に話をしておいた方がいいかも」

「私もそれは同感なのです。今は学院祭の真っ最中でクエストクリアを目指す学生はいないと思いますけど、学院祭が終わったら、禁止される前に解いてしまおう、と思うパーティが出てきてもおかしくないのです」

　あー、確かにな。

「まだ『氷の魔神』は討とう伐ばつされてないんだよな？　純粋な討伐クエストだし、その分ボスも手て強ごわいだろうから、単独パーティでそう簡単に倒せるとは思えないが……でも、学生の意思統一は早い方がいいかもな」

　何も学生全員である必要はない。トップの、それこそ最強決定戦──武ぶ闘とう典てん礼れいにエントリーしていた一六パーティと、そこに入れるかどうかを争っていたくらいのパーティをせいぜい三〇程度説得すればいい話だ。それだって簡単な話ではないが、ゲームガルドの全住人を、と言われるよりは断然気が楽だ。

「いずれにしても、あの手記の内容を公表した以上、誰もが救世主殿に希望を見み出いだそうとするだろう。救世主殿が中心になって動くことこそ、求められてくるはずだ」

「そう……なのかもしれないな」

　だが、それは逆に、こちらでコントロールできる部分も増えてくる、ということだ。

　人前で話したり煽あおったりなんてガラじゃないんだが、そうも言ってはいられない。

　杏あん奈なの両親や、有あり瀬せさんの仇かたきを討つって決めたんだから。

　ほんの少し、沈黙が訪れる。

　それから数秒、

「あの、ネアさんに一つお願いがあるのです！」

　と、意を決したようにサリナが言った。

「ネアに？」

　ネアが首を傾かしげる。傾げた首と一緒に、尻尾しつぽが首と同じ方向にぴょこっと揺れた。

「そのお耳と尻尾を、よく見せてほしいのです！　あと、できれば、さ、触らせてほしいのですっ！」

　全員が、「はあ？」という顔になった。

「もう、ずっとそのお耳と尻尾が気になっていたのです！」

　えー。

　なんかテンションがアレなんですけど。

「そんにゃこと？　別にいいよ？」

　特に迷いもせず、ネアは答えた。

「ありがとうございます、なのです！」

　サリナはスプーンを置いて立ち上がり、ネアの側そばへと駆け寄った。

「で、では、失礼します、なのです……！」

　そーっと、サリナがネアの耳に触れた。

「おおっ、これは見た目以上にふわふわで、素晴らしい毛並みなのです……！　しかもこの位置からして、きっと初等部では耳を頭の上に引っ張り上げる練習とかが必要になるに違いないのです……！」

　なんだかくすぐったそうにしているネアと、ハアハア言いながら興きよう味み津しん々しんのサリナのツーショットは、微妙に犯罪の臭においがする。

「じゃ、じゃあ、次はいよいよ尻尾しつぽなのです……！」

　サリナに尻尾を触られて、ネアはビクッと身体からだを震ふるわせて、

「にゃっ、にゃんだかくすぐったい……！」

　とモジモジし始めた。

「おーい、サリナ、いい加減にしなよ。彼女は猛獣じゃないんだから」

「まったく……うちのサリナが申し訳ない」

　レーナと委員長が呆あきれ顔がおになっている。

「もしかして、いつもこうなのか……？」

　心底申し訳なさそうに、委員長とレーナがうなずいた。

「珍しい猛獣を見つけると、だいたいあんな感じだ」

「それは……なんていうか……」

　意外だ。いつも冷静に、レーナにツッコミを入れてる常識人的な印象だったのに。

「ああ、この尻尾のもふもふ感……最高なのです……！」

　ネア、イヤならイヤだって言っていいんだぞ。
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　食後に、リビングで委員長たちが持ってきてくれたドライピーチ入りパウンドケーキとお茶を楽しんで、聖なる盾隊との食事会はお開きになった。

　そのケーキもネアはたいそう気に入ったようで、「これ好きー！」を連発していた。委員長たちも、そのネアの笑顔に満足して帰って行った。

　で、おねむになったネアを連れて杏あん奈なも自室に引っ込こみ、俺もそろそろ寝ようか、と思い始めたとき、

「ヨシュア様」

　シェリスが俺を呼び止めた。ティーナも、シェリスのとなりで俺をジッと見ていた。

「なんだ？」

　二人とも神妙な顔をしていて、俺もあしらうわけにもいかず、浮かせかけた腰を再びソファに沈めた。

「ええと、ですね……」

　言いにくそうに、モジモジしながら、シェリスは、

「あの塔が願いを叶かなえてくれるところじゃないって、わかっちゃいまちたよね……？」

　と上目遣いで訊きいた。

「ああ、そうだな」

「もしかしたら、帰れないかもしれない」

「それを言ったら、あの塔だって言い伝えレベルの信しん憑ぴよう性せいだったし、俺たちが生きてる間にたどり着ける保証もなかったしな」

　俺の言葉に、シェリスとティーナは顔を見合わせた。

「やっぱり、余裕がありますわ」

「同感」

「いったい何が言いたいんだ？」

「ヨシュア様は、アンナ様のご両親を殺ちた張本人を倒せば、帰る方法を聞き出せると思っていらっしゃいますのね」

「ああ」

　即、俺はうなずいた。

「今までは、この世界と俺たちの世界の繫つながりは曖あい昧まいなままだった。でも、あの手記のおかげで、俺たちの世界とこの世界の関係がハッキリした。そして、行き来する方法がないならヤツの野望なんか成立しない。帰るという目的に関して言えば、今までよりずっと近くなったと思ってる」

　二人は顔を見合わせて息をついた。

「あの、やっぱり、帰ってちまわれるんですわよね……？」

　ああ、その話か……。

「まあな」

　そう答えざるを得ない。

「でも、帰りたいって思うのと同じくらい、帰るのが辛つらくなりつつあるのも事実だぜ。今まで一緒に冒険してきたみんなと別れるなんて、そう簡単には割り切れないよ」

　二人は、黙り込こんだまま俺を見つめていた。

　なんとなく、「帰らないで」と言いたいんだろうな、と予想はついた。でも、きっと、それは言ってはいけない言葉だとも思っているのだろう。

「まあ、先の話だよ。まずはキッチリ世界を救わないことには、始まらないんだから」

「確かに」

「それに、帰る云うん々ぬんは抜きにして、俺は黒幕を許せない。杏あん奈なの両親や、有あり瀬せさんや、他にもたくさんの人を陥おとしいれたことも、この世界を滅ぼそうとしてることも」

　あの夜、庭で見た杏奈の涙が鮮明に思い出された。次いで、消えていく有瀬さんの微笑ほほえんだ顔が。

「ヤツは許しちゃいけない。あいつを放ほうっておけば、きっと被害者は増える一方だ」

「増えるどころか、世界全部が被害者になりますわ」

「ああ。だから、なんとかしなきゃいけない」

　委員長たちに言われるまでもなく、俺は杏奈の涙を見たその瞬間に、その覚悟を決めているのだ。

「俺は、この世界のことも好きなんだ。知り合ったヤツらはみんないいヤツらだしさ。みんな優しくて、陽気で、一生懸命で。同じパーティのシェリスやティーナだけじゃなく、委員長たちも、マリアベルたちも、先生たちも、武器屋やマジックショップの店長たちも、みんな仲間だ。俺は、仲間が不幸になるなんてイヤだ。死ぬなんてもっとダメだ。そんなこと、絶対に認めない」

「もちろんですわ」

「私たちだって、認めるわけない」

「だから、帰るとか云々は関係なく、仲間に危害を加えようとするヤツは、本気で叩たたき潰つぶすつもりだ」

　グッと拳こぶしを強く握る。

「帰れるかどうかなんて、その後で考えればいい。そのときになってからでいいさ」

　そう、まずは、仇かたきを討って、危機を回避する。すべては、それからなのだ。
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　深夜。

　手記を読み返しつつ、何か別に隠されたメッセージや仕掛けがないかと調べたりしているうちに、すっかり夜も更けてしまった。

　──どうにも集中できないな……。

　学院でシェリスやティーナにあらたまってお礼を言われたりしたせいか、それとも食後に帰る帰らないなんて話をしたせいか、ちょっとした言葉からもこれまでの冒険や仲間とのやりとりが思い出された。

　この世界に来て、すぐにシェリスとティーナに出会ったこと。

　その日のうちに聖なるダガーのクエストを解いて、翌日、二人をパーティに誘ったこと。

　ティーナに補助魔法を使ってくれと頼んだり、斧おのの守護者を倒すために試し行こう錯さく誤ごを繰り返したこと。

　イルザに襲われたり、墳ふん墓ぼで有あり瀬せさんに出会ったこと。

　ダリルと出会ったり、ラーメンを作ったり、温泉施設をオープンさせたり、ネアに出会ったり。

　学院祭までの期間だけでも、色々なことがありすぎて、そりゃあ先に見え隠れし始めた別れが気にもなろうというものだ。

　俺だって、ネアに「ずっと一緒にいて」と言われて困り果ててしまったんだから。

　──今日はもう終わりにしよう。

　寝ようかと立ち上がって伸びをしたとき、ドアがノックされた。

「どうぞ。開いてるよ」

　誰だろう。少なくとも、ネアじゃないな。あいつはノックなんて真ま似ねをしないから。

　静かにドアを開けて入ってきたのは、ネグリジェ姿のシェリスだった。

　しかし、ネグリジェってヤツは、着る人によって全然感じが違うよな。ティーナなんかが着ると色っぽくて、胸元の攻撃力がすごかったりするけど、シェリスが着るとふわふわした感じで、可愛かわいいが先に立つ。

「どうした？」

「あの……」

　シェリスは俺の近くまで歩み寄ってきて、

「一つ、お訊ききちたいことがありますの」

　そう、真面目まじめな顔で言った。

「いいけど……」

　なんだろう、いつも以上に、シェリスの目から放たれる光の真剣みが強くて気け圧おされそうだった。

「ヨシュア様は……アンナ様の形見が、元の世界にお帰りになるために必要になるかもしれないって、そう思ってるんじゃありませんの？」

　……。

　一瞬、言葉を失った。

　その通りだった。

　もちろん、隠していたつもりもないし、騙だますようなつもりがあるわけでもない。

　それでも、言い当てられて、俺は狼ろう狽ばいしてしまった。

「よく……わかったな」

「わたくちの知っているヨシュア様は、明確な勝算がなければ安全を最優先にする人ですもの」

　なるほど、いつもの俺なら、杏あん奈なのメモリーカードはさっさと壊すことを提案するだろう、ってか。

「確かに、シェリスの言う通りだ。あの塔はリセットボタンだって話だが、俺はそれだけじゃないと思ってる。おそらく、リセットの操作も含めて色々できる、コントロールルームみたいなものなんじゃないかって。もちろん、黒幕をとっちめて帰る方法を聞き出せれば一番いいけど、そう上う手まくことが進むとは限らないからな」

「そうなったときに、必要かもちれないって思ってますのね」

「もしかしたら、だけどな」

　シェリスはうつむいて、俺の服の袖そでをギュッと摑つかんだ。

「あの……今から、わがままを言いますわ」

「え？」

　シェリスは俺の袖を握ったまま、顔を上げて、潤んだを通り越して目元に涙が溜たまった目で俺の目を真まっ直すぐに見た。

「帰らないでくださいませ……！　世界を救っても、その後も……！」

　ぐっと、俺の袖を握るシェリスの手に力がこもる。

「わたくちが守りたい世界は、ヨシュア様とアンナ様がいて、ティーナがいて、ダリルもネアちゃんもいて、みんなで一緒にクエストを解こうと冒険をちたり、委員長たちやイルザと張り合ったり、美お味いしいご飯を食べたりする世界ですもの！　出会ってから今日までみたいな毎日ですもの！」

　大きな涙が、シェリスの目からポロリとこぼれ落ちた。

「わたくちは、ヨシュア様とずっと一緒にいたいんですの……。明日も、一週間後も、一年後も、一〇年後も……！　死ぬまで、死んでからも……」

「シェリス……」

「なのに、世界を守ってもヨシュア様がいなくなっちゃうんじゃ……大好きなヨシュア様がいなくなっちゃうんじゃ、わたくちは、いったいなんのために戦えばいいのか……わかりませんわ……」

　もう、最後の方は泣き声になっていて、よく聞き取れなかった。

　でも、言いたいことだけは激しく伝わってきた。

「…………ごめん」

　やっと絞り出した俺の言葉に、シェリスは俺の胸に顔を押し当てて泣き始めた。

　その頭を、優しく撫なでる。

「俺もこの世界は好きだし、今日まで楽しかったし、全然心残りがないかっていえば噓うそになる。でも──」

　目を閉じる。まぶたの裏に、妹の真ま理り亜あの姿がハッキリと思い浮かんだ。

　白い杖つえを手に、閉ざされた目でなおも微笑ほほえむ真理亜が。

　だから、

「でも、やっぱり、俺は帰らなきゃいけないんだ」

　そう言い切った。迷いを断ち切るように。

　シェリスには、学院長が──大好きなお姉さんがいる。ティーナや委員長たちや、従姉妹いとこのイルザも。何より、戦士クラスの仲間たちとも、あんなに打ち解けられた。












　だから、心配なんかない。

　今のシェリスなら、ティーナが一緒なら、他のパーティでだって上う手まくやっていけるはずなのだから。

　痛む心に、俺は言い訳のようにそう言い聞かせ続けた。

　ひとしきり泣いて、シェリスは俺の胸から離れて、泣き顔のまま微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい、忘れてくださいませ。ヨシュア様はきっとそう仰おつしやるって、わたくち、わかってまちたわ。だって、向こうでは妹さんが待っていますものね」

　シェリスは手で涙を拭ぬぐった。

「あー、スッキリちました！　では、お休みなさいませ！」

　ことさらに明るく言って、シェリスは出て行った。

　その背中に、俺は、「ごめん」ともう一度呟つぶやいた。





第三章▼　異世界アジテーション




　翌朝。

　学院に着いて、学院祭六日目の開幕までの時間を救世主組の教室で潰つぶそうかと思って杏あん奈なとネアとの三人で廊下を歩いているところに、

「救世主殿！」

　と、委員長が息を切らせて駆けてきた。

「よう。昨日はわざわざ美お味いしいケーキをありがとうな」

「いや、こちらこそご馳ち走そうになって……って、それどころじゃない！」

「にゃんだー？」

「委員長さん、とにかく落ち着いて」

「ああ、すまない」

　一度深呼吸して、委員長は、

「さっき、ちょっとろくでもない話を聞いたのだ」

　と言った。

「ろくでもない話？」

「ああ。学院祭の期間中は、引退した大人も正式に冒険者として活動できることは知っているな？」

「ああ、そういや、誰かがそんなことを言ってたな。プチクエストとかを正式に受けられるようになるから、現役時代を思い出して冒険に繰り出す大人のパーティもあるとか」

「そうだ。そして、何組か、クエストクリアを試みよう、と言っている大人たちのパーティがあるようなのだ」

「マジか」

「正直、酔った勢いに任せて言っただけの可能性も高いが、ないとは言い切れん。大人の中には、我々より腕が立つ熟練者も多くいる。現役を退しりぞいているとはいえ、場合によってはトントン拍子で解かれてしまうかもしれない」

「義よし弥や君。今の大人たちは『クエストを解けなかった世代』よ。私たちの活動に触発されて、そんな思い出作りを計画している人たちがいてもおかしくないわ」

「だな」

　確かに、それは盲点だった。

　そして、大人たちが冒険に出られるのは今日を含めてあと二日。

　手記では始祖がクエストクリアの禁止を求めていることもあるし、多くの新聞もクエストクリア禁止令の再施行は時間の問題だろうと報じている。きっと気合いと本腰を入れてガッツリ活動することだろう。

「実際、進しん捗ちよくはどうなんだ？　俺たちは今回クエストにはノータッチだったからわからないんだが、あとどのくらいでクリアできそうとか、手て応ごたえはあるのか？」

「前も言ったが、まだ氷の魔神発見には至っていない。だが、かなり絞り込こみは進んでいる。氷の魔神が潜むダンジョンの発見はあと一日か二日といったところだろう」

「ってことは、当たりを引けば今日中に氷の魔神の発見もありうるな」

「だから焦って教えに来たのだ」

　さて、どうしたものか。

　俺は数秒、腕を組んで考え込んで、

「とにかく、委員長はクラスに戻ってくれ。あ、それから、シェリスに典でん話わでリックに連絡を取るよう伝えてくれるか？　そうだな……学院長の部屋に行くようリックに言ってもらってくれ」

　委員長にそう言った。

「わかった」

　うなずいて、委員長が走り去っていった。

「義弥君、どうするの？」

「とりあえず、学院長に会う。クエストクリア禁止の議論がどのくらい進んでいるのかを確認したい」

「ネアは？　何にやにかお手伝いする？」

　どうするか。一瞬迷って、

「手伝ってもらうことがあるかはわからないが、二人も一緒に来てくれ」

　と頼んだ。

「ええ、わかったわ」

「みゃう！」

　俺たちも、走り始めた。学院長室に向かってというより、何か大きな戦いに向かって走っているような、そんな気がした。
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　激しくドアを叩たたく俺たちを、学院長は目を丸くしながら出迎えてくれた。

「あらあら、そんなに慌あわてて、どうしたんですか？」

「学院長。議論はどうなってます？」

　ドアが開くなり、俺は訊きいた。

「議論？」

「クエストクリアを禁止するかどうかの議論です」

「ああ……。まだ結論は出ていないようですね。でも、今朝、お父様はとりあえずはクエストクリアを禁止することになるだろう、と仰おつしやっていたわ」

「じゃあ、もうそのことを呼びかけてもいいですかね？」

「え？」

　首を傾かしげる学院長に、俺と杏あん奈なは委員長から聞いた話をかいつまんで話した。

「なるほど、それは困りましたね……」

　うーん、と学院長は考え込こんで、

「今の話はまだ内々の話なので、あんまり言ってほしくはないのですけど……そうですね、評議会の決定が出るまで軽々しく行動してはいけない、という趣旨なら問題ないとは思います」

　と答えた。

「決定が出れば、引き続きクエストクリアは禁止の流れになるでしょうし」

「なるほど」

　確かに、評議会の決定を待つ、という趣旨であるなら、評議会の顔も潰つぶさないですむ気がする。

　俺も少し考え込んで、さらに、

「世界を救うために少し派手にやりますけど、いいですか？」

　そう訊きいた。

　学院長は少し困った顔をしたが、

「それをしなければ、世界が滅ぶかもしれないんですね？」

　と俺に尋ねた。

「根拠は示せませんけど、その確率は絶望的に上がってしまうと思います」

「わかりました。評議会には私から伝えておきます」

「ありがとうございます」

「いえいえ、ことが世界の危機ですから」

　学院長が携帯典でん話わを取り出した瞬間、コンコンとドアがノックされ、リックが「失礼します」と顔を出した。

「ヨシュア君、呼んだかい？」

　きらりと歯を光らせながら、村人クラスのイケメン、リックが爽さわやかに学院長室に入ってくる。

「いいタイミングだ」

　俺はリックの肩をポンと叩たたいた。

「一つお願いがあるんだが」

「こんなところまで呼び出してのお願いって、なんだか怖いなあ」

「いや、たぶんお前……っていうか、ヘンドリー商会にもお得なことだと思う」

「話を聞こうか」

　キリッと態度を変えるこいつは商人の鑑かがみだと思う。

「テレビで話したいことがあるんだ」

「乗った」

　即答だった。

「いやあ、最強決定戦も延期になっちゃって、何かもう一つみんなに喜んでもらえるネタが欲しいと思ってたんだ。早速、クルーを呼ぶよ」

「いや、ありがたいんだが、内容とか聞かなくていいのか……？」

「いいよ、別に。あの号外のあとだし、救世主様から伝えたいことがあるってだけで大注目だよ。あ、各新聞社にこれからテレビジョンでヨシュア君からお話があるってことを号外で配ってもらうね」

　このやる気をなぜ冒険に活いかせなかったんだ、お前は。

　呆あきれ顔がおの俺をよそに、リックはすでに携帯典話で各所に連絡を入れ始めていた。

「そんな顔しないの。ありがたいことじゃない、テレビに出れば喜んでみんな話を聞いてくれるんだから」

「しにゃいの」

　杏あん奈なとネアに怒られて、そりゃそうなんだが、と頭を搔かいた。

　しかし、まさか世界を救おうってのにテレビの力をフル活用することになるとはなあ。こんな救世主、俺がやったゲームには一人たりともいなかったぞ。
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　空いている教室の一室を借りて、中継を行うことになった。

　やる気満々なのはコルネさんたち撮影班も一緒で、ダッシュでやって来て速攻で準備を整えてしまった。

「どうします？　インタビュー形式にするという手もありますけど」

　コルネさんの提案に、少し考えて、俺は首を横に振った。

「いえ、お気遣いなく。確かにその方が話しやすいし気も楽ですけど、今回はみんなに直接語りかけたいんです」

「わかりました。では、カメラは終始ヨシュアさんに向けて固定しますので」

「ありがとうございます」

「いえいえ。今日は学院祭の様子をお伝えする予定でしたし、各新聞社も気前よく号外を配ってくれているので、ほとんどの人が見てると思いますよ。では、カメラの前へ」

　促うながされるまま、俺はカメラの前に立ち、大きく一つ深呼吸した。

　大丈夫、落ち着け。俺の前にいるのはカメラクルーの数名だけ。学院長室に集まったお偉いさんを前に話した昨日よりずっと気は楽だ。

　グッと睨にらむようにカメラを見据える。

「じゃあ、行きます。三、二、一」

　コルネさんの合図とともに、カメラが作動する。

　俺は、カメラと──、杏奈、ネア、リックと学院長たちが見守る中、ゆっくりと口を開いた。

「皆さん、お早うございます。今日は皆さんに俺の考えを知ってほしくて、無理を言ってテレビに出させてもらいました」

　話しながら、次に何を言うべきか、どう話を組み立てるべきかを考えるべく、頭をフル回転させる。正直、原稿とまではいかなくても、カンニング用のメモを作る時間くらいは欲しかった。

「昨日の号外──始祖の手記を、皆さんはどう思われたでしょうか。もしかしたら、世界が滅ぶなんてそんなことあるわけない、馬鹿馬鹿しい与よ太た話だ、と思った方もいるかもしれません。俺も、聞く側の立場だったらそう思ったかもしれない。いや、事実、世界には危機なんか迫せまっていないのかもしれない。でも、それがハッキリするまでは、評議会が正式な決定を下すまでは、迂う闊かつな行動は慎んでほしいんです」

　それが趣旨だ。だが──これだけじゃダメだ。

　委員長が昨日言ったように、この街全員の団結を促うながすには、俺は何を言えばいい？

「まだハッキリしない仮の話でも、俺は最悪の事態は常に想定し備えるべきだと思っています。万全の備えをして、何もないならそれでいい。でも、何もしていないところに最悪の事態が起こったんじゃ洒落しやれにならないから」

　そう、仮の話だ。仮に、今はそれでいい。むやみに不安を煽あおる必要はない。必要なのは不安じゃない。団結する意志だ。

「だから、最悪の事態を想定した仮の話をします。仮に、あの塔がリセットボタンだってのが本当だった場合の話です。

　当然、世界が始まりに戻れば、みんないなくなる。死ぬ、ってことです。いや、死ぬより酷ひどい。存在しなかったことになるんだから。

　みんながこれまでしてきた冒険も、培ってきた友情も、絆きずなも、恋も、何もかもが。そんなこと、絶対に許しちゃいけない。俺はそう思ってます。

　いや、させない。そいつが世界を滅ぼすなら、俺はそれを阻止したい。

　俺は、この世界が大好きだから」

　そこで一度言葉を切って、俺はカメラにさらに強い視線を向けた。

「俺たちが住んでいた世界では、冒険は物語の中だけにしかありませんでした。だから、正直、この世界に来てからは戸惑いっぱなしで……。

　でも、学院の先生方も、仲間たちも、他のパーティの人たちも、ご近所の人たちも、商店街の人たちも、みんなすげえ親切に冒険のイロハを教えてくれました。だから、見知らぬ世界でも心細くはなかったし、冒険も、毎日の生活も、とても楽しかった。

　そんな生活の中で、俺は、目の前に道を塞ふさぐ障害があるなら、打ち倒して進む、それが冒険者の正しい姿だって教わりました。また、起こりうるトラブルに備えるのも、冒険者のあるべき姿だ、とも。

　この世界が冒険者の世界だというなら、現役を退しりぞいた人たちも冒険者としての魂たましいを持っているなら、この事態を楽観するなんてできないはずです。

　そして、この危機を放置して、滅んでいいなんて思わないはずです！」

　ふと、昨夜のシェリスの涙が脳裏をよぎった。

　いずれこの世界から去ろうと考えている俺に、果たしてこんなことを言う資格があるのだろうか、と。

　──いや。

　だからこそ、だ。

　笑顔で別れるとまではいかなくても、せめて、お互いの将来の幸せを願うことができなければいけないと思う。

　みんなが、大事な人たちが、この世界でならきっと楽しくやっていける、そう思えなければ、帰るなんて選択肢は選べないじゃないか。

　俺は湧わき上がった雑念を振り払うように、拳こぶしを振り上げた。

「みんな、大事な人がいるはずだ！　子どもとか、孫とか、親とか、奥さん旦だん那なさん、恋人、兄弟親友お隣りさんお客さん、誰でもいい。そういう人たちと、今と変わらない毎日をずっと過ごしたいって思うだろ!?　俺も、昨日仲間にそう言われた。

　でも、もしあの手記の内容が本当なら、放ほうっておけば世界は滅びる。

　その毎日が、過去も、未来も、何もかも消し飛んでしまう。

　そんなの、冗談じゃない！

　でも、奇跡も救いも、待ってるだけじゃやってこない。だったら、こっちから駆け寄って手を伸ばすのが冒険者の生き様なんじゃないかって思う。

　思い出してほしい。この世界の人間は、みんな冒険者だ。それは現在とか過去とかの話だけじゃなくて、最初の冒険者である始祖の血と魂たましいを受け継いでいるって意味で、だ。それを忘れないでほしい。それは、今開催されている学院祭の本来の意味で、冒険者のなんたるかの根幹であるはずだから。

　冒険者諸君！　俺たちは、この世界を本当の意味で勝ち取らなければならない！　かつて、始祖や救世主たちがそうしてきたように！

　だから！」

　俺は、振り上げた拳もそのままに、カメラに真剣なまなざしを向けた。

「連合を組みましょう！

　最強決定戦にエントリーするような上位のパーティでさえ、クエストをクリアするためには、他のパーティと力を合わせるのです。

　未み曾ぞ有うの危機に対して、俺たち個々の力はあまりに無力かもしれない。でも、連合を組むことで、少しでも対処できる可能性が生まれると俺は信じています。

　だから俺は、ゲームガルドの全住人で連合を組むことを提案したい！　お願いします、俺たちと一緒に戦ってください！」

　一呼吸おいて、熱くなってきたトーンを少し落とす。

「とはいっても、何も全員が武器を持って戦えってことじゃないです。でも、戦闘ができない人でも、例えば食事の用意や武技防具の制作や手入れなど、戦う人を支えることができるはず。そうでなくても、応援してくれたり、みんなの無事を祈ってくれるだけでもいい。それだって、充分誰かを奮い立たせることになる。それも立派な戦い方だと、俺は思ってる。必要なのは、みんなが同じ目的を持って、協力し合うことです。そして、今は、一致団結して軽けい率そつな行動を取らないこと、これが一番重要なことです」

　と、そこまで言ったところで、バン！　と教室のドアが開けられた。

　何ごとか、と教室内にいる全員の視線がドアに集中した。もちろん、カメラも。

「貴方あなたは、ティーナの……」

　ドアを開けたのは、古びた防具を着て、両手持ちのウォーハンマーを手にしたティーナの父、ドワーフのドナン・ディアボラ氏だった。

「テレビジョンを見て大急ぎで来たんでさ」

　息を切らせて、ティーナの親父おやじさんは言った。

「歴代の救世主様たちを陥おとしいれたヤツとやり合うってのは本気ですかい？」

　その眼光に少し気け圧おされつつ、俺はうなずいた。

「ええ。こっちにその気がなくても、おそらく向こうが手を出してくる。無抵抗でやられる気はないです。だから、返り討ちにするつもりです」

「へへっ、それを聞いて安心しやした。このドナン・ディアボラ、戦列の末席に加えてくだせえ」

　そう言って、ティーナの親父さんは俺に頭を下げた。

「娘から色々聞いておりやしてね。あっしは、あの墳ふん墓ぼで古代の救世主様に大変な無礼を働いちまいました。死んでなお、本当の救世主様に託すべく一〇〇〇年も守り続けていたものを、知らぬこととはいえ、持ち出しちまった。許されることじゃねえ。あっしは、あの墳墓の救世主様に償わなきゃならねえんでさ」

「だから、仇かたきを取りたいと？」

「へえ。それに、そのことで娘にもずっと迷惑をかけてきやした。でも、その娘が、救世主様のおかげでようやく陽ひの当たる道を歩み始めたんでさ。なのに、それをなかったことにするなんて冗談じゃねえ」

　常に腰が低い物言いのティーナの親父さんの目に、怒りの色が光った。

　同じ目を、最近見た気がする。『水晶の寺院』でネアが掠さらわれたとき、ネアを守ろうと剣を抜いた杏あん奈なの目も、こんな感じだった。

　雛ひなを守るため、天敵にさえ逆襲する親鳥の目だ。

「そんなわけで、お願ねげえしやす。捨て駒ごまでもなんでも、使ってやってくだせえ」

「ありがとうございます。でも、捨て駒なんかダメです。俺、仲間が死ぬのって大嫌いなんで。そして、俺、ゲームガルドの人は全員仲間だと思ってるんで」

　俺は、カメラに視線を戻した。

「まあ、なんていうか……」

　いかん、想定外の出来事に、ちょっと調子が狂った。

「とにかく、今から武器を持ったりする必要はないです。今は、事態がハッキリするまでクエストを解くような行動は慎む、ってだけで充分です。強いて言うなら、あとは戦う覚悟を決めておいてください。俺が言いたかったのはそれだけです」

　目で、コルネさんに合図する。

　コルネさんはうなずくと、カメラの枠の外から、

「以上で、救世主様からの緊急告知を終了します。このあとは、予定通りイルダーマナ学院の学生さんたちの出し物の盛り上がりを中継いたしますので、お楽しみください」

　とアナウンスして、カメラマンに一度カメラを切るよう指示を出した。

「ありがとうございました」

　そう言って、俺はコルネさんたち撮影クルーに頭を下げた。

「いえいえ、こちらこそ。こんなお願いなら大歓迎ですよ？　救世主様のゲームガルド全住人連合宣言なんて、ある意味独占スクープですし、何より報道が世界のために貢こう献けんできているわけですから」

　俺はもう一度、コルネさんたちにありがとうございます、と言って、ティーナの親父おやじさんにも頭を下げた。

「今は、まだ武器も防具も必要ありません。でも、一戦交えるときには、遠慮なく戦力に組み込こませてもらいます」

「へへ、お願いしやす」

　ぎらり、とティーナの親父さんの目が光る。なんでこう、冒険者はこういう目をするのかねえ。

「ヨシヤー」

　緊張感が解けたことを察知したのか、ネアが駆けてきて俺に飛びついた。

「カッコよかった！」

「いや、それほどでも」

「ヨシヤ、あのカメラ？　もっと近くで見たい！」

　あ、カッコいいってそっちですか。

「あの人たちはこれからまだお仕事があるからダメだよ。今度見せてくれるようにお願いしてみるから」

「みゃう……」

　とうなずきつつも、ネアは未練たらたらの顔だった。まあ、気持ちはわかる。カッコいいよな、あのカメラ。ロケットランチャーみたいで。

「お疲れ様」

　杏あん奈なも、歩み寄ってくる。

「ドナンさんも、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「あ、いえ、これはご丁寧に」

「せっかくですから、学院祭を見て行かれては？　ティーナさんたちのメイド喫きつ茶さも、面白い魔法の使い方をしていて評判みたいですし」

「はあ。娘が嫌がらなきゃいいんですがね……」

　と、そんな平和なやりとりをしているところに、

「学院長！　大変です！」

　ネアを受け持ってくれているタニア先生が慌あわてて駆け込こんできた。

「あらあら、タニア先生。どうしました？」

「それが……今の救世主様の呼びかけに、一緒に戦うんだと名乗りを上げる人たちが大挙して校門のところに……」

　タニア先生の言葉に、コルネさんたちの目がキラーンと光る。

「学院祭の出し物は後回し！　先にそっちを取材しましょう！」

　言うが早いか、撮影クルーは風のような速さで教室を出て行った。

　このときは、大挙と言ってもせいぜい二〇人とか三〇人程度だろうと思っていたのだが、このあと、学院側は急きゆう遽きよ受付を設置して対応しなければならないほどの大おお騒さわぎになった。とりあえず名前だけ記帳してもらったそうなのだが、あとで聞いた話では、その数は三〇〇〇人を超えていたという。

　どうやら、ティーナの親父おやじさんの乱入が呼び水になったらしい。

　ありがたい話ではあるが、なんかこう、自分の行動でそんなにたくさんの人が動いたのかと思うと、嬉うれしい反面、少し怖いな。
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　そのあと、またショー前のダリルを励ましに行き、ドラゴン科の航空ショーをネアと一緒に見て、ティーナたちのクラスのメイド喫茶を経由してシェリスやイルザ、委員長たちのアニマルレストランに腰を落ち着けた。

「聞いたぞ、救世主殿。ものすごいことになっているそうじゃないか」

　干し肉の盛り合わせを持ってきてくれた委員長が笑って言った。

　そして、返事さえしないうちに、

「ああ、一声で何千人も集めてしまうなんて、さすがヨシュア様でございますわ！　やはり、生まれながらにして人の上に立つ資質を備えているんでございますのね！」

　と言いながら踊るような足取りでやってきたイルザが、頼んでもいない猪いのししの野草焼きを俺たちのテーブルに置いた。要するに、ポークソテーに、一緒に焼いたざく切りの野草を添えただけという、超シンプルな一品だ。

「こちらはわたくしの奢おごりでございますわ」

　奢おごられる心当たりがまったくないんですけど。あと、料理を置いたついでに引っ付いてくるのもできればご容赦いただきたい。ほら、杏あん奈なの冷たい視線も痛いし。

「ちょっと、二人とも何をやってますの!?　特にイルザ！　お仕事中ですわよ！」

　シェリスがやってきて注意するが、

「そう言わないでくれ。どうせたいしてお客が入ってるわけじゃないんだから」

「そうでございますわ。わたくしとヨシュア様の愛の語らいを邪魔するなんて……」

「一方通行の愛の語らいなんて、迷惑なだけですわ」

「むっ。もー、毎回毎回邪魔ばっかりして、なんなんでございますの!?」

　そんなやりとりを横目で眺ながめながら杏奈は呆あきれ気ぎ味みにため息をつき、ネアは我関せずで干し肉をガジガジやっている。うん、たぶん、それが一番賢明な対応だ。

「それにしても、すごいものだ」

　委員長が教室の窓から、未いまだに長蛇の列を作って受付に並んでいる元冒険者たちの姿を見やって言った。

「あれだけの人数がいたら、いったい何パーティになることやら」

「ん？」

　委員長の言葉に、俺は首を傾かしげた。

「ちょっと待ってくれ。何も全員をパーティ単位で運用する必要はないだろ？」

　俺の言葉に、委員長も首を傾げる。

「パーティ以外の単位なんてあるとは思えないが」

　あれ……？

「あ！　義よし弥や君、きっとこの世界には『戦争』っていう概念がないのよ」

「そうか……！」

　街が一つだけのこの世界には、国という概念がない。だから、外敵はモンスターに限られ、統制の取れた多数対多数の戦闘がそもそも起こらないのだ。

　ダンジョンからモンスターが街に出てくるのを防いだり開かい墾こん時の警戒態勢を敷く警備隊とかがせいぜいで、おそらく、それもパーティ規模の隊を動かす形で行われているということか。

「確かに、パーティ単位で運用すればオールマイティな小隊ができあがるけど、同じ能力を持った人たちを集めた方が有効な場合もある。例えば、弓使いをたくさん集めて一斉射撃する遠距離攻撃隊とか、最低限の護衛をつけて回復に特化した魔法使いで部隊を構成してフットワーク軽く味方を癒いやして回る救護班とか」

「おお、なるほど……！　その発想はなかった！」

　というか、必要がなかったんだろうけどな。

　だが、となると、力を貸してくれる人たちの編成も運用も、連れん携けいの説明と訓練から始める必要があるのかもしれない。

「でも、慣れない戦い方をしてもらうより、いつものようにパーティ単位で動いてもらった方が力を発揮できるんじゃないかしら」

「どうだろうな。最終的には相手の出方次第というか、どういう作戦を立てるかによるとしか言えないが」

「どうであれ、救世主殿の指示ならみんな喜んで従うさ。今や、クエストを立て続けに解き、異世界の知識でラーメンや温泉をこの世界にもたらした救世主殿と始祖のご息女は信仰の対象ですらある」

「んな大おお袈げ裟さな」

　苦笑してしまうが、委員長はいたって真顔だ。

「何を言っているのだ。だからこそ、救世主殿が呼びかけるだけであんなにたくさんの人が集まるのだろう？」

「それはそうかもしれないけれど、なんだか照れ臭いわね」

「だが、大きな戦いを前にして、信じられるものがあるというのは大きい。救世主殿が必勝の作戦を立ててくれると思えばこそ、士気は上がるというものだ」

「責任重大すぎて逃げ出したくなるからやめてくれ」

　厳しい戦いになることはもうわかりきっている。創世の聖竜なんて仰々しい名前も出てきているのだから。

　つまり、俺の命令一つで誰かが命を落とすかもしれないのだ。

　杏あん奈なのためにも仇かたきは討とうと決意したけれど、そう考えると足が震ふるえてくる。

　と、そんな真面目まじめな話をしている横では、

「もう、いい加減にちてくださいませ！」

「シェリスはいちいちうるさいんでございますわ！」

　シェリスとイルザがまだ言い合いを続けていた。

「これでも食らえ！　でございますわっ！」

「ちょ、何をしますの!?」

　イルザが投げつけたトレイを、シェリスが咄とつ嗟さに腕でガードした。そしてシェリスが弾はじいたトレイは、真まっ直すぐ俺の顔面へと向かってくる。

　あ、うん。こういう場合、そりゃあ運が悪い俺の方に飛んでくるよね。

　そう思いながら、俺はトレイを顔面に受けて、激痛を感じながら椅い子すごと倒れ込こむのだった。
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　少し大おお袈げ裟さだと思ったけれど、保健室で少し休むことにした。トレイによるダメージは杏あん奈ながすぐに魔法で治してくれたのだが、倒れたときに頭を打ったのと、朝からガラでもない演説をやらかしたりして疲れたから、というのがその理由だった。

　保健室にいつも詰めている魔法使いの先生たちが不在だったのは、どうやら俺の演説で集まった人の対応や、出し物をやっている中での急病人などの対応でてんてこ舞いだかららしい。

　杏奈にはもう一回見たいと言うネアとダリルたちの二回目のショーに行ってもらっているし、結果として、俺はしばらく保健室で一人の時間を手に入れた。

　──さて。

　あれだけ派手に演説なんかぶち上げれば、光こう一いち郎ろうも、その後ろにいる黒幕──光一郎の親父おやじも、何かしら動きを見せるのではないだろうか。

　クエストクリアを禁止させないために評議会に手を回すか、あるいはもう少し直接的な手を打ってくるか……。

　学院長の言葉を信じるなら、評議会の意い向こうもクエストクリア禁止に傾かたむいている。となれば、真っ先にやってきそうなのは、この流れを変えること──

　と、そこまで考えたところで、

「ヨシュア殿」

　保健室に、メイド服姿のティーナが入ってきた。ベッドに横になった直後だった。

「あれ、どうした？」

「リムルから倒れたと聞いて」

「いや、確かに倒れはしたけど、もう傷も杏奈に治してもらったし、ちょっと疲れたからサボりに来ただけだよ」

　ベッドの上で、上体を起こしながらそう言って笑った。

「そう。ならよかった」

　そう言いながら、ティーナは俺の方へと歩み寄ってきた。

「喫きつ茶さ店、抜けてきて大丈夫なのか？」

「問題ない」

「あー、ダリルたちのショーが始まってれば、客はそっちに流れてるか」

　俺が何を言っても、ティーナは歩みを止めない。

「おい、ティーナ……？」

　ティーナは俺のすぐ側そばまで来て、その綺き麗れいな右手を俺の頰ほおに添えた。

「ちょ……!?」

　息がかかりそうな距離まで、顔を寄せてくる。いつものように表情の薄いティーナの顔は、しかし、ほんのりと薄紅色に染まっていた。

　着ているのがメイド服なので、露出度的にはいつものビキニアーマーほどの色っぽさはない。

　でも、だからこその非日常感が、妙に胸をドキドキさせた。

「ヨシュア殿。結婚して」

　聞き慣れたそのセリフから、いつになく強い真剣みが感じられた。

「だ、だから、俺を優良物件扱いするのは……」

「してない」

　俺が言い終わる前に、ティーナがハッキリと言い切った。

「もうずいぶん前から、私はヨシュア殿を物件として見るのはやめている」

「え？　それって、どういう……」

「好きだから、結婚して」

　ティーナの顔の薄紅色が、紅色に変わる。俺の顔は、きっとティーナ以上に赤くなっていたに違いない。

「ど、どうしたんだよ、いきなり」

「いきなりじゃない。これまでも、何回も言った」

「そりゃそうだけど……」

　ティーナの顔が、ますます近づいてくる。このままだと、唇が──












「私は、ヨシュア殿と結婚できるなら、他には何も要らない」

「ちょ、待て！」

　俺は、両手でティーナの肩を摑つかんで引き離した。

「な、なんなんだよ、いきなり！」

　まったく、昨夜のシェリスといい、ティーナといい！

「いきなりじゃない。それに、世界が滅ぶような話になってる以上、気持ちは伝えておかないと後悔する」

「いや、まあ、そりゃそうかもしれないけど」

「大丈夫、痛いのは最初だけだし、しかも私だから」

「お前はここで何をするつもりだ!?」

「既成事実を」

「やめろ」

　なんでティーナはこう極端なんだ！

「あのなあ、俺はいずれ自分の世界に帰る人間なんだよ。だから、ティーナとこっちで結婚なんてできないんだよ」

「じゃあ、私もヨシュア殿の世界に一緒に行く」

「はあ!?　何言ってんだ、お前！」

「理屈の上では可能なはず」

「そりゃそうだけど、もう帰ってこられないかもしれないんだぞ!?」

「ヨシュア殿と結婚できるなら、何も要らないと言った」

「本気でそんなこと言ってんのかよッ！」

　思わず、メイド服の肩を摑んでいた。

「委員長たちはどうでもいいのか!?　委員長がどんだけお前のことを心配してきたと思ってるんだ！」

「それは……」

「どうして委員長が俺たちのパーティに固こ執しつしてるか、わからないわけじゃないだろ。もちろん、クエストを先に解かれてばっかりだからってのもあるかもしれないけど、委員長はティーナが活躍してるのが、魔法使いとして評価されてることが嬉うれしいんだよ！　だから俺たちと戦いたいなんて言うんだよ！」

「そう……かな……」

「そうさ！　親父おやじさんだってそうだ！　やっとわだかまりがなくなったんだろ!?　親父さん、今日言ってたぞ。これまで迷惑をかけてきた娘がやっと陽ひの当たる道を進み始めたんだって！　だから、それをなかったことになんかさせてたまるかって！　そのために自分も一緒に戦わせてくれって！」

「……」

「軽々しく要らないなんて言うなよ……。クラスのみんなとも馴な染じみ始めて、一緒にあんなすごい喫きつ茶さ店を作ったりしたんだろ」

「でも」

「言葉に詰まってる時点で、ティーナは要らないなんて言えるほど割り切れてないと思うぜ。そりゃそうだろ、どれもこれも、ずっとティーナが喉のどから手が出るほど欲しかったものだもんな」

「……じゃあ、どうすればいいの？」

　目に大きな涙を溜ためて、ティーナは言った。

「……俺にもわかんねえよ。っていうか、こっちが教えてほしいくらいだ」

　こっちだって、同じ悩みを抱えているんだ。

　でも、そんな気持ちで大切なものを捨てたりしたら、いつかティーナは後悔する。何年後か、何十年後か、それはわからないけど、絶対に。

「あ、悪かった」

　謝りながら、俺はティーナの肩から手を離した。

「とにかく、今は世界の危機が先だ。負けたら、その悩みも全部なかったことになっちまうんだから」

「……わかった」

　指で涙を拭ふきながら、ティーナはうなずいた。

「じゃあ、私は戻るから」

「ああ」

　保健室に一人きりになって、深くため息をついた。

　狡ずるいよなあ……。

　ちょっと、自分が嫌いになる。

　気持ちに事情で答えているんだから。

　俺だって、今はギリギリなのだ。余計なことを考えている余裕はない。けど……もちろん、誠実に考えればああ言うしかなかったとは思うけれど、少しもったいなかったかな、ともチラッと思った。

　運の悪い俺の人生において、シェリスやティーナみたいな美少女が告白してくるなんてこと、きっともう二度とないだろうなあ。





　　　　＊






　その日の夕方、評議会から正式にクエストクリア禁止令が発表された。

　拍子抜けというか、呆あつ気けないくらいだった。

　──何か仕掛けてくるかと思ったのに……。

　逆に気味が悪い。

　その知らせを受けてから、みんなで学院を出る。

　夕ゆう陽ひに伸びる檻おりの壁の影が、街そのものを飲み込こもうとしているようで、不安を搔かき立たてた。

　ここで何も仕掛けてこない理由は、なんだ──？

　考え込む俺の服の裾すそを、ネアが引っ張った。

「帰らにゃいの？」

「ん、ああ、帰るよ」

　そう答えてネアの頭を撫なでて、ふと、

「ネア。毎日、楽しいか？」

　と訊きいた。

　ネアはキョトンとした顔をして、しかし、すぐに笑顔で「みゃう！」とうなずいた。

「みんにゃと会ってから、楽しいことがいっぱいで、ネアは忙しいよ？」

「そっか。それならよかった」

　少し、ティーナの親父おやじさんの気持ちがわかった気がした。

　ずっとダンジョンで一人きりだったネアが、ようやく学院にも慣れて、友達もできるまでになったのだ。

　それをぶち壊そうなんて、許せるはずがない。

「……頑張らないとな」

　俺の独ひとり言ごとに、ネアは不思議そうに首を傾かしげた。

「ヨシュア様ーっ、ネアちゃーん！　どうちましたのーっ？」

　少し先に行ってしまった仲間たちが、俺たちを振り返って手を振っている。

「おっと、急がなきゃ」

　俺はネアと手をつないで、仲間たちに追いつこうと足を速めた。





　　　　＊






　その日の深夜。

　トイレに行こうとベッドから降りて廊下に出た。

　そして眠い目をこすりながら廊下を進んでいくと、たくさんの魔導書を両手で抱えたシェリスに出くわした。

「あれ、シェリス？」

「あ、ヨシュア様……」

　なんだか気まずそうに、シェリスが目を逸そらした。

　いや、こちらとしても、あんなことのあとでは、一対一で顔を合わせるとこっちも気まずさ満点だけど。

「まだ起きてたのか？　っていうか、なんでそんなものを……」

「ええと……」

　シェリスは観念したように、ため息をついた。

「実は、ティーナのお勉強を手伝っているのですわ」

「こんな夜遅くまでか？」

「はい」

　言いながら、シェリスは半開きになっていたティーナの部屋のドアを器用に足で開けた。うーん、俺もたまにやるけど、お嬢様がそれでいいのか。

「ごめんなさい、ティーナ。ヨシュア様に見つかってちまいましたわ」

　部屋の中でうずたかく積まれた本に埋もれて魔導書を読みふけっていたティーナは、顔を上げて、

「何やってるの」

　とため息をついた。












「だって、こんな時間に廊下を歩いてくるなんて思いませんもの」

　いやいや、トイレにくらい行かせてください。

「でも、別に勉強を隠れてやらなくてもいいだろ」

　こんな時間に女の子の部屋に入るのも躊躇ためらわれたので、ドアの前でそう言った。

　なんだかんだいって、補助魔法を覚えてくれと言えばすぐ習得してくれたり、最近では率先して幻覚系の魔法を覚えてくれたりと、ティーナは勤きん勉べんなのだ。

「んー」

　ティーナは少し困ったような顔をして、

「実は、転移魔法の勉強をしていた」

　と白状するように言った。

「転移魔法の？　それって、もしかして光こう一いち郎ろうの転移魔法対策か？」

　ティーナは首を横に振った。

「敵を知るという意味では結果的にそうなるかもしれないけど、違う」

「じゃあ、どうして」

「ティーナは、ヨシュア様とアンナ様の世界に転移する魔法を目指しているのですわ」

「えっ」

　シェリスの言葉に、俺は驚いて言葉を失ってしまった。

「帰るからダメ、というなら前提を覆くつがえす」

「お前なあ……」

　半ば呆あきれたけれど、すぐにらしいかもしれない、と思い直した。

　シェリスもティーナも、どんなに落ちこぼれ扱いされても諦あきらめなかったのだから。ずっとずっと、努力を続けていたのだから。

「……諦めの悪さはイルザ並みだな」

「失礼な。イルザなんかに負けない」

「そうですわ！　負けませんわ！」

　ティーナとシェリスは、顔を見合わせてうなずいた。

「別の世界への転移なんて、難しいことはわかってる。たぶん、ほぼ不可能。でも、私の魔力なら、理論さえ完成したら、もしかしたら可能かもしれない。私だけでは無理でも、私を中心に大規模な儀式を構築すれば、なんとかなるかもしれない。そう思ったから」

「それで、わたくちもこうちて魔導書を運んだり、お茶や夜食を持ってきたりしてお手伝いをしているのですわ」

　ああ、そうか。ティーナは自分の部屋に入りきらない魔導書を、となりの空き部屋に置いて保管してるんだったっけ。

「それに、敵を倒したからって帰る方法が聞き出せるとは限らないから」

「最悪の場合、ティーナの魔法が唯一の手段になるかもちれませんわよ？」

　シェリスとティーナは、そう言ってイタズラっぽく笑った。

「お前ら……」

　なんか、ちょっとじーんとしてしまった。

「ホントは、ダリルも手伝うって言ってまちたのよ？　でも、さすがに今日はショーで疲れちゃったからって」

　そりゃまあそうだろうな。運動量的にも、緊張度的にも。二日目だからって、慣れるってこともないだろう。結局、今日だって登校のときに自信を持たせるのに一苦労だったりしたのだ。

「なんていうか……ありがとうな」

「お礼を言われるには早い。まだ始めたばっかりでなんの目め処ども立っていないし、最終目標が達成できる可能性は限りなく低い」

　そう言って、ティーナは少しうつむいた。

「っていうか、お礼なんか言ってもらうと、逆に困る」

「え？　いやいや、言うだろ、普通は。動機はどうあれ、最悪の場合を考えてくれてるんだからさ」

　だが、シェリスも首を横に振った。

「わたくちもティーナも、今でもヨシュア様とアンナ様には帰らないでほちいって思っているのですわ」

　申し訳なさそうに、シェリスが言った。

　うん、気持ちはわかる。わかりすぎるほど、わかってしまう。

　俺と杏あん奈ながいずれ来る別れについて話していたように、シェリスたちもその問題について、前々から話し合っていたのかもしれない。

「もしかしたら、私がやろうとしていることは、私たちの敵と同じなのかもしれない。異世界への転移が可能になれば、きっとどっちの世界もおかしくなってしまう」

「ティーナ……」

「でも、知ったことじゃない。そんなことで恋する乙女を止められると思われては困る」

「同感ですわ！」

　ティーナも、シェリスも、少し照れ臭そうに、しかし、屈託なく笑った。

「まったく……」

　苦笑いして、頭を搔かく。こちらとしても、照れ臭くて逃げ出したくなる。

「同じじゃないだろ。私利私欲のためにやってる敵とは、全然違うと思うぜ」

「うん」

「ですわね」

　あらためて、許せないと思う。

　彼女たちの気持ちも、俺たちがこれまで一緒にやって来た日々も、何もかもをなかったことにしようとしていることが。

　最終的に俺たちがどうなるにせよ、それは俺たちが決めることだ。誰かに滅亡させられるなんて、冗談じゃない。

「……ありがとう」

　もう一度、言った。

「だから、これはヨシュア殿たちのためじゃなくて……」

「いいんだよ。俺が言いたいから言ったんだ」

「……でも」

「動機がどうあれ、結果として俺にとっても役に立つかもしれない魔法を研究してくれてるなら、俺からすればありがとうになるんだよ。だろ？」

　照れで理屈っぽくなってしまったけれど、やはりここはありがとうだと思う。少なくとも、ごめん、ではない。そんな気がした。

「ふふふ、ですわね」

　シェリスはそう言って笑い、ティーナはほんのりと頰ほおを染めて視線を泳がせた。

「お礼は、異世界に転移できる魔法が使えるようになってからでいい。何十年かかるかもわからないのに、先にお礼だけもらうわけにはいかない」

「なるほど、それも一理あるな」

「確かに、その通りですわ」

　くすり、と三人で笑い合う。

「さて、熱心なのはいいけど、あんまり根を詰めるなよ。ティーナだって、学院祭で魔法使ったりして疲れてるだろうから」

「うん。そろそろ終わりにして寝るつもりだった」

「そっか。あ、ところで、俺たちの世界に転移ってのはさておき、転移の魔法そのものは覚えられそうか？」

　ティーナはこくりとうなずいた。

「たぶん」

　ってことは、まだ目め処どが立ってるわけじゃないってことか。

「覚えたらその魔法の詳しい性能を教えてくれ。今は、魔法の一つでもなんでも、少しでも戦力が欲しい」

「わかった」

「世界が滅んだら、転移も何もありませんものね」

「そういうことだ。じゃあ、お休み」

　そう言って、俺はティーナの部屋から離れた。

　──頑張らなきゃな。

　この努力を、ムダにさせてはならない。させる気はない。

　そう決意を固めつつ、俺はトイレへと足を速めた。





　　　　＊






『風の月三〇日

　今日の夕方、正式に「始祖の手記の真しん偽ぎが確定するまで、クエストクリアを全面的に禁止する」という通つう達たつが出された。

　とにかく、一安心だ。今後は手帳の鑑定など、調査協力が求められるだろう。

　ただ、評議会の上層部に光こう一いち郎ろうと通じている者がいるかもしれない以上、手帳は預けるわけにはいかない。内容は全部公開したし、今日の新聞にも俺たちの話を元にした全文が掲載されているからいつでも参照はできるが、オリジナルの手帳にはまだまだ隠された何かがあるかもしれない。例えば日本語で読まなければわからない暗号が隠されているかもしれないし、あぶり出しで書かれた文章がどこかのページにあるかもしれない。

　あくまで仮定だが、もう有あり瀬せさんのスマホと同じ過ちは繰り返せない。

　事態がここまで動いているのだから、慎しん重ちようには慎重を期した方がいい。ダンジョンで監視されているのみならず、もしかしたら、この『冒険の書』だって光一郎やヤツの親父おやじに見られているかもしれないのだから。

（中略）

　あらゆる意味で、責任が重い。

　でも、あれだけの人が俺の呼びかけに応こたえてくれたんだから、俺はみんなに応えなきゃならない。そういう意味でも、迂う闊かつなミスなんかで状況を不利にするわけにはいかないのだ。』





第四章▼　氷の魔神防衛作戦




　翌日。

　学院祭の最終日だが、なおも武ぶ闘とう典てん礼れい──最強決定戦の再開の目め処どは立っていない。それどころか、校庭への立ち入りも全面禁止されたままだ。

　ただ、だから学院祭が盛り上がっていないかというとそんなこともなくて、今日も俺の呼びかけに賛同して一緒に戦うと申し出てくれる人がすでに朝から列を成していた。まるで、救世主と一緒に戦うと名乗りを挙げることが、学院祭の意義であるような空気が、ゲームガルドの街中に流れているようだった。

「なんか、大ごとになりすぎじゃないか？」

　今日も今日とて、もう何度も成功させているはずのショーに出演するのを不安がるダリルを激励して、その後、ドラゴン科の教室の窓から外を眺ながめつつ俺は呟つぶやいた。

「あら、これは貴方あなたが望んだことなのではなくて？」

　小さく笑いながら、少し意地悪さを感じる口ぶりでマリアベルが言った。まあ、きっと悪気はないんだと思う。こういう物言いをするドラゴン女子なのだ、マリアベルは。

「あまりに効果が高かったので、当の本人が一番驚いているのよ」

　杏あん奈なまでがそんなことを言う。

「当たり前だ。あんなガラでもない演説で、だぞ？」

「ヨシヤ、カッコよかったよ？」

　うん、ネア、お前がそう思ったのはカメラだよな？

「貴方はご自身の人気を自覚なさっていらっしゃらないのね」

「なんで俺に人気なんかあるんだよ？　そりゃクエストはいくつか解いたけどさ」

　委員長もそんなことを言っていたけど、どうにもピンとこないんだよなあ。

「それだけじゃないでしょう？　冒険者を辞めようかと思っていた女の子に手を差し伸べて、父親が倒れてお金がなくて困っているその子の家を助けるために奔ほん走そうしたエピソードは、ラーメンと一緒にゲームガルド中に知れ渡ったのよ？」

「そ、そういえばそんなこともあったな……」

「しかも、温泉のオープンの日に、公衆の面前で、全員の罪を被かぶろうとして男気を見せたのはどこのどなただったかしら？」

「……」

　どこの聖人君子だよ、その馬鹿野郎は。

「まあ、世界が滅ぶかもしれない、なんて不安なことを言われたら、人は何かにすがりたくなるものよ」

　杏あん奈なが笑いながら、からかうように言った。

「あら、他人事みたいに言うのね。始祖のご息女もかなり当事者だと思うけれど。しかも、謀殺された両親の仇かたきを討とうとしている悲劇のヒロインでしょう？」

　うっ、と杏奈が言葉に詰まった。

「人望も実績もある英雄が、始祖の娘という旗はた印じるしと、世界を救うという大義名分まで手中に収めているんだもの。どう考えたって身を寄せるなら一番安心できるところだわ」

　マリアベルの言葉を聞いて、ふと、不安に駆られた。

「……ある意味、俺たちって危険人物なんじゃないか？」

「そうね。政治的な発言をし始めたら、暗殺されかねないわね」

　だよなあ。やっぱそう思うよなあ。

　評議会の人たちがどんな人なのかはよく知らないけど、普通は一声でこれだけの数を動かせるような人間は怖がるよな。ちょっと煽あおったら革命やクーデターだって起こせちゃいそうだし。

　うへえ、怖いな。

「世界の危機が去らない限りは大丈夫よ、きっと。あの手記が正しいのなら、ヨシュアさんは切り札なのでしょう？」

　それも、全然ピンとこないんだけどな。

「狡こう兎と死して走そう狗く煮らる、ね」

「それ、あれだろ。敵が滅んだら英雄は用済み、みたいな」

「あら、よく知ってるわね。国家にとって、良い英雄は死んだ英雄だけ、ということよ」

「縁起でもねえこと言うなよ……」

　なんか、世界の危機が回避できたら始末されそうじゃねえか。

　と、ネアが俺と杏奈の服を引っ張った。

「アンニャ、ヨシヤ。ダリルが飛ぶのはまだにゃの？」

「ん？　昨日も見たんじゃないのか？　また見たいのか？」

「みゃう！」

「あら、いけない。わたくしも行かないと。お先に失礼しますわ」

　マリアベルは大おお慌あわてで教室から出て行った。

「俺たちも行くか」

「そうね」

「みゃう！」

　俺はネアの右手を、杏奈は左手をつなぐ格好で、俺たちもドラゴン科の教室をあとにした。





　　　　＊






　お昼の少し前に、俺と杏あん奈なとネアは学院長に呼び出された。正確には、呼ばれたのは俺と杏奈で、ネアはくっついてきただけだが。

　用件の見当はついている。

「手記について調べたいんですよね」

　クエストクリア禁止令の議論も終わったとなれば、そして今日でお祭りも終わるとなれば、そういう話になるのは当然だ。

　学院長は微笑ほほえんで、

「相変わらず、話が早くて助かります。手記の年代測定や、素材の鑑定、その他、魔法を用いて色々調べてみたいという要請です」

　そう言いながら書類の束を机でトントンと揃そろえた。

　内容ではなく、物品としての検証か。まあ、本物か偽物かの判別を先に確定させてしまった方がいいよな。

「ヨシュアさんたちは、手記のいかなる調査にも立ち会いたいということでしたので、日程の調整が必要かなと思いまして」

　その書類の束が手渡される。

　受け取った書類には、手記の鑑定や調査を要請する旨と、そのための施設の名前やスタッフの名簿などが事細かに記載されていた。

　そして、俺たちが出さなければならないという立ち会いの申請書と、手記の調査に手記を一時的に供出する同意書などなど。

「今、目を通した方がいいですか？」

「早いに越したことはありませんが、重要な案件ですから、今すぐとは言いませんよ。今日中にお返事を頂けるのが理想ではありますが」

「わかりました」

　そんな話をしていたところで、ドアがノックされた。

「失礼します」

　そう言って入室してきたのは委員長だった。

「どうしました？」

「はい、救世主殿がこちらと聞きましたので」

　おや、俺に用があったらしい。しかも、わざわざここまで来るんだから緊急なのか。

「何かあったのか？」

「あったというか、あるかもしれないというか、……いや、あったはあったのか」

「なんだよ、ハッキリしないな」

「すまない。実は、どうやら氷の魔神の潜むダンジョンが特定されたらしいのだ」

「マジか!?」

「ああ。昨日、クエストを解こうと息巻いている大人たちがいるらしいと言っただろう。そのパーティが、『北風の魔宮』というダンジョンでそれらしいモンスターを見たらしい。それで、一度態勢を立て直そうと街に戻ってみたら救世主殿の呼びかけで騒然となっていて、氷の魔神に挑むのはやめておこう、ということになったのだそうだ。そんな話を、さっき来た客がしていたのだ」

「危ねえなあ」

「ギリギリ間に合ったのね。よかったじゃない、あの演説、ちゃんと功を奏していて」

　まったくだ。

「それから、そのダンジョンで、彼らは妙な文言が刻まれたプレートを見たと言っていた」

「プレート？」

「壁にはめ込こまれていたそのプレートには、『氷の魔神、其そは天使の住まう里への道を守る』と彫られていたそうだ」

「天使……」

　なんのことだろう、と頭を捻ひねる。

「どういう意味かしら？」

「わからん。だが、もしかしたら氷の魔神を倒すためのヒントかもしれないな」

「そもそも、天使──天の使いとはなんだ？」

「さあ、なんでしょう……？」

「にゃんだー？」

　委員長と学院長が首を傾かしげた。ネアも首を傾げたが、おそらくは委員長たちの真ま似ねをしたのだろう。

「何って、ネアはともかく、二人も天使を知らないのか」

「義よし弥や君、無理もないわ。この世界には私たちの世界の宗教はないのよ。始祖を始めとした祖霊信仰主体のゲームガルドでは、概念自体ないかもしれないわ」

「あ、そうか」

　ポン、と思わず手を打っていた。

「天使というのは、私たちの世界の宗教で信じられている神様の使いのことよ。翼がある人間として描かれることが多いわね」

「頭の上に輪っかがあったりな」

「輪っか……？　ふむ、よくわからないが、有翼人ということか」

「俺たちの世界では神聖な存在とされてるけど、まあ、その理解で問題はないと思う」

「それが氷の魔神とどう関係してるのかしら？」

「それはわかりませんけれど、考える必要もないのではありませんか？　わたくしたちはそのクエストを攻略しないと決めたのですから」

「確かに」

　俺はうなずいて、

「むしろ、問題は、その氷の魔神をどう守るか、ってことかもしれない」

　と言った。

「「「え？」」」

　杏あん奈なと委員長と学院長が不思議そうな顔をした。一方、ネアは学院長室にも設置されているテレビジョンの水晶玉に「かっこいーにゃ」と興きよう味み津しん々しんだった。

　そんなネアに「大人しくしてなさい」と釘くぎを刺しつつ、

「街が正式にクエストクリア禁止を決めたなら、敵はなんらかの手を打ってくるはず。手下を使うか、あるいは光こう一いち郎ろうが直接氷の魔神に挑むことだって考えられる」

　と説明した。

「そうか……！　確かに、それはありうる話だ！」

「では、そのダンジョンの周辺まで急ぎ開拓を進めて、警備を厚くするよう進言しておきます」

「お願いします。ただ、問題は──」

「あの転移魔法ね」

　俺の言いたいことを、杏奈が言ってくれた。

「ああ。入り口で警備を固めても、ほいほい転移されたんじゃあな」

「ふむ……敵は転移魔法を得意としているのか。それはなんとかしなければな」

「あ、ほら、この前、屋敷に転移魔法無効化のセキュリティを施ほどこしてもらったじゃない。あれをダンジョンにも施せないかしら」

「あ、なるほど」

　名案だ、と俺も思ったのだが、委員長と学院長は渋しぶい顔をしていた。

「それは難しいのではないだろうか」

「え？　そうなのか？」

　委員長の言葉に、俺は首を傾かしげた。

「はい」

　と、学院長がうなずいて、

「わたくしは魔法の専門家ではないので詳しくはわかりませんが、ダンジョン規模の広さをカバーして、しかも転移のような高度な魔法を阻害するとなると、かなり難しい儀式が必要になるでしょう。儀式にかかる時間も相当なはずです。その上、それをモンスターの出る危険なダンジョンでやるとなると……」

　そう説明してくれた。

　難しい、のか──。

　屋敷のセキュリティをやってもらったときは、あっという間だったんだけどなあ。

「まあ、一応プロに訊きいてみよう。学院長、典でん話わでリック・ヘンドリーを呼び出したいのですが」

「わかりました。どうぞ、使ってください」

　差し出された携帯典話を受け取り、

「ちょっと学院長室まで来てくれないか」

　と一方的に呼び出し、事情を説明した。

「なるほど」

　歯をキラーンと輝かせながら学院長室に飛び込こんできたリックは、俺の話を聞いて、

「つまり、ダンジョン丸ごと転移魔法を禁止する手段を、我々ヘンドリー商会に用意させたい、ということだね？」

　と言った。ボロボロの服にゾンビメイクで。

　っていうか、なんでそんな格好なんだ。

　村人クラスではゾンビ喫きつ茶さでもやってんのか。でも、この世界だとゾンビって雑魚モンスターだから意味合いも違うよな。杏あん奈なだけは露骨に「ひいっ」とか言ってるけど。

「いや、そこまでは言ってないんだが。そういうのができそうな専門家に話が聞けたらいいなって程度で」

「そこは頼ってもらわないと！　困ったときにはヘンドリー商会！　ヨシュア君が必要としてることならやってみせるよ！　伊だ達てに救世主様御ご用よう達たしを名乗ってないからね！」

　いやに自信満々だな。

「まあ、より正確には、父や幹部たちを説き伏せてみせる、だけどね。こう見えて、僕は口先だけでこの先もしっかり生きていくつもりだから、そのくらいのことができなくてどうするっていう」

　自信満々にそれを言うのもどうなんだ。

「どうでもいいから、そのメイクを落としてきてくれないかしら……」

「確かにその顔はちょっと落ち着かないけど……で、具体的にどうにかなりそうな当てでもあるのか？」

「どうだろうね。よく知らないけど、結局のところ、生活の必需品である典化製品だって儀式を回路化することで動いてるんだから、転移魔法を無効化する儀式だって回路化は可能だと思うよ。理論的には」

「でも、すごくお金がかかるんじゃありませんか？」

「いえいえ、学院長。ざっくり暗算しただけですけど、たぶん、その儀式が可能な魔法使いを集めて、守るための護衛を一人一人につけて、なんてことをやる日当だの危険手当だの技能手当だの弁当代だの、あとは最悪失敗するリスクまで考えれば、ダンジョンで儀式をやるのと、代わりに装置を開発するのと、かかる費用は同じくらいなんじゃないかな」

「で、その金額は？　俺たちに払える程度の額なのか？」

「あ、無理無理。これまでの報奨金を全部出してお屋敷を売っても、いいとこ七割に届くかどうかって感じだね。それに、予想外に増えることがあっても減ることはないから」

「俺たちがやるべきことは金策か……」

「何言ってるのさ。世界の危機だってのにそんなことは言ってられないって。ヘンドリー商会で出すよう僕が説得するよ」

「やけに気前がいいな……」

　この商売人がこんなことを言い出すと、裏がありそうで怖い。

「そうでもないよ。世界を救うために資金と技術を提供するヘンドリー商会！　って好感度すごいでしょ？　ヨシュア君のあの演説の直後となれば、さ」

　なるほど、確かにそうかも。

「それに、危険がないとなれば、ヨシュア君に協力するって名乗りを上げた魔法使いは格安で手を貸してくれるだろうし、その理屈で協力を募れば、資金を出すって名乗りを上げる商会だって結構あると思うよ」

「本当に、そういう頭の回転の速さだけは超一流ね」

「お褒めにあずかり光栄だよ、アンナさん！」

　褒められて機嫌をよくしたのか、リックは握手を求めて杏あん奈なに歩み寄った。

　あ、バカ、その格好で杏奈に近づいたりしたら──

「ちょ、そのメイクで近寄らないでっ！」

　どん。

「ぎゃっ!?」

　思いっきり突き飛ばされて、リックはごろごろと床を転がり、壁に激突した。

「ひ、酷ひどいなあ……」

「こいつがホラー系苦手だってことはお前も知ってるだろうに……」

　肩をすくめる。

　まあ、いつもはそういうのって俺の役回りだから、代わってくれたんだと思って感謝しておくことにするか。

　とにかく、今回はリックの家の力を借りるとしよう。そう考えながら、俺はリックに手を差し伸べ、助け起こした。
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　午後。

「一回使い切りで構わないのよ！　急いで！」

「オリハルコンが足りねえ！　高純度のヤツだ！　在庫はないのか!?」

「Ｂ班で余ってるって言ってたわよ。それより、マンドラゴラとアルラウネの蕾つぼみは用意してないの？」

「Ｆ班、詠唱を開始してくれ！　しくじるなよ！」

　リックに案内されたヘンドリー商会の魔導工房は、ド修羅場だった。

　場に満ちる熱気と喧けん噪そうと緊張感がビリビリと伝わってきて、俺のみならず、杏あん奈なもシェリスもティーナもダリルも、思わず息を吞のんでいた。

　ネアだけは、工房のあちこちに設置された見慣れない装置や、積み上げられた資材の山に興きよう味み津しん々しんだったようだが。

　広くて雑然とした工場のような空間で、数十人、もしかしたら一〇〇人を超える人たちが作業に従事していた。

「来たわね。もう頼まれた物は作り始めているわ。さ、救世主様、こちらへ」

　出迎えてくれたのは、ヘンドリーマジックショップ・エルフ街店の店長さんだった。

「店長、お疲れ様」

「御おん曹ぞう司しこそ、ご案内ご苦労様でした」

　そんなやりとりを聞きながら通されたのは、こぢんまりとした会議室だった。

「これから、今作っている簡易型儀式代行装置の説明をします。皆さん、おかけになってください」

「それにしても、どうして店長さんが？」

　勧められた椅い子すに腰を下ろしながら、訊きいた。

「私も魔法使いの端くれですからね」

　ああ、そういえば、この人も魔法使いでマジックアイテム作るの得意なんだっけ。特注のタリスマンをパパッと作ってくれたりしたもんなあ。

　店長さんは俺たちが全員座るのを待って、円卓の上に地図を広げた。

「これは氷の魔神がいるという『北風の魔宮』の地図です」

　地図を見る限り、『北風の魔宮』の構造は比較的シンプルだった。大掛かりな罠わなも仕掛けも発見されていないらしい。

　四隅に塔があり、ほぼ真四角。

　氷の魔神が見つかったというのは、その真四角のほぼ中央だった。

　店長さんは地図上のほぼ中央、氷の魔神の部屋のすぐ近くを指さした。

「この地点で装置を作動させてもらいます。誤差はせいぜい一〇メートル四方、なので、この部屋内のどこかで起動させれば転移阻害の効果は発動します」

「装置はどのくらいの大きさになるんです？」

　それによって、運搬の手間も変わってくる。

「少し重くはなると思いますが、背負って運べる程度まではなんとか小型化できました。あくまで設計段階では、ですけど」

「本当に？　信じられない……」

　ティーナが驚いた顔をした。

「確かに、ダンジョン全部をカバーする儀式をそのサイズにまとめるなんて、すごいとちか言いようがありませんわ」

　店長さんが得意げに笑った。

「そりゃあ、各商会トップクラスの魔導技師が勢せい揃ぞろいのドリームチームで、しかも採算度外視でやってますもの」

「だとしても、普通はこんな短時間でできることじゃない。作るだけでも大変なはずなのに、小型化までなんて」

　俺の言葉に、店長さんがイタズラっぽく笑った。

「実は、救世主様たちに持って行ってもらう装置の八割は受信機能なんですよ。本体はここにドーンと設置して、こっちで大半の処理を行って、テレビジョンや携帯典でん話わの要領でデータを転送する仕組みです」

「ああ、なるほど」

「たぶん、本体の大きさは、運び出すことさえ困難なサイズになると思いますよ」

　つまり、実際は何一つ小型化してないのな。まあ、それでも今日頼んでもう実用可能なレベルで製作に入っているんだから、それだけで恐るべき技術力なのだろうけど。

「それで、いつ完成しますか？」

「夜通し全力で作業すれば、明日の昼頃にはなんとか」

「早っ」

　思わず言ってしまった。

「本来なら、こんなに早く仕上げるのは無理ですよ。スタッフに無理させることにもなりますし、突とつ貫かん作業は品質にも関かかわりますから。でも、事情が世界の危機を回避するためですし」

「助かります」

　本当に、頭が下がる。

「そのダンジョンまでの開かい墾こんも急ピッチで進められているそうですから、まさにゲームガルドが一丸となってますね」

「これも、ヨシュア様の演説の効果ですわね！」

「どうだろうな。俺が何も言わなくたって危機感持った人はたくさんいたと思うけど」

　俺は、円卓の地図から目を離さないまま言った。

　頭は次にどうするかを考え続けている。

　光こう一いち郎ろうはどう動くだろうか。ヤツにとって、一番いいのは俺たちが動き出す前に氷の魔神を討とう伐ばつしてしまうことだ。

　だが、手下のパスパーとサマーニは、ネアが誘拐されたときの感じでは、飛び抜けて強いという印象は受けなかった。おそらく、個々の能力に関しては、イルザに及およばないんじゃないだろうか。

　光一郎自身がどれだけ強いのかわからないが、そして手下が何人いるのかもわからないが、光一郎と手下だけで氷の魔神を倒すのにどのくらい時間がかかるだろう。

　もし、光一郎が明日の昼までに氷の魔神を討伐できないとしたら、あいつは何を考えるだろうか──。

　当然、ダンジョン全体に転移阻害の魔法をかけるなんて、あいつにとって有益であるはずがない。そして、この動きはヤツに伝わっていてもおかしくない。

　……妨害、してくるだろうか。

「間違いなく、手を出してくるだろうな」

　思わず口に出してしまった俺に、みんなが不思議そうな目を向ける。

「やっぱり、救世主様ご自身で設置に？」

「そのつもりです」

　光一郎が何かを仕掛けてくる可能性を考えれば、俺たちが向かうべきだ。他の人は光一郎の顔も、そもそも何者なのかもよく知らないだろうから。

「何人か護衛をつけるかい？」

　リックが訊きいた。

「今回の作戦は冒険とはちょっと違うから、大人に助けてもらうのだってありだと思うんだけど。もちろん、ヘンドリー商会が腕利きを仲介するよ」

「いや、その人員は、今作ってくれている装置の本体を守るために使ってくれ。俺たちが成功しても、本体がやられたら台無しだ」

「もちろん、それは考えているけど」

「動き回れる俺たちより、移動できない本体の防備を第一に考えた方がいい。俺が敵なら、きっと本体を壊すことを考える。あと、ここの今夜の警備もキッチリ固めろよ？　完成前に襲撃されたんじゃ洒落しやれにならないからな」

「わかったよ。確かに、これだけの人数が関かかわっていたら、どこかから情報は漏れていると考えるべきだろうしね」

「ああ。別に極秘に進めているってわけでもないからな」

　今日の発案でもうここまで進んでいるのだから、必要な人員の確保には形なり振ふりを構っていられなかったはず。

　だったら、情報は漏れているのが前提で作戦を立てるべきだ。

「……ん？」

　情報が漏れている、か。問題は、どういうルートで漏れているか、だ。

「ヨシヤ、どうかしたの？」

　ネアが、首を傾かしげた俺を見上げながら訊きいた。

「いや……ちょっとな」

　俺はウエストポーチから『冒険の書』を取り出して、『北風の魔宮』の構造を地図を見ながら書き写し始めた。

「この地図、差し上げましょうか？」

　店長さんはそう言ってくれたが、

「いえ、大まかな構造くらいは頭にも入れておきたいんで、手で書いてるんですよ」

　そう言って丁てい重ちようにお断りした。

　ざっと地図を写し終えて、俺はその中央部に小さく「×」の印を書き入れた。

「さあ、じゃあ俺たちは帰るとしよう。作業のお邪魔をしても悪いし、ここにいて俺たちにできることは何もない。だったら、さっさと帰って明日の設置作戦に備えるべきだ」

　俺は『冒険の書』をパタンと閉じて、そう言った。

「あ、そうそう。帰りに学院に寄りたいんだけど、いいよな？」
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『風の月三一日

　この地図の「×」の場所で装置を起動させることで、光こう一いち郎ろうの転移魔法をダンジョン内のみとはいえ阻害することができる。

　装置の完成が明日のお昼頃ということだから、作戦の決行は午後ということになるだろう。

　正しよう念ねん場ばだ。リセットボタンにこれ以上近づかせないためにも、何としてもこの作戦は成功させなければ。』
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　夜。

「……以上が、明日の作戦だ」

　夕食の席で、俺は青椒肉絲チンジヤオロースを食べながら、かいつまんで説明した。

　それにしても、この青椒肉絲は美う味まいな。タケノコとピーマンのシャキシャキ感を楽しんでいるうちに肉の旨うま味みが口いっぱいに広がって、タケノコの香りと微かすかなピーマンの苦みが味をしっかり引き締めてくれて。白いご飯が進みすぎて困る。

「なるほど、それで学院に寄ったのね」

「でも、そんな単純な作戦、上う手まくいきますの？」

「仮に不発でも、別にこっちにデメリットはないからな」

「確かに」

　三杯目のご飯に青椒肉絲をぶっかけながら、ティーナがうなずいた。

「でも……、もし、あたしたちが行く前に氷の魔神を倒されちゃったら……」

「ダリルさん、それは考えても仕方がないわ」

「そのときはそのときだな。最善を尽くしてダメなら、気持ちを切り替えて、まだ塔には到達しないことに賭かけるしかない」

「……そうですね……」

「ダリル、元気にゃい？　アンニャのお料理、いっぱい食べれば元気ににゃるよ？」

　食べる手を止めて、ネアがダリルの顔を見つめた。

「あ、大丈夫です。ちょっと不安になっただけで……でも、もう平気です……」

　ダリルはネアに笑って見せた。

「ダリルは飛べるしー、アンニャのご飯は美お味いしいから大丈夫！」

　飛べることとか関係あんのか、とは思うが、ネア的には会心の発言だったらしい。ネアはにまーっと笑って、また青椒肉絲を食べ始めた。

「ネアはピーマンも食べられるんだな。偉い偉い」

　実は俺は昔、ピーマンは嫌いだった。ネアと同じ歳としの頃は、見たくもなかった。苦いし。食えるようになったのは中学生になってからだったかなあ。

　まあ、たぶん、この青椒肉絲に小学生の頃出会っていたら、即、好きになったような気もするけど。

「ネアはピーマン好きだよ？　アンニャのピーマンの肉詰めも好きー！　でも、これが一番好き！」

　そうかそうか。でもお前、肉詰め食ってるときは肉詰めが一番好きって言うだろ。

「のんきねえ、もう」

　杏あん奈なが呆あきれ顔がおで言った。

「今から気張ってたってしょうがないしな。そういう意味では、ネアを見習った方がいいと思う。それはそうと、手記の検証、明日は無理だから明後日以降にしてもらわないとな」

「そうね。書類にはもう目を通しておいたけれど、特に問題はなさそうだったわ。今日中に必要なものには署名もしてしまいましょう？」

「そうだな」

「研究者は早く実物を調べたくてウズウズしてると思う」

「こっちとしても、早く本物だと証明してもらいたいんだけどな」

　そうしてもらった方が、今は疑ってる人たちをこちら側に動かすことにもなる。

「でも、待って頂くほかありませんわね。それを調べている間にクエストを解かれてちまっては元も子もありませんもの」

「ですね……」

　ダリルがまた浮かない顔をした。うーん。不安なのはわかる。だが、ダリルは少し悪い方に考えすぎだよなあ。

　そんな空気を察知したのだろうか。

「みんにゃもいっぱい食べて、いっぱい元気ににゃらないと！」

　ネアはみんなの顔を見てそう言い、またにへーっと笑った。

「同感。お代わり」

　即座にティーナがそれに同調する。

「ティーニャは食べすぎだと思う……」

　ネアが思わず口にしてしまった真実に、ティーナ以外の誰もが深くうなずいた。




　食後。

　ネアに遊んで、とせがまれても、ネアが大好きな『マウントポジションを取り合いながらくすぐりっこする遊び』には参加できない。アレに俺が参加すると、さすがにセクハラだもんな。

　なので、即席でオモチャを作ることにした。

　とはいっても、そんなに手の込こんだものじゃない。近所の雑貨屋で売っていた、拳こぶし大だいのネズミともウサギともつかない安いぬいぐるみに紐ひもを結んだだけのものだ。

　そのぬいぐるみをリビングの床に置いて、

「これを捕まえたらネアの勝ちな」

　とルールを説明し、俺は紐の先端を握る。

「みゃう！」

　返事をするなり、ネアがぬいぐるみに飛びかかった。

「おっと」

　慌あわてて、俺は紐をピッと引いた。手首のスナップを効かせるのがコツだ。

　ぬいぐるみは、ネアの手をすり抜けるように飛び跳ねて、ネアの一メートルほど前にポテッと落ちた。

「おー。逃げた！」

　驚いたように言いながらも、ネアの目はキラキラし始めた。ネコの狩しゆ猟りよう魂だましいに火が点ついたのかもしれない。

　ネアは手を床に着いたまま、腰を持ち上げるようにして身構えた。尻尾しつぽの揺れ方から、真剣さが伝わってくる。

　……のはいいんだが、その歳としで牝め豹ひようのポーズはどうなんだ。

　おっと、脚に力が入った。来るな。

「みゃっ！」

　ひょい。

「みゃっ！」

　ひょい。

　ぬいぐるみは、何度もネアの手をすり抜けて飛び、最終的に俺の手に収まった。

「みゃう……素早い」

　はっはっは。

　実のところ、これは反射神経が要らないとは言わないが、駆け引きと読みの方がずっと重要なのだ。何しろ、ネアが全身を使って飛びかかるのに対して、俺は手首だけでいい。しかも、ネアは素直だから、いつ動くのかがバレバレだったりする。

　まあ、もう少しネアが成長したら、読みで勝っても俊しゆん敏びんさだけで負けちゃう日が来るかもしれないけどな。

「ヨシヤ、もう一回！　もう一回！」

「はいはい」

　もう一度、床にぬいぐるみを置いた。

　と、そこへ、シェリスとダリルがやってきた。

「面白そうなことをやっていますのね」

「ネアちゃん、ヨシュアさんに遊んでもらってるんですか……？」

「シェリスー、ダリルー、一緒に遊んでー。ヨシヤのアレが捕まらにゃいの」

　むむっ、救援要請とはちょこざいな。

「こうやるの！」

　言うが早いか、ネアはぬいぐるみに襲いかかった。

「お前、不意打ちかよ!?」

　間一髪、ぬいぐるみはネアの手をなんとか逃れて、また床に落ちた。

「あー、もうちょっとにゃのに！」

　ふう、危ない危ない。ってか、順応早いな。

「よーし、じゃあ、わたくちたちもお手伝いちますわ！」

「はいっ、あたしも参戦します……！」

　シェリスとダリルが、ネアと並んで四よつん這ばいになり、揃そろいも揃って牝め豹ひようのポーズでぬいぐるみを狙ねらう。

　えーと、何この展開。

　三人の牝豹のポーズの女の子三人（幼女含む）の前で、ぬいぐるみにくくりつけた紐ひもを持ってる男子が一名。

　なんか変態っぽくないか……？　特殊なプレイ的というか。

　しかも、たまにこちらを窺うかがう上目遣いとか、キュッと天井に向かって突き出されたお尻のラインとか、その、床に押しつけられそうなダリルの胸の谷間とか、ちょっとアレな光景が勝負に専念するべく観察するほどに視界に入ってくるわけで。

「みゃっ！」

「あ」

　実にあっさりと、ぬいぐるみをネアに摑つかまれてしまった。

「みゃう！　勝った！」

「あー、負けたかー」

　やれやれ、我ながら情けない。完全に、シェリスとダリルを味方に引き込こんだネアの作戦勝ちだ。ま、ネアにそんな目もく論ろ見みはなかっただろうけど。

「あら、何をやっているの？」

「なんだか楽しそう」

　杏あん奈なが明日の食事の仕込みやら何やらを終えて、ティーナは長かった食事を終えて、二人揃ってリビングへとやってきた。

「アンニャ！　ヨシヤが面白い遊びを教えてくれたの！」

「それはよかったわね」

「で、どんな遊び？」

　ティーナが両手を床に着いたままのシェリスに訊きいた。

「ヨシュア様が手にした紐で引っ張るあのぬいぐるみを捕まえたら勝ち、っていう遊びだそうですわ」

「なるほど。じゃあ私もやる」

「アンニャ！　アンニャもやろう！」

　いやいや、ちょっと待て！　ただでさえ集中できないのに──

　思わず、杏奈の胸元やティーナの腰に目が行ってしまう。

　うん、無理。

「勘弁してくれ……」

　俺は早々に白しろ旗はたを揚げることにした。勝ち目なんかあるわけねえだろ、まったく。
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　翌朝。

　幼女の朝は早い。毎朝のようにネアに散歩をせがまれるため、最近では俺もすっかり早寝早起きが身に付いている。徹夜でゲームをしていた頃からは考えられないな。

「ヨシヤー、お散歩ー」

「はいはい」

　今日も今日とて、起こしに来たネアと手をつないで玄関を出た。早朝の空気と静けさが清すが々すがし──

「ふぎゃっ」

　どんがらがっしゃん。

　目の前に、飛び損なったドラゴン少女が墜つい落らくしてきた。

「だ、大丈夫か……？」

「アンニャー！　ダリルが落っこちたー！」

　慣れたもので、ネアは条件反射的にそう言いながら厨ちゆう房ぼうへ杏あん奈なを呼びに行く。

　しかし、なんで昨日まで航空ショーで主役張ってたヤツが今日になって途端に墜落してるんだ。

「いてて……」

「ほら、立てるか？」

　手を差し伸べつつそう訊きくと、ダリルはバツ悪そうに笑って、

「すみません……」

　と素直に俺の手を取った。

「でも、見てください！　前はそこに落ちたのに、今日はここまで飛べたんです……！」

　言われてみれば、以前落ちてたところより一メートル弱、今日の落下点は屋敷から離れている。

「少しだけですけど、進歩できた気がします……！」

　うん、いつになく前向きなのはいいことだけど、昨日までバッチリ飛べてたよな？　しかもこの進歩、飛行距離っていうより跳躍距離じゃないか……？

「それにしても、なんで安定して飛べないんでしょう……？　なんだか、これじゃあヨシュアさんに飛べって言われないと飛べないみたいです……」

　……言われてみれば。

　いや、まさか、偶然……だよな……？
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　午前中、学院は珍しく学生の姿が多かった。

「今日はずいぶん賑にぎやかだな」

「クエストクリアが禁止されたから」

「それを狙ねらっていたパーティがやることをなくちてしまったんですわね」

「でも、それは一部の上位パーティのみでしょう？　それにしては、人が多いように思うのだけれど」

「あの、アンナさん、何もクエストクリアに関して動いていたのは、上位の実力派だけじゃないと思いますよ……？」

「「えっ」」

　俺と杏あん奈なの声が重なった。

「だって、情報だってお金になるじゃないですか……」

「そうですわね。今回の氷の魔神のクエストでちたら、氷の魔神の居場所をいち早く見つければ、討とう伐ばつを目指すパーティはその情報にはかなりの額を出すはずですわ。そのダンジョンのモンスターの傾向や罠わなの位置なんかも、喜ばれますわね」

「しかも、場合によってはアシスト扱いになるかも」

　なるほど、と俺も杏奈もうなずいた。

　クエストを解いて報奨金を何度ももらっている俺たちは武器も防具もアイテムも気軽に買えるが、地道にやっている学生たちは武器一つ買い換えるのも大変だろう。まして、命に関かかわる道具なのだから、少しでも良い物が欲しいと思うのも道理なわけで。

「それだけではないぞ。一昨日くらいから、ゲームガルドの話題の中心はこの学院だからな。話題があるところには仕事も金もチャンスもあるものだ」

　そう言って歩み寄ってきて、よう、と手を挙げたのは委員長だった。もちろん、レーナとサリナも一緒だ。

「さすがに列を成すほどじゃなくなったみたいだけど、まだ問い合わせはあるそうよ。救世主様の連合に加わりたいです、どうしたらいいですか、って。まったく、救世主救世主って、バカの一つ覚えみたいに」

　いつものことだけど、なんかレーナの口調にはトゲがあるなあ。

「それはそうと、何か大きな動きがあるようじゃないか。何か手伝えることはあるか？」

「大きな動き？」

「件くだんの氷の魔神のダンジョンの防衛網を作ろうとしているのだろう？」

「ああ、まあな」

「私たちも詳しくは知らないのです。でも、できることがあるならいつでも協力するつもりなのです」

「私たち『聖なる盾隊』だけではないぞ。代表して言いに来た形ではあるが、他の上位パーティも、全員が指示さえもらえれば即動く心づもりだ」

「そりゃ助かる」

　どうしたものか。

　確かに委員長たちが一緒に来てくれれば心強いが、即席の連れん携けいが果たして光こう一いち郎ろうに通用するだろうか。

　いや、それ以前に、光一郎は魔法で変装もできるのだ。今日の作戦では、俺たち以外の冒険者が『北風の魔宮』内にいれば、出くわす度に本物か偽物かに悩むことになる。

　冒険中は、常に一緒にいられるとは限らない。何らかの形で分断されることだってありうるのだ。委員長たちとも仲は良いが、同じ屋敷で寝食をともにしている仲間よりは、本物か偽物かの判別にかかる時間は増えてしまうだろう。たとえ数秒の違いでも、そのロスは致命的な隙すきになりかねない。

　だとすれば──

　少し考えて、俺は、始祖の手帳を取り出し、委員長に差し出した。

「委員長たちを見み込こんで、これを託したい」

　委員長たちは驚いた顔をするが、構わず言葉を続けた。

「こいつが本物かどうかの検証や調査をやらなきゃいけないんだが、俺たちは条件として立ち会いを求めている。温泉のときにも言ったが、俺は評議会やこの街のかなり上の方にまで敵の影響力が及およんでいると思っているからな。まだ何か隠された秘密があるかもしれないし、奪われたりすり替えられたんじゃ洒落しやれにならない」

「……私たちでいいのか？　こんな大切な物を」

　委員長は俺だけでなく、杏あん奈なの顔も見やった。

　杏奈はにこりと微笑ほほえんでうなずいた。

「貴女あなたたちの手元以上に安全な場所を思いつかないわ」

「ああ、委員長たちなら信頼できる。俺たちは今日はやることがあるから、俺たちの代わりに立ち会って、今日一日、この手帳を守ってほしい」

　委員長は真面目まじめな顔で深くうなずき、手帳を受け取った。

「そこまで言ってもらったからには、このリムル・アシュリーナ、一命に替えても守り抜くと誓おう」

「いやいや、いざ命がヤバくなったら迷わず命を優先して守ってくれ。あらゆる価値を考え合わせても、アイテムが仲間より大切なんてことあるもんか」

「ふむ、なるほど。救世主殿のそういうところが、あれだけたくさんの人々を惹ひきつけるのだろうな」

「だから、委員長は俺の何もかもを無む理り矢や理り褒めようとするのをやめてくれ」

　くすぐったいったらありゃしない。

　俺が顔をしかめる横で、ティーナが委員長の肩をガシッと叩たたいた。

「リムル、頼んだ」

「ああ、任せろ。ティーナこそ、しっかり救世主殿を支えるんだぞ」

「言われるまでもない」

「他に、手伝えることはないのです？　何かあるなら、私たち以外のパーティにも伝えておくのです」

「そうだな、じゃあ、志願してくれた人たちの情報を整理しておいてほしい、って伝えてくれないか。今はたぶん記帳してもらっただけで雑然としてるだろうから、近接武器を持って戦える人が何人いて、魔法や弓を使える人、医療の知識がある人、他にも特殊な技能を持ってる人が何人いるのか、とか。この学院に卒業者名簿とかがあれば早いが、もしかしたら直接訊ききに行ったりもしなきゃならなくて面倒だとは思うんだが」

「了解なのです」

「じゃあ、頼んだぜ」

　そう言って委員長たちと別れ、救世主組の教室でいつものように朝のホームルームを終え、授業を受け、そして作戦決行のお昼がやってきた。
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　完成した装置の受信機は、ランドセルのように見えた。

　ちょうどランドセルサイズの機械の塊かたまりで、やはりランドセルのように背負うための革製のベルトが二本、取り付けられていた。耐衝撃材か何かなのか、表面を革のような素材で覆おおっていたりするものだから、ますますそう見えてしまう。

「ここのパーツが外れるようになっていますから」

　ヘンドリーマジックショップ・エルフ街店の店長さんが装置に触れながら言った。店長さんの手には、側面から取り外されたアルトリコーダーのような、本体とコードでつながった棒状のパーツがあった。

「こっちの先端を作戦実行エリアで地面に突き刺せば装置は自動で作動します。作動したらここのランプが赤く点灯するので、青い光に変わるまで何秒かそのまま先端を地面に押しつけて待機してください。光が青に変わったら作戦は成功です」

　なるほど。シンプル操作で助かります。

「かっこいーにゃ！」

「ダメよ、ネアちゃん。これは大事な機械だから、絶対に触ってはダメ」

「……みゃう」

　しょんぼりしながら、それでもネアは素直にうなずいた。

「あと、これでもかなり小型化したのですが、それでも結構な重量がありますので」

「では、わたくちが背負いますわ」

「そうしてくれると助かる」

　俺たちのパーティだとダリルも力自慢ではあるけれど、ダリルにはいざというときには飛んでもらうこともあるだろうし、そもそも背中には小さいながらドラゴンの羽もあるから背負いにくそうだしなあ。

「よいしょ、ですわ」

　ひょい、っとシェリスが装置を背負う。

　えーと、その姿は、なんていうか……まるで通学中の小学生のようだった。もう、分離するパーツもアルトリコーダーにしか見えない。

「……？　なんですの？」

　シェリスが俺に不思議そうな顔で訊きいた。心でも読まれたか。

「いや、なんでも」

　俺は慌あわてて首を横に振った。

　小学生のことを説明しようものなら、確実に鉄球が飛んでくる。












「アンナ様も、何か言いたそうですわ」

「そ、そんなことはないわよ？」

　と言いつつ声がうわずっているところを見ると、杏あん奈なも俺と同じことを思っていたに違いない。

「あの、早く行った方がいいんじゃないでしょうか……？」

「同感。一刻も早く転移魔法を阻害するべき」

　確かに、その通りだ。こうしている間にも、光こう一いち郎ろうが氷の魔神を討とう伐ばつしようとしているかもしれないのだ。

「よし、作戦開始だ」

　俺たちは店長さんや、徹夜で装置を仕上げてくれた職人や技師、魔法使いたちに感謝しつつ、『北風の魔宮』に向かったのだった。
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　森が、一直線に開かい墾こんされていた。

　街の道のように石いし畳だたみが敷かれているわけではないが、樹きは伐きられ、地面は踏み固められ、道と呼ぶのに遜そん色しよくはない。

「たった一日でこれだものね。わかっていても、この世界の人たちには驚かされるわ」

「同感だ」

　その道を真まっ直すぐに進んでいくと、やがて朽ち果てた大きな宮殿と、その周囲を哨しよう戒かいする竜騎士たちの姿が見えてきた。

　その中に一人に、シェリスが、

「お母様！」

　と手を振った。

　え!?

　手を振られた女性の竜騎士は立派なブラックドラゴンから降りて、俺たちの方へと歩み寄ってきた。

　峻しゆん厳げんな空気を身に纏まとった、クールな美人である。

　なんていうか、カッコいい。まるで宝塚の男役がそのまま出てきたようだ。

　が、シェリスや学院長と血がつながってるようには見えなかった。ピンク色の髪はお揃そろいだが、厳しそうに吊つり上あがった切れ長の目は、完全に優しい目の学院長とシェリスとは向いた角度が真逆だ。

　ええと、シェリスの少女趣味全開の服は母親の趣味だって聞いた気がするけど、なんか全然そういう雰ふん囲い気きじゃないな……。

「貴方あなたが救世主殿ね。娘がお世話になって、感謝しているわ。シェリスの母のリドリス・ラフローリアよ」

「あ、いえ……どうも」

　なんとなく気け圧おされつつ、求められた握手に応じた。

「あの、リドリスさんは竜騎士団の方ですよね？」

　杏あん奈なが不思議そうに訊きいた。

「ええ。副団長を拝命しているわ」

「なぜ、ここの警備に竜騎士団が来ているのですか？　竜騎士団は治安維持が主な役割で、ダンジョンの入り口の警備には専門の警備隊がいるのでは？」

「ここだけ優先的に開かい墾こんを進めたせいで、離れ小島のようになってしまっているからよ。こういう地形なら、徒歩の聖騎士が主体の警備隊より、ドラゴンに乗って移動できる竜騎士の機動力が有効だという判断から竜騎士団にお役目が回ってきたの」

「なるほど……」

　納得がいった、という顔で、杏奈がうなずいた。

「それにしても……」

　なんだか訝いぶかしげな目で、シェリスのお母さんが俺をジロジロと見た。上から下まで、まるで値踏みでもされているようだ。

「な、なんでしょう……？」

「天才的な頭脳の持ち主と聞いていたから、もっとこう、クールな感じの、美少年的な男の子を想像していたのに」

　冴さえない男で悪かったですね。ってか、天才でもないし。

「お母様！　なんて失礼なことを……！　人の価値は外見じゃありませんのよ！」

　腰に手を当てて、シェリスが眉を吊つり上あげる。

　と、突然、シェリスのお母さんはガバッとシェリスに抱きついた。

「ごめんなさ～い！　ママが悪かったわ、だからシェリスちゃん、機嫌を直して、そんなに怒らないで～」

　ええっ!?

　俺たちが驚いたり呆あきれたりして言葉を失っている中、シェリスのお母さんを乗せていたブラックドラゴンが「こほん！」と可愛かわいらしい咳せき払ばらいをした。咳の感じからして、こちらのドラゴンも女の人らしい。

　その咳払いに、シェリスのお母さんは反射的にシェリスから離れてシャキッとした。

「失礼、取り乱したわ」

　……前言撤回。以前、ネアがお下がりにもらったフリフリの寝間着は、間違いなくこの人の趣味なんだと確信できた。

「もう、恥ずかちいですわ……」

　シェリスは赤面してうつむいた。

「それで、救世主殿、我々にできる支援は何かあるかしら？　今は入り口を固めつつ、定期的に内部も見回らせているけれど」

「あ、はい。では、内部にいる人を全員ここまで撤退させてください。俺たちが想定している敵は、幻覚系の魔法で変装するような攪かく乱らんもやってきます。俺たちのパーティ以外は、内部に誰もいない方が惑わされずにすみます」

「あなたたちだけで作戦を遂行する、と？」

　俺は即座にうなずいた。

「ダンジョンに潜るのは、現役冒険者である俺たちの役目です」

「なるほど、それは道理ね」

　シェリスのお母さんは鷹おう揚ようにうなずき、

「では、そのように指示を出しましょう。くれぐれも、よろしく頼みますよ」

「はい」

　そして、俺たちは『北風の魔宮』へと足を踏み入れた。





　　　　＊






　寒い。

　それが、ダンジョンに入って最初に感じたことだった。

　石造りの壁や天井も見るからにヒンヤリしていそうな質感で、どこからともなく吹いてくる風がまた冷たい。

「予想はしていたけれど、かなり冷えるわね」

　明かりの魔法の呪じゆ文もんを唱えて、杏あん奈なは肩を震ふるわせながら言った。まあ、その格好じゃ無理もないよなあ。

「寒さ緩かん和わの魔法は覚えるべきだった」

「そうね。帰ったら勉強しておくわ」

「防寒具くらい用意すればよかったな」

「でも、分厚いコートやマントは、いざというときに動きを阻害しますわよ」

「あー、そうか。確かに、冒険は雪山登山とかとは運動の質が違うもんなあ……」

「ネアはあんまり寒くにゃいよ？」

　あれ？　ネコって寒さが嫌いなイメージなんだけどなあ。

「そういえば、ネアちゃんのビキニアーマーの素材って、寒さにも強いってお店の人が言っていませんでしたっけ……？」

　ダリルが首を傾かしげながら言う。

「そういやそんなこと言ってたな。魔ま狼ろうの毛皮だっけ？」

　そこまでテキメンに違うものか。

「とにかく、ササッとお仕事を終わらせることが一番の解決策だと思いますわ」

「そうね。急ぎましょう」

　全員でうなずき合い、地図を頼りに奥を目指す。今回は目的がハッキリしているのだから、最短ルートで目的地へと向かえばいい。

　魔物除よけのタリスマンを折りつつ、吹き付けてくる風に身を縮こまらせながら、廃はい墟きよのようなガレキが散らばる床を進み、朽ちかけたドアをくぐっていく。

　そして──俺が『冒険の書』に書いた地図に「×」印を付けた部屋へ入るためのドアの近くまで来たところで、ネアがぴくっと耳を動かし、足を止めて振り返った。

「アンニャ！　ヨシヤ！」

「来たか……！」

　俺たちも、振り返って身構える。

　同時に、何もなかったはずの空間にノイズが走って、

「やれやれ、もう奇襲さえもできないんですね」

　と、魔法が解けて、パスパーとサマーニを連れた光こう一いち郎ろうが姿を現した。

　もう隠す必要はない、とばかり、光一郎はフードを撥はね上げて冷笑を浮かべた白い顔を晒さらす。

　なるほど、幻覚で姿を変えられるなら、透明にもなれるってか。

　無言で杏あん奈なが剣を抜く。

　俺は今にも斬きりかかりそうな杏奈を手で制した。

「光一郎、お前に訊ききたいことがある」

　そう言って睨にらみつけたが、光一郎は冷笑を崩しもしなかった。

「僕も志し度ど君に言いたいことがあります」

「そりゃ奇き遇ぐうだな」

「いいえ、そうでもありませんよ。僕は質問に答える気はありませんし」

「コノヤロウ……」

　ぎり、と歯は嚙がみする。

　友達をやってたときには気にもならなかったが、光一郎の丁寧な口調は敵対すると神経を逆さか撫なでするな。

「ただし、降伏するなら話は別ですけど」

「それがお前の言いたいことか」

「まあ、そうです」

「そっちこそ、俺が首を縦に振るとでも思ってるのか？」

「まさか。でも、正直、勝ち目はありませんよ。始祖の手記を手に入れた以上、もう知ってるでしょうけど、『創世の聖竜』はチートなんてもんじゃありません。カテゴリーこそモンスターですが、あれはもう反則の域です。今、僕らに勝てたとしても、あれには絶対に勝てません」

「だからって……」

「斬ざん撃げき、打撃、刺し突とつ、地、水、火、風、光、闇やみ、全属性を完全に無効化するフィールドが全方位に常に展開されていますよ？　もちろん、攻撃力も、ここの氷の魔神と比べたって桁けたが違います」

「は？」

　え、それって全属性が通用しないってことか……？　つまり、ダメージを与える手段が存在しない、と……？

　おいおい、そりゃさすがにインチキすぎだろ……。

「……だ、だからって、降伏なんかするわけないだろう」

「声がうわずってる上に、変な間があったんですが」

「うるせー」

「これが最後です。降伏してください。僕もクラスメイトがリセットに巻き込こまれて消滅するところなんか見たくないんですよ。素直に柚ゆ比び坂さかさんがご両親の形見を提供して、これまで通りクエストを解く協力をしてくれるなら、悪いようにはしませんから」

　くっ、言い返す言葉が見つからない。冗談じゃない、と思いながらも、そんなどうにもならない守護神を持ち出されたら勝ち目は……。

　俺だけじゃない。杏あん奈なも、シェリスも、ティーナも、ダリルも、光こう一いち郎ろうの言葉の意味は理解しているはずだ。

　だからこそ、空気が、沈黙が、果てしなく重い。

　もちろん、降参なんかする気はない。でも、これはさすがに……。

　だが。

「負けにゃいもん！」

　ネアが叫んだ。

「アンニャもヨシヤも、絶対に負けにゃいもんっ！　悪い人は、シェリスとティーニャとダリルがやっつけてくれるもん！　ネアもやっつけるもん！」

　それは、負け惜しみでもなんでもなく、どこまでも純粋にそう信じているのだ、とわかるだけの力強さが宿る言葉だった。

　ああ──その言葉が、心にガツンと響く。

　目が合った杏奈が、剣を握り直して小さく微笑ほほえむ。

　俺も、その杏あん奈なにうなずいて見せた。

　その決意の雰ふん囲い気きが、仲間たちにも伝でん播ぱしていくのがハッキリとわかった。重い空気が晴れていく。

「その通りですわ」

「ネアちゃん、よく言った」

「あたしだって……あたしだって……！」

「悪いが、自分だけ助かればいいなんて、とても思えない性格でね」

　やれやれ、と光こう一いち郎ろうが肩をすくめる。

　その光一郎に、杏奈が恐るべき速度の踏み込こみで間合いを詰め、斬きりかかった。

「お父さんとお母さんの仇かたきッ！　討たせてもらうわ！」

「おっと」

　光一郎を庇かばうように前に出たパスパーが、背負っていた大剣で杏奈の斬ざん撃げきを受け止めた。

「邪魔をしないで！」

「無む茶ちやを言うんじゃねえ。こちとら仕事だ」

　舌打ちをして、杏奈が跳び退すさった。

「戦端が開かれてしまいましたが……訊ききたいことがあったのでは？」

　光一郎の言葉に、俺も聖なるダガーを抜きながら、

「ここで叩たたきのめして、ふん縛ってから訊くとするさ」

　と答えた。

「怖い怖い。それだけ戦力も戦略も整ったパーティだと、冗談に聞こえませんね」

「全力で本気だからな」

「勝ち負けはともかく、そう簡単に捕まえられますか？」

　光一郎が余裕の笑みを浮かべる。

「奥の部屋には行かせませんよ。まあ、旗はた色いろが悪くなったって、少なくとも奥でゴチャゴチャやり終えるよりは魔法の方が早い」

　確かに、そうだろうな。俺たちが装置を起動して儀式が終わるまでにかかる時間より、あの転移魔法を発動する方が早いだろう。

　だが。

「やっぱりか」

　俺はニヤリと笑い返した。

　光一郎の冷笑が、怪け訝げんな顔に変わる。

「ダンジョンを監視するだけでこっちの動向を摑つかみきれるはずがない。評議会にまで影響力を持っているなら、他にも情報を得る手段があるもんな」

「何が言いたいんですか」

「なぜ、俺たちが奥の部屋を目指していると思った？」

「な……」

　怪け訝げんだった光こう一いち郎ろうの顔から、さらに余裕が消えた。

「あの×印が俺たちの目的地だって思ったんだろ？　俺が昨日、学院長に無理を言って提出させてもらった『冒険の書』を見て」

　言いながら、俺はシェリスのランドセル型受信装置から、アルトリコーダー的なパーツを取り外した。

　昨日、俺が帰りに学院に寄ったのは、そのためなのだ。学院長に『冒険の書』を提出するため。提出された『冒険の書』に記された内容を、光一郎に見せるため。

　俺の言葉の意図を理解したのか、光一郎の顔から余裕が完全に消えた。

　ＲＰＧ愛好者の俺や光一郎は、情報の重要性をよーく理解している。

　ＲＰＧというものは、要するに人々から話を聞いて回って次に何をするのか知るゲームだし、敵の特性や攻撃パターン、倒したら何を落とす可能性があるのか、ダンジョンのマップなど、攻略するには情報がものを言うのだ。

　ならば、光一郎はあらゆる手段を使って情報を求めるはず。まして、ちょっと日本に帰っている間に何日、何週間とゲームガルドでは経たってしまうのだ。

　では、その間の出来事を知るにはどうすればいいか。

　それにうってつけなのが、活動記録の塊かたまりである『冒険の書』だ。これの内容を確認できる立場にあって、見ないなんてことがあるだろうか。

　ありえない。

　それが、俺の出した結論だった。だから、わざわざ『冒険の書』に地図を書き写すなんて面倒くさい真ま似ねまでやったのだ。

「悪いな。あの×は作戦の内容とはまったく関係ない。お前を騙だますための落書きだよ。俺たちが目指していた場所は、ここなのさ」

　言いながら、俺はアルトリコーダーの先端を地面に押しつけた。同時に、シェリスの背中の本体に赤いランプが灯ともる。

「杏あん奈な！　ダリル！　終了までの時間を稼いでくれ！　ティーナも、必要だと思ったら魔法で援護！」

「任せなさい！」

「はいっ……！」

　杏奈とダリルが、言いながら光一郎を狙ねらって攻撃を開始した。パスパーとサマーニも対応して戦闘態勢に入る。

「了解した」

　ティーナも、そう答えて杖つえを握り直した。

「ネア！　光こう一いち郎ろう……あの黒髪の魔法使いを狙ねらって撃ちまくれ！　あいつに魔法を使わせちゃダメだ！」

「みゃう！」

　ネアのスリングショットが恐るべき速度と正確さで小石を射出し始める。

「くっ……！」

　光一郎とてボーッと当たるのを待ってくれるわけではないが、避けるだけで精一杯だ。幸い、ここは廃はい墟きよのようなダンジョン。足下にはガレキの欠片かけらがいくらでもある。弾切れの心配はない。

「ガキどもが、やってくれるね……！」

　憎々しげに、サマーニが吐はき捨てるように言った。

「さすがに最前線での冒険を重ねて力を付けていますね……！　二人とも、あの装置を狙ってください！」

「わかってますがね……！　こうも連れん携けいされると……っ」

　杏あん奈なとダリルが二人がかりでパスパーを防戦一方に追い込こみ、かつ、サマーニが魔法を使おうとすると杏奈が的確に衝撃波のスキルを放ってそれを妨害する。

　ネアも、光一郎だけではなく、隙すきを見てはサマーニにも正確なスリングショットの射撃を見舞う。

　さらには、ティーナが真剣な目で戦況を窺うかがっている。いざとなったら幻覚魔法で装置への攻撃だけでも阻むつもりなのだろう。

　よし、いいぞ……。このまま時間を稼いでくれれば……！

「連携にはこちらも連携で対応すればいいんです！　サマーニさん！」

「了解、ボス！　風よ！」

　サマーニがたった一言の詠唱で、風の障壁を作り出した。詠唱を短縮化したせいか、その障壁はそう長く保たなかったが、ネアのスリングショットの弾を逸そらし、杏奈やダリルをほんの少し怯ひるませるには充分だった。

　そして、

「あまねく地の元素よ、我が手に集つどいて、駆けよ、拡散し拡散せよ、迸ほとばしり迸り迸り迸り迸り迸れ！」

　光一郎が呪じゆ文もんを完成させる時間を稼ぐにも、残念ながら充分だった。

　っつーか、なんだよその要素てんこ盛りの魔法は！

　光一郎の周りの空中に、いくつもの巨大な岩の塊かたまりが召喚される。

　拡散は確か範囲拡大の文言だから、超威力の範囲攻撃魔法か……！　もしかして、あの大岩がこっちに降ってくるのか？　うげ、あれだけの質量、結果がリアルに想像できてイヤすぎる。あの岩、きっとシェリスのトゲトゲ鉄球よりずっと強力だぞ!?

　俺の想像を現実のものにしようと、巨大な岩たちがこっちに向かって恐るべきスピードで迫せまってくる。

　くっ、まずい！　このままじゃ装置どころか、俺たちまで──

「あまねく地の元素よ、鎧よろえ」

　間一髪、ティーナが魔法を唱えた。

　同時に、ダリルが装置と俺とシェリスを庇かばうように立ちはだかった。

　光こう一いち郎ろうの岩たちは俺たちパーティの面々を直撃するが、ダメージを与えるどころか、怯ひるませることすらできずに、岩の方が砕け散っていく。

「にゃんだー？」

　不思議そうに、ネアが首を傾かしげた。

「地属性の、防御力強化の魔法。最強決定戦の前に、テレビジョンでヨシュア殿が言っていた以上、覚えないわけにはいかないと思った」

「ナイス、ティーナ！」

　ティーナが、俺も含めたみんなに親指を立ててみせる。

　勝敗は決した。ティーナの魔法で光一郎たちも防御力が大幅に上昇してしまったが、そんなことは問題じゃない。俺たちの勝利条件は装置を使って儀式を行うことであり、必ずしも敵を倒す必要はないのだから。

　それに対して、光一郎たちからすれば、装置を守る人間を減らすことができなくなり、かつ、身を挺ていして装置を守られたら手詰まりだ。

　やがて、ランプが赤から青に変わる。

「よし、儀式終了だ！　これでこのダンジョンでは、もう転移魔法は使えない！」

「あとは、叩たたきのめちてふん縛るだけですわね！」

　シェリスは言いながら背負った装置を地面に下ろし、トゲトゲ鉄球を頭の上で振り回し始めた。

「ティーナの魔法が効いている状態で、シェリスのトゲトゲ鉄球がどこまで通じるかって問題はあるけどな」

「それは、やってみればいいだけですわ」

　確かにな。少なくとも、こっちにデメリットは何もない。

「さて大局はともかく、ここでの形勢はこっちに傾かたむいた。ってか、そっちはジリ貧だ。お前こそ降伏しろ、光一郎」

「まさか、僕が捕ほ虜りよになれば手出しできないんじゃないか、なんて甘いことを考えてないでしょうね？」

　そりゃ思うだろ。

「だって──、黒幕はお前の親父おやじだろ」

「何人もゲームガルドに人を送り込こんで、事実上殺してる人が、今さら僕一人気にすると思いますか？」

　自分の父親に対して、酷ひどい言い様である。

「だったら、とっ捕まえて試してみるさ。シェリス！　ティーナ！」

「はいですわ！」

「任せて」

　シェリスが光こう一いち郎ろうに向かって走り出し、ティーナは魔法を使おうと杖つえを掲げた。

　しかし。

「では、こちらも奥の手を出しましょう」

　光一郎が言うなり、背後の壁が爆ばく裂れつした。

「なっ!?」

　何をした!?　詠唱どころか、魔法もアイテムも使った素振りさえなかったのに！

　が、その疑問はすぐに解消した。

　砕けた壁の向こうから、それがやって来たから。

　四枚二対の真っ白い翼を背中から生やした、色白の女性が。美人だが、身の丈が三メートル近い。そして、脚が触れた床が瞬時に凍りついていく。今はティーナの魔法で防御力が上がっているが、それがなければ、おそらく吐はく息にかすっただけでも酷い凍傷にかかってしまうだろう。

「まさか……氷の魔神か……!?」

「知っていたでしょう？　僕たちは、モンスターに介入できるって。さすがにクエストボスクラスとなると、意のままにというわけにはいきませんが」

　意志を奪われて襲いかかってきた有あり瀬せさんの姿がフラッシュバックする。

　人には介入できなくても、あのときの有瀬さんはゴースト化してモンスター扱いだったから凶暴化させられたってことか……。

「光一郎、テメェ……！」

　ぎり、と歯を嚙かみしめる。

「言っておきますが、墳ふん墓ぼのときのあれは僕じゃありませんよ。あそこに彼女がいるってことすら、僕は知らなかったんですから」

　信じられるか、そんな言葉。

「それより、いいんですか？　氷の魔神は無差別に暴れ回りますよ。防御力は上がっていても、状態異常耐性はどうですかね？　凍結して身動きが取れなくなれば、魔法の効果が切れたときにどうなるでしょうね」

　言いながら、光一郎はパスパーとサマーニに、手招きをするような、「行くぞ」とでも言うような合図をした。

「おっと、さっさと逃げましょうぜ、姐あね御ご！」

「同感だね！　あんなのの大暴れに巻き込こまれたら命がいくつあっても足りないよ！」

「それじゃ、失礼」

　光こう一いち郎ろうたちは、俺たちにも氷の魔神にも背中を向けて、一目散に逃げ始めた。

　って、お前ら、あの魔神を討とう伐ばつしに来たんじゃないのかよ!?

「義よし弥や君、今はあの三人組どころじゃないわ！」

　氷の魔神は、威い嚇かくするように翼を大きく広げて俺たちを睨にらんでいる。うわあ、なんか強烈な攻撃の予備動作っぽくないか……？

「ど、どうしますの!?　倒すわけにもいきませんのよね!?」

「当然。倒したらクエストクリアになってしまう」

「でも、でも、襲ってくる気配がビンビンですよう……！　あんなに強烈な水属性の相手、あたし、死んじゃいますぅ……！」

「アンニャー、あいつ怖いー！」

　くっ、どうする……!?

「ネア！　あいつらの足音、どうだった!?　どっかで止まったような気配はあったか!?」

「ううん、真まっ直すぐ走っていった！」

　よし、ならば！

「撤退するぞ！　ティーナの魔法が切れる前に、さっさとダンジョンを出よう！」

　俺の指示に、待ってましたとばかり、全員が一目散で部屋の外へ走る。

　俺たちが部屋を出た直後、ドアから凄すさまじい冷気と何か細かいモノが壁やら天井やらを滅めつ多た打ちにするような音が廊下にまで噴き出してきた。

　たぶん、小さな氷の粒を含んだ冷気の風が部屋中で大暴れでもしているのだろう。

　ティーナの魔法のおかげでダメージは受けないかもしれないが、高確率で氷漬けにされる気がして仕方がない。

　間一髪。

　っつーか、怖すぎるわ！　勝てるか、あんなもん！

　いや、勝たなくていいんだが！

　肝を冷やして、俺たちは一目散で出口に向かって走り続けた。





　　　　＊






　どのくらい走っただろうか。

　もう出口が見え始めた辺りで、俺は立ち止まった。というか、息が切れて苦しくてもう走れない状態で、止まらざるを得なかった。

　もう無理。氷の魔神が追いかけて来てたら死ぬ。

　しかし、もう、あの強烈な冷気は感じなかった。肌寒い風は吹いているが、それはこのダンジョンでは平常だ。

「大丈夫？」

　杏あん奈なに訊きかれた。杏奈だけじゃなく、みんな立ち止まってしまったのはわかったが、まだ息が整わなくて喋しやべれない。

「ネアちゃん、氷の魔神が追ってきている気配はある？」

　杏奈の質問に、ネアは頭の上の耳をピクピクさせたり、地面すれすれにまで顔を近づけてみたりして、

「来てにゃいみたい」

　と首を横に振った。

　みんなから、安あん堵どのため息が漏れる。

　まあ、俺も安心したけど。

　とにかく、それなら落ち着いて息を整えよう。

　とかやっていたら。

「これ、にゃんだー？」

　ネアが通路の隅に落ちていた何かを拾い上げた。

「ピカピカしててかっこいーにゃ！」

「ちょ、それって……！」

　杏奈が心底驚いた顔をする。

　その声に、俺も顔を上げた。

　そして目に入ったのは、ネアの小さな手の中にあったのは、見覚えのあるゴールドカラーのスマートフォンだった。

　俺は、息が切れていたことも忘れて、思わずネアに駆け寄った。

「ネア、それ、ちょっと見せてくれないか」

「みゃう」

　ネアが、スマホを俺に手渡してくれた。

　間違いない。ここに落ちたときにできたのだろうか、多少傷は増えてしまっているが、有あり瀬せさんの物と同じ型だった。いや、同じものだ、と断言できる。以前からついていた傷に、見覚えがある。

「ネア、よくやった！　大手柄だ！」

　思わず、俺はネアを抱きしめていた。

「みゃう！」

　一瞬驚いたようだったが、ネアもぎゅーっと俺を抱きしめ返してきた。

「きゃー!?　よ、よ、ヨシュア様!?」

「ヨシュア殿、次は私の番。どこに並べば……」

「あの、あの……そんな大胆な……」

　シェリスとティーナとダリルが各々の反応を示す中、俺は杏あん奈なに小突かれた。

「いてっ」

「ちょっと、嬉うれしいのはわかるけど、それはセクハラ行為よ？　児童虐ぎやく待たいと言われても言い訳できないわよ？」

「いや、そういうつもりじゃ……」

　なんか杏奈のオーラが黒くなりつつあるような気がして、俺はパッとネアから離れようとした。ネアが放してくれなかったが。

　うん、なんか命に関かかわりそうだから、一旦俺から離れてくれ、ネア。

「ヨシヤ、これはそんにゃにすごいもの？」

「ああ。帰ってから説明するけど、とても大切なものだ。だから、ネアにはご褒美になんでも一つ、好きなものを買ってあげるな」

「ホントに!?」

「おう。オモチャでも機械でも食べ物でもいいぞ。でも、あんまり高いのは勘弁な」

　にまーっ、とネアが嬉しそうに笑った。

「アンニャ！　ヨシヤがご褒美くれるって！」

「よかったわね。……もう、またそうやって甘やかして」

　杏奈は頰ほおを膨らましてプリプリしているが、これが喜ばずにいられるか。

　もしかしたら肝心なデータは消されてしまっているかもしれない。けれど、粉々になっていないなら、警察や専門業者の手にかかればデータの復旧だってできるかもしれないじゃないか。

「でも、なんでこんなところに？」

　ティーナが首を傾かしげた。

「逃げるときに落とちていったんじゃありませんの？」

「お間抜けさんですね……」

　まったくだ。しかし、ヤツだって完かん璧ぺきじゃない。人間なんだから、ヘマをやることだってある、ってことか。

「喜んでばかりもいられないわよ。もしかしたら、盗聴器か何かが仕し込こんであるかもしれないじゃない」

　なるほど、俺たちに拾わせるために落とした、という可能性か。

「そうだな。じゃあ、変な魔法がかけられていないか調べてもらって、その上で分厚い金庫みたいなものでも買って、音が届かないところで保管すればいいさ」

　魔法的な装置ならともかく、俺たちの世界の技術で盗聴器を仕し込こまれていたら、俺たちの手でそれをどうにかする手段はない。ってか、調べることさえできない。まさか分解するわけにもいかないし。

「それがよさそうね。とにかく、一度ここを出ましょう？　リドリスさんに報告もしなければいけないし、話ならダンジョンを出てからゆっくりするべきだわ」

「ああ、そうだな」

　言いながらも、戻ってきたスマホについつい目をやってしまう。

　と、ついいつものクセでホームボタンを押してしまった。

　──え？

　パッと画面が明るくなった。

「えっ!?」

　杏あん奈なも驚いて画面を覗のぞき込んできた。

　そして、待ち受け画面に表示されていたのは──

「義よし弥や君、これって……」

「ああ。たぶん、そういうことだ」

　光こう一いち郎ろうの考えていることが、少しだけ──本当に少しだけだが、わかった気がした。












エピローグ




　俺たちが『北風の魔宮』から出るなり、シェリスのお母さんが駆け寄ってきた。

「シェリスちゃん、怪け我がはない!?　あら、せっかくの可愛かわいいゴスロリアーマーが汚れてしまっているわ！」

　そのまま抱きしめて、シェリスに頰ほおずりをし始めた。

「ああ、シェリスちゃん、こんな高難易度のダンジョンで冒険するようになって、ママは鼻が高いわ……！」

「もー、お母様！　恥ずかちいからやめてくださいませ！」

　そして、また後ろでは相棒のブラックドラゴンが「こほん！」と咳せき払ばらいをする。

　シャキッとなったシェリスのお母さんは、

「まずは無事に帰還してくれて何よりだわ。それで、首尾は？」

「とりあえず成功ですが、ダンジョン内で黒幕の手先であるルミエル一行と遭そう遇ぐうし、戦闘になりました。逃亡前に装置を起動して転移魔法の阻害には成功したのですが、結局逃げられてしまいました」

「なるほど。では、先ほど何者かがダンジョンから出て駆け去っていく気配を感じた、という者が何人かいたのはその連中だったということですか……」

「そんなことが？」

「幻覚系の魔法を解除するよう指示を出しているうちに逃げられてしまったのはわたくしたちの不ふ手て際ぎわね。この通り、謝罪するわ」

　シェリスのお母さんが俺たちに向かって頭を下げる。

「あ、いえ、やめてください。逃がしたのは俺たちも一緒ですから」

「そう言ってもらえると助かるわ。でも、今、魔法使いの増援を手配したから、もう透明化なんて小細工は見逃さないわよ」

「気をつけてください。あいつらはモンスターに介入してある程度思い通りに操れるようです。氷の魔神を俺たちにけしかけるような真ま似ねまでしてきました」

「それは本当ですか!?　大変だわ、もしクエストのボス級のモンスターが街にまで出てくるようなことになったら……！」

「あ、いえ、俺たちを追ってこなかったことから考えても、長時間操れるわけではないようですけど」

「制限がある、というわけね」

「おそらく。でも、用心を。俺たちの敵は、この世界を掌握してる連中なんです」

「わかったわ」

　シェリスのお母さんが真面目まじめな顔でうなずいた。

　と、その瞬間。

　周囲に広がる森の木々から。一斉に鳥が飛び立った。まるで何かに怯おびえてヒステリーを起こすかのように、何百、何千という数の鳥が、『北風の魔宮』から遠ざかるように飛び去っていく。

「な、なんですの……!?」

　俺たちも、竜騎士団の人たちも、一様に驚いて騒然としながら空を見上げる。

　そして──

　ピシリ、というイヤな音が響き渡る。

　ちょうど『北風の魔宮』の真上で、俺たちが見上げた空に亀き裂れつが入っていた。

「な……っ!?」

　誰もが、口々に驚きよう愕がくの声を上げる。

「うろたえるな！　総員、戦闘態勢を取りなさいッ！」

　シェリスのお母さんが、鋭するどく配下の竜騎士たちに指示を出す。その一声で、竜騎士たちは落ち着きを取り戻し、全員がドラゴンに騎乗して空に向かって槍やりを構えた。騎士を背に乗せたドラゴンたちも、いつでも飛び立てるようにと翼を広げる。

　さすがの統制だ。

　いや、感心してる場合じゃない。

　空の亀裂はなおも広がり、その中から何かが出てきた。

　あれは……指か？　いや、爪つめ……ドラゴンの前まえ肢あし……？

　その指とも爪ともつかない何かが、バリバリッと一気に亀裂を左右に押し広げた。

　広がった亀裂から、その爪の持ち主が姿を現す。

　空を見上げていた誰もが息を吞のんだ。

「なんなの、アレは……」

　怯えるネアを抱きしめて、杏あん奈なが呟つぶやいた。

　トカゲのような頭に角が生え、そこから長い首が続き、恐竜を思わせる胴にはコウモリのような羽、長くしなやかな尻尾しつぽ。

　そう、それはドラゴンだった。

　ただし、その大きさは優に二〇メートルを超え、そして、その全身は陽ひの光をギラリと反射するような金属で構成されていた。

　左右の羽にはジェット機のようなエンジンと思おぼしきモノがくっついているし、尻尾の先には機銃のようなモノが見える。

　完全に姿を現したそれの背後では、空に入った裂け目が急速に閉じていっていた。

「機械の……ドラゴン……」

　俺たちが呆あつ気けにとられる中、完全にその姿を現した機械のドラゴンは、ガパッと口を開いた。その口にドラゴン特有の牙きばはない。しかし、その口から、周囲の空気を振るわせながら、まばゆいほどの光が迸ほとばしり始める様は、牙なんかよりもっともっと危険だとしか思えなかった。

　あれはヤバい……！

　俺がそう思った瞬間には、

「ブレスがくる！　総員、散れッ！　絶対に食らうなッ！」

　シェリスのお母さんが全員に号令を出していた。

　竜騎士たちが次々に飛び立ち、散開していく。

　次の瞬間、何が起こったのか、俺はすぐには理解できなかった。

　機械のドラゴンの口が激しく光った、と思った瞬間には、俺たちは背後から凄すさまじい衝撃を受けて吹き飛ばされていた。

　轟ごう音おんを聞いたのはその後だった。

　わけもわからないまま地面を転がって、

「みんな、大丈夫か!?」

　と頭を上げると──

　俺たちがさっきまで冒険していた『北風の魔宮』が、跡形もなく消し飛んでいた。

　──バカな……。

　そこにあるのは、バカみたいに大きなクレーターのみ。

　信じられない光景の向こう側で、檻おりの壁が輝きを放ち始めた。

「ああっ、壁が……動いてちまいますわ……」

　輝き、徐々に形を崩していく檻の壁を見ながら、シェリスが絶望的な顔で、立ち上がることさえ忘れて言った。

「ダンジョンごと……氷の魔神を消し去った……？」

　同様に、ティーナも座り込こんだまま、呆ぼう然ぜんとクレーターを見つめていた。

「そんな……これが、ブレスだなんて……」

　ダリルも、恐怖で引きつった顔で、上空の機械のドラゴンを見上げていた。

「……」

　そして、杏あん奈なは怖いと泣きじゃくるネアを抱きしめて、機械のドラゴンを睨にらんでいた。

『ふむ、こんなものか。もう少し破壊力があるものと思っていたが』

　拡声器を通したような、耳障りな男の声が響き渡る。

　そして、両翼のエンジンに火が入る。

『まあ、よかろう』

　俺たちなどまるで眼中にないとでも言うように、まだ壁が放つ光が消えていない中、機械のドラゴンは、新たに広がった未知なる土地の方へと飛び去っていった。

「まさか、あれが『創世の聖竜』だっていうのか……？」

　俺たちは、あの巨大なドラゴンが飛び去っていく姿を、ただただ見送ることしかできなかった。





あとがき







　どうも、おかざきです。

　今、著者近影用のビーフシチューを煮に込こんでいます。ワンルームなので、部屋中にビーフシチューの香りが充満して、ある意味幸福で、ある意味ずっと食欲を刺激され続けるという理性が試される空間であとがき書いてます。

　ちょ、ちょっとくらい食べてみてもいいかな……？　いや、ほら、味見っていうか。

　さて、最近、近所に良い居酒屋を見つけて週一くらいで通っています。

　良い居酒屋というのは、料理も美お味いしいのです。飲ませる気満々ですからね、やはり肴さかなが美味しいとお酒も進みます。お酒があまり得意でない人も、料理目当てでそういうお店を探してみるのもいいと思いますよ。

　で、すっかり顔も覚えられたある日。

　キンキの煮魚を頼んだあと、カウンターの奥から、

「味、どうだった？　煮魚って濃い味付けが好きとか、薄味がいいとか、結構好みが分かれるからさ」

　と訊きかれたりしました。ちょうどよかったです、と答えると、

「じゃあ、加減を覚えとくよ。今度煮魚頼んでくれたときも、今日くらいにするから」

　と言って笑ってくれたりしました。

　チェーン店で安くあげるのもいいけど、なじみの小さなお店とかがあると、こんなやりとりも楽しかったりします。

　ちなみに、その日の〆しめはご飯を少しもらって、その煮魚の煮汁をかけて食べました。あんまりお行儀がいいことではないかもしれませんが、これがメチャメチャ美お味いしくて、次回も煮魚を頼もうと心に決めた次第です。

　また頼みたい料理が増えてくると、まだ頼んだことのない料理を頼む枠が減って、嬉うれしいやら切ないやらです。胃袋と財布が無限ならいいのに。あと、太らないともっといいですね。

　では、謝辞を。

　今巻でも素敵なイラストを描いてくださったぺこ先生、ありがとうございました。担当のＳさん、また美味しいお酒を飲みましょう。サポートでＳさんに付いてくださっているＫさんも、できればご一緒に。編集部の皆さま、関係者の皆さまにも感謝いたします。私の本が世に出られるのも、皆さまのおかげです。

　そして読者の皆さまにも、心より御礼申し上げます。いよいよクライマックス、次巻もよろしくお願いいたします。


おかざき 登のぼる
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